




‘ 定時評議員会決議お知らせ

昭 和52年 3 月31臼 開 催 の 定 時 評議 員 会 に お い て 下 記 の と お り 役員 が

選 出 さ れ ま し た の で こ こ に 会告 い た し ま す 。

1  . 評 議 員 会 正 副 議 長 の 選 任

議 長 里 子 # 村 五 四 男 氏 ( 関 西 大学)

副 議 長 高 橋 保 夫氏 ( 銭 高 組 )

2 . 副 会 長 、 理 事 の 選 任

昭和52年度会長・副会長・理事・監事

新( i J i )  f壬 留 任

会 長 塚本 猛 次 ( 日 ij! ｾ ｬｬＺ＠ 1十)

副会長

銭 高 輝 之 ( 銭 高 組)

稲田 朝生 ( 双星社竹腰建築事務所)

4首 尾 義 貫 (京 町i 大 学)

井上 1晃 (大 建 J生 J十) 市川 宏 ( 東 畑 建 築 事 務 所 )

大沢徳吾郎( 鹿 島 建 投) 北 垣 智 造 ( 大 阪 市 建 築 局)

岡田光正( 大 阪 大 学) 国l ! IJ 一夫

理 事 注目 持 (大 手本 組) 小西 岬 (田 中小西建築事 務所)

( 技術) 小林 前( 祈 住 宅 社) 佐野正一( 安井建築設計事務所)

寺 田 徳 重 ( 大 成 建 Jll:) 松 村 度三 ( 浦 辺 建 築 事 務 所)

山田幸一( 関 西 大 学) 三浦二三男 ( 日 本 住 宅 公 団)

山 田 義 行 ( 竹 中 工 務 底 )

大林芳郎( 大 林 組 )

奥 村 俊 夫 (奥 村 組) 浅 沼 茂 夫 ( 浅 I百 組)

( 総合)

木 下 正 利 ( 消 水 建 設 )

竹 中 鎌一 ( 竹 中 工 務 底 )

松 村 雄二( 松 村 組) 鴻 池 藤 一 ( 鴻 池 組)

前里子慶太郎( あ め り か 屋 )

( 電気) 今元 康彦 (近 畿 電 気 工 11' )

小 林 四 郎 ( 太 陽 工 藤 工 事)

菅 谷 健 児 ( 大 阪 電 気 暖 房 )

( 管工)

尾位前四郎( 三 晃 ｾ＠ 調)

f背 水 愛H月( 清 水 工 業 所 )

須賀 孝( 須 賀 工 業)

(建材) 田中政二( 大 .frl 応用化学工業)

室 谷 山水 ( 室 谷 商 事)

渡辺 志 ( 東 洋 シ ャ ッ タ ー )

(監事) ;吉武 伊 三 郎 ( 大 阪 建 設 業 協 会) 海上 静ー( 海 上静一主主築事務所)

4 京都・高台寺の茶室と重文建造物の見学

豊臣秀吉の夫人、 北 政 所 ゆ か り の 寺 で 知 ら れ る 東 山 の 名刺 、 高 台

寺 は 、 江戸若手府が開 か れ た 慶 長 11年 ( 1606年 ) に 北 政 所 が 秀 吉 の 菩

提 を と む ら う た め 建 仁 寺 ( 臨 済 宗 大 本 山 ) の 三 江和 尚 を 開 祖 と し て

建立され、 一 時 は 七 堂 伽 藍 を 誇 っ た 禅 寺 で あ り ま し た が、 寛 政 元 年

( 1789年 ) 以 来 た び 重 な る 火 災 に 会 い 、 現 在 の 建 物 だ け に な り ま し

た 。

そのうち、加藤清正が伏見城から移したという桃山様式の美しい

た 事 守

彫 刻 の 表 門 ・開山堂 ・観 月 台 ・霊 屋 ・傘 亭 ・H寺雨手:m土 II: J廊 下 の 6

棟 が 重 要 文 化 財 建 造 物 に 指 定 さ れ て お り ま す 。 また霊屋内の須繍壇、

柱、厨子の扉に画かれている蒔絵は高台寺蒔絵として世に知られて

おります 。

今回は、 4 月に解体、復原、修理がなされた上記の茶室、重文建造

物を特別に見学できることになり 、高 台 寺 並 び lこf回忠 夫 氏 ( 京 都 府

文化財保護指導委員) に格別のご厚意とご協力をいただきました 。

また本会の茶室見学 で 、 い つ も お 世 話 に な る 岡 田 孝 男 先 生 に も ご 同

行をお願いいたしております。

新緑の京の古建築の見学に多数ご参加下さい 。

日 時 5 月 14 日( 土) 集合14 : 00→ 解 散16 : 30  

ηょうぜん

集 合 場 所 京 都 ・東 山・ 鐙 山観 音 正 門 前付近 ・目標会旗

[参考〕集合所までの交通貨は各自 A1!! のこと 。

11)  国鉄ょ，;r ./ifs駅前より市電にで⑥に乗車、または市バス( 京都駅八条口より) ⑥に乗車、

「東山安一井」で下III →市電の線路に沿って荷へ約 l∞m l:立のところの広い通りの左iWI の

弘居をくぐり山へ向 って→高台寺表門の繊の坂道を登ったところの左I f t ll (京t . 1桝牲の下)

12)  阪急、京阪1ti l ll
r
問粂 ・河原町J

よりは徒歩の方が便利です。(約15分位) 四条通を * へ

突当たり『八 ｉ 民事Ｂ社の両，， ＧＧＧｊ をよｾすぐ南へ歩き→日台寺表門の儲からは上記と同じ

講 師 京都府文 化財保護指滋委n 佃 忠 夫 氏

帝塚山学院大学教 授 工学問士 岡 田 孝 男 氏

定 員 40名

会 費 900 円 ( 資 料 代 、 お 茶 代 、 そ の 他 )

主 な 見 学場 所

高 台 寺境 内 ( 重要文化 財)

( l ) 観月台、 (2 )閉山堂、 (3 )臥 竜 廊→ 鐙屋、 (4 )傘 亭、時 雨亭 ( 茶室) 、

(5 )高 台 寺 表 門 、 そ の 他

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す 。 薬 舎 は l 名 l 枚 限 り と し 、 氏 名

- 勤 務 先 名 ・ 連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号 を 記

入し、 「高台寺の見学」 と 明 記 の 上 5 月 7 日 ( 土 ) ま で

に 建 築 協 会 事 業 課 へ。

た だ し 定 員 を 超 過 し た 場 合 は 抽 せ ん に で 決 定 い た し ま す 。

ディスカバー大阪 (その 2 )  

4 一大川端散策…・泉布観から大阪城公園ヘ-

新 緑 の 美 し く 、 さ わ や か な 季 節 で す 。

昨 年 の 4 月 に は 「 な に わ の か く れ た 散 歩 道 を 歩 く 」 と 称 し て 、 大

阪 城 よ り 南 ヘ ー ・ 大 阪 の 歴 史 的 な 史 跡 を 自 分 た ち の 足 で一 つ 一 つ確 め

て 歩 き ま し た 。

今 回 は デ ィ ス カ バ ー 大 阪 ( そ の 2 ) と し て 、 明 治 建 築 が だ ん だ ん

少 な く な って いく こ の 頃 、 大 阪 が 誇 る 、 市 内 最 古 の 泉 布 観 を 中 心 に

最 近 、 毛 馬 ・桜 宮 公園 と し て 整 備 さ れ た 大川 沿 い の 散 策 を か ね て 大

阪 城 公 園 へ 歩 くこ と に い た し ま し た 。 ゲ ス ト と し て 京 都 府 立 大学 の

林 野 全 孝 氏 を 迎 え て 明 治 建 築 な ど に つ い て ご 説 明 を お 聞 き す る 予 定

に し て お り ま す。

爽 快 な 初 夏 の 午 後 の ひ と と き を み ん な で 歩 い て み ま せ んかー・・ふる

ってご参加下さい。

なお、前回に参加者にお渡しした全行程イラスト地図が好評につき、引続きコラムデ

ザインセンタ ーのご協力をいただき イラ ス ト地図を作成する予定です。

日 時 5 月 21 日( 土) 集合13: 30→ 解 散17 : 30ごろ - 雨 天 順 延

集 合 場 所 大 阪 ・天満橋、 OMMピ ル ( マ ー チ ャ ン ダ イ ズ マ ー ト ピ

j レ ) の 正 面 玄 関 前 付 近 ・目 標 会 旗

ただし、大阪、地下鉄谷町線「天満縞J 駅、または京阪電車「天満僑J 駅下車、地上に

出たとこ ろ。

ゲ ス ト 京間l府立大学教綬工学問士 林 野 会 孝 氏

定 員 30名

会 費 600 円 ( 資 料 代 、 喫 茶 代 、 そ の 他 )

行 程 13 : 30 天 満 橋 出 発→ 桜 宮 公 会 堂→ 泉 布 観→ 太 閤 園 ( 休

憩) → 大 阪 市 長 公 館→ 大 阪 橋→ 大 阪 城 公 園 ( 解 散 )

・今 回 の う ち 泉 布 観 並 び に 市 長 公 館 の 拝 観 に は 大 阪 市 役

所 の 特 別 の ご 厚 意 を い た だ き ま し た 。

・全 行 程 徒 歩 約 4 km 

〔註〕雨天の場合は 5 月28日 ( 土) に順延いた します。水筒、おやつなどご持参下さい。

・服装は軽装のこと 。参加者には楽しい全行程イラスト地図を差し上げます。

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す 。 は が き は l 名 に l 枚 限 り とし、

氏 名 、 勤 務 先 名 、 連 絡 電 話 番 号 、 郵 便番 号 と 返 信 用 宛 名

を記入し、 「ディスカバー大阪( その 2 )J と明 記 の 上、

5 月 14 日 ( 土 ) ま で に 建 築 協 会 事 業 諜 へ。

定 L，l を超過した時は摘せんいたします。

建都と社会 / 1977年 H J 日 l  
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理 要 と 社 会

広告のお申込は下記へお願いします

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

住 所 千 日1 大阪市東区北浜3-37

電 話 大阪 (06) 231- 9648(的

創 刊 年 月 大正 6 年10月

業種別読者層 年齢別読者層

建 設・・・・・・・・・・
16 

~ 

20 ・・・・ 12%

. . . . . . . . . . 39%  

20 
~ 

30 ・・・・・・・・・・ 29%

設計・・・・・・・・・・ 21%
30 

~ 

40 ・・・・・・・・ 23%

官 斤・・・・・・・‘ 14 .5%
40 

~ 

50 ・・・・・・ 17%

公団・公社・・・・・ 10%

会社営繕・・ 3.4%

建 材・・ 3 %

学 校・< < 2.8%  

電気・管工・ 1.8 %

その他・・・ 4.5%

地域別読者配本比

近畿72.5%

中国 3.2%

九州 2.

••••• ••••• ••••• ••••• ••••• ••••• ••••• 
ｾ＠ .. 

広告料金 (昭和 51 年 間 改 訂 )

1 頁 ( 2 色) カラー 1頁価格

50 
~ 

60 ・・・・ 10%

60才以上・・・ 9 %

2%  

東 北 1. 3%

関東8.2%

東 海7.9%

海外0. 5%

頁 カラー 1頁価格

=子主 タテ 265 X ヨコ 190 ( mm)  タテ 265 X ヨコ 190 ( mm)  

表 紙 2  157，000 

表 紙 3  135，000 

表 紙 4  202，000 

L....ーーーー一

(1) 上記料金は月一回掲載料金です。

沼 0，000

270，000 

400，000 

70，000 

65，000 

aLgAI  む記

(2) 製作費は実費申 しうけます。 オフセッ ト2色カラーは指定色 をど使用願いま す。

(3) 後付各頁の み1 /2 頁 ・1 /4 頁 ・1 /12頁のスペース があります。

200，000 

180，000 

ｾ＠

、

d  

， 
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a‘  

のではないか。 したが、 30数 種 を 集 め た こ と は 、。良にと って

昭 和51年 度 ・ 第 ワ 回 若 い 会 員 の 集 い
最近、京都御所の植生の調査をされたそう も、大きな収機であ った。 モッコ夕、マサキ、

建築家のための

“ みどり" 学習会

で、ここは以前河原であったらしく 地 下30cm スダジイ サ ン ゴ ジ ュ 、 ヒ メ コ マ ツ 、 マ テ パ

程 度 ま で し か 土 が な く 、 そ の 下 は 砂 僚 に な っ シイ、 トラネズミモチ、カクレミノ、 ーーー ー等、

て い て 地 下 水 位 も 低 く 般 は 浅 く 、 植 物 の 生 ff ぼくにと っても 、は じ め て 接 す る 樹 名 が 多 か

(第 5 回)
条例凶としてはよくない ｪｊｾｾ 所のようであるが、 った。

一 一京都・上賀茂 ・植物講座一一

レ ポ ー ト

シ リー ス 5 回 目 の み ど り 学 習 会 は 快ni' iの朝、

京福電車出町柳駅に集合、定刻通り出発して

ー粁茶屋駅で電車を降りた 。 駅前は 一 見して

最近開発されたと分かる住宅地にな っている。

徒 歩 約20分 、少 し汗をかいたころ目的地であ

る京都大学上賀茂試験地 に到若した 。

講堂で担当委員から ｾｗｩＮ 師の伊佐先生の紹介

と当日のスケジ ュー ル、注意事項の説明のあ

と先生の引率で演潔林内の見学を始める 。 コ

ー ス に 沿 って歩きながら 附 近 の 樹 木 に つ い て

の解説をしていただいた 。 全員熱心にメモを

取 っている が、実は後でグリーンアドベ ンチ

ュアをやることになっているので、そのとき

このメモが大いに成縦に影響するのである 。

紅 葉 の 季 節 に は 少 し 早 い よ う だ が 、 そ れ で

もメタセコイアや落羽松の林は黄葉を始めて

いて美しい 。 演 習林内は軍基備がよくゆきとど

いている 。 今 回 は小規模の採集を許されてい

たので各自思い思いに採集したものをポリ袋

に詰めて、ほとんど 2 時 聞 か か って見学を終

えた 。

西 部 劇 映 画 に で も 出 て 来 そ う な テ ラ ス の 付

いた講堂へ帰 って来て各自待参の弁当を広げ

たが、見学が予定より長時間にな ったので昼

食を始めたのは 1 時 を 少 し 過 ぎ て い て 、 そ れ

だ け に 適 当 に 空 阪 で 、 新 鮮 な 空 気 を 吸 い な が

らおいしく食べた 。

昼 休 み に 材 幹 展示室を開放していただいた

が、この建物は外 壁が全音1I竹 で 出 来 て い て 珍

しいものである 。

午後の講義を始めた 。伊佐先生の話は土と

水についての基礎的なものをということで、

スケジュールの都合もあり、 1 r時間少しでご

く手短かに終わっでしまった 印象も あったけ

れ ど、全員熱心 に 聴 講 していた。

伊 佐 先 生 の 話 で は 都 市 の 緑 化 程 度 を 表 す の

に垂直投影緑被率というのがあるそうで、わ

れわれの都市ではこれをも っと上昇させるべ

きであるとは5佐でも認、めるところである 。

外 国の例 で スペインのマド リー ドでは、土

地 は 非 常 に 乾 燥 し て い るが、街の並木には消

防車が出動してホースでフドをかけているそう

で あ る 。 日 本 の 現 状 で は こ れ は ち ょ っ と 真似

ff の 人 々 は こ ん な と こ ろ に も 樹 木 を 植 え て い

る。それを育てるためには相当な苦労もした

であろうと想像されるが、現代のわれわれと

同 じ よ う に も 思 え て 何 か 親 し み の よ う な も の

を党える 。

ｬＢ Ｑｩｾ 定のあとは待望の＿グリーノアドベンチ

ュアである。先ほど歩いたコースに沿って 20

磁 の 樹 木 を 選 ぴ 、 そ れ ぞ れ の 名 札 を 隠 し 、 代

わりに番号札を付けであるのを巡々に歩いて

各 自 に 配 ら れ た 答 案 用 紙 に 木 の 名 前 を 内 き 込

んでいくのである 。

講堂にもどって全員答案を提出、1 "1! 当委只

が採点した結果、 1-. 位 3 名 の 得 点 を 発 表、用

怠した1 ' t d i ' ，が伊佐先生より授与された 。 それ

に最も成績のよくなか った 5 名の方々にも、

よ く 勉 強 し て 下 さ い と い う 意 味 で 小 さ な 植 物

図鑑が波された 。

最後に伊佐先生に、グリーンアドベンチュ

アの問題となった 20租の樹木について、もう

一 度 1 本ずつ詳しい説明をしていただいて、

このあと解散した。 ( 井本隆一 川

みどりの群落に固 まれて

中間 淳一

日本という風土を前提に「住」を3吾るとき、

その素材としての「樹」をなくしては、諮り

得ない。 もちろん、それは加工された「木材」

としてであるが、 一方観賞用としでの生きた

「樹」との閲述慨も切り騰すことはできない 。

鉄 と コ ン ク リ ー ト を 紫 材 に 、 中 府 か ら 日 柄

へ と 伸 び る 現 代 建 築1持、無表情なコンクリー

トの箱の集合、そこには 当然「みどり 」 が要

求される 。 ことに密集する都市では「みどり」

化が強調されて久しいが、「建築と社会」パッ

クNo. 74 9号 で け 「 み ど り 」 特 集 が 編 ま れ た 。

この号より、スタートした「樹の話シリー

ズ」はすでに 30阿を重ねるに至 っている。鈴

Lょう L ゃ

成 、 森 下 、 開 恨 3 氏の iA i商な語 り口を興味深

く言光ませていただいている 。

話は一変するが、ぼくは夏休みが終わりに

近 づ い た あ る 日 の 午 後 、 小 学 3 年 の 娘 に せ が

まれて 、 なぜか明日香村古墳群 、 わけでも、

その地の荻族であ ったという蘇我馬子を思い

出 した。

すでに幾度か訪れてはいるが、娘にとって、

この巨大な岩石群が形成する、フォルムとリ

ズムをどのように受けとめるで、あろうかとい

できなし、 。 団関や果樹図等の生成に直接つな う思いがあった 。 郡 山 イ ン タ ー を 下 り 、 恒 原

がるものならば、それなりの施設や手間もか 市をぬける曲がり角で、ち ょっとしたハプニ

けてい るけれど、 都 市の 緑化 とはその目 的 は ングが起こったのだ 。 つ ま り 、 妻 の 提 案 で 極

ほとんど美観とか主J l . 1 ' t ・といった要素が強く、 原神宮参拝と、そのお返しとは変な理屈だが、

伊 佐 先生 の 言 葉 を お 借 り す れ ば利 潤 を生まな 遊 林 苑 で の 「 樹 の 築 」 の 採 集 で あ る 。 当初 か

い投 資 で、あるそうで、これはなかなか難しい ら用意しでいなかっただけに、選別に苦労は

さて、折しも、 V O L No. 57 9 号 制 械 の 上

賀 茂 ・植 物 講 政 「 第 5 回」参加証No. 25 を得た

ことは、ぼくにと って幸運であ った。 当日の

10月16 日は、 ht の秋たけなわ、好天候に恵ま

れて、「出町将IJJ といういかにも古都らしい駅

から 一 車，附 ポ ッ キ リ の 京 福 電 車 で15分 、 京 大

i向巧林までは徒歩である。総面積51. 2haにお

よぶ広大な山林には 、と くに北手球のマツ属

100 種類、 その他広範岡にわたる樹績が、 育

H文されでいるという 。

原 j相也、特性、環段、調和と用途、伊イ主義

tリl 先生 のお話はまさにミ生き字 引き とであり 、

その言葉のミはし J はしとに樹木育成へわ| 勾

りない愛と熱意が伺えた 。

所定のコース 一巡 、 約50種類、記録、採集、

カメラとまさに多忙、予定時間をオーバーし

ても、まだ不足な t1丞 な 時間帯であ った。 そ

れだけに、見渡す限りミみどりごとみどりとの

c > とし"

中で の弁当の味もまた、一入であった。

いまだに、ぼくの記憶に鮮烈なイマージュ

として; 腕きついた樹々たち、それは、みどり

に紅をちりばめたカラフルな北米原; r t : のルブ

ラカエデ、み どりの淡淡をちりばめ 、 しかも

樹 高 9 rn に及ぶ長辺の長い見事な 二 等辺三 角

形 を 形 成 し た 。 ギ ガ ン ト ネ ズ コ の 群 落、 中 国

- 四川 省原産、 一属 一積で湿地を好む、スイ

ショウ 、樹令20年 余 の 球 果 の 採 集 も 武 重 で あ

った。 また同じくイサ 11 のせせらぎをきく、ラ

クウショウの樹林 、 い た る と こ ろ 、 気 根 の ひ

ざをたてる珍樹、まさにこの舞台装詑は「眠

れ る 森 の 美 女 」 の メ ル ヘ ン の 世 界 へ の 誘 い で

ある 。 ・・等記せば紙数がつきなし 、。 また 、

グリーンアドベンチュア なる、ち ょっとし た

テスト( 樹にぶら下がった Noの樹名を解答す

る) 0 20種 類 を 参 加 者 の 中 で た だ 一 人 全 正 解

が 出 た の に は 鴛 い た が、同時 に 不 成 績 者 ( 点

数 不 明) に対して植物園鍛が贈られるという

ユニークな企画に 一 同爆笑。

群 落 を な し 、 生 き 生 き し た ミ 樹 々 ミ た ち に

別れを告げ、くれなずむ治外の里子路を辿りな

がら、ぼくは、最近にない充実した 一 日をお

くれたことの感動を、しみじみとかみしめて

いた 。 ( 日鴻建設)
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植物講座に参加しての雑感

明楽 清

われわれ一 行 の 京 福 電 車二 軒 茶 屋 到 行 は 11

日寺前であっ た。 農 家 の 点 在 す る 洛 北 の j嵐長 を

楽 し む こ と 約10分 に で 、 起 伏 す る 演 習 林 の だ

らだら坂を上がる 。 本日 l公| 夫附にで山歩 きに

は申し分のない陽気で快適である。

伊 佐 疑 問 講 師 は 元 京 大 講 師 で 本 演 習 林 の ず7

ての税だそうで、数ある樹木の前ても治々と説

明される 。

公 図 ( 和 歌 山 域 ) の 入 口 の 紅 葉 の す て き に

き れ い な 落 葉 樹 は 、 桝 ( ラ ン シ ン ポ ク ) で あ

った。採 取 し た 「 早 速 木 」 の 苗 を 大 きくして

小 学 校 の 校 庭 に 寄 付 し た い 。庭 先 に 夏 つ ば き

を植えで花と紅葉と幹の府色を楽しみたい、

家 を 建 て 符 え る 際 、 是 を 切 って 床位にしたい、

など空想、がわく 。

演 習 林 の 小 山 の 上 か ら 山 々 越 し に ど っ か と

そ び え 立 つ 比 叡 山 は ま さ に ー 幅 の 名 画 だ 。

議拘，t < 与了後グリーンアドベンチュアがあ っ

た。 採 点の結果賞品の授与があったが、 lゴ立

の 3 人 は そ ろ っ て 青 年 で あ っ た 。 下 位 の 5 人

は そ ろ っ て 老 年 組 で あ っ た 。 幸 い 私 は 授 賞 し

な か っ た が 、 お 遊 び 事 と は い え 老 人 組 の 私 に

はショ y クであった。 Ｈ ｉｉｊｉ 泌建 築 Ｂ ｊｾ 務所Ｉ

建築家のための H みどり H 学習会

(第 5 回) に参加して 三 原 清 敬

京 都 の 北 、 鞍 馬 の 近 く 、 京 福 電 鉄 の二 軒 茶

屋 で下 車 し 、 わ れ わ れ 見 学 者一 行 は 、 京 大 の

上 賀 茂 試 験 地 へ 足 を 運 ん だ。 そ の 日 は 、 秋 風

爽 や か な 、 ま た 快 晴 で 、 こ の 試 験 地 へ 入 る に

つ れ 、 常 緑 樹 の し た た る 緑 と 、 紅 葉 し 始 め た

樹 々 が 織 り な す 風 情 が一際美しく 感 じられた 。

甘 い 樹 々 の 匂 い を 胸一杯 に 吸 い た く な ってく

るところで、あった。

こ の 試 験 地 は 、 昭 和24年 に 発 足 さ れ 、 面 積

は 、 約50haである 。 わ れわれ一 行 は 、 平 家 瓦

葺 で 、 白 壁 の美 し い 広 い 縁 を 廻 し た 教 室 に 遇

された 。 爽 や か な 山 の そ よ 風 が 教 室 内 を 吹 き

抜 け て い く 中 で 、 説 明 を 聞 い た 。 ここには、

別 室 に 木 材 に つ い て の 標 本 も 陳 列 さ れ て い る 。

さ で 、 講 師 の 伊 佐 先 生 と と も に 一 同 戸 外 へ

出 で 、 い ろ ん な 種 類 の 樹 木 の 説 明 を 聞 い で 歩

いた 。 約 2 時 間 ほ ど で あ った が 、 説 明 を 受 け

た だ け で も 、 約 100 種類の木々が池や、 谷 な

どもとり入れた 一 つ の コ ー ス に 集 め ら れ て い

るのに感心させられた。・・・・・・紅葉が美しく街

路樹になるモミ ジパフ 一 、 次 世 代 の 築 が一 人

前 に な れ ば 黄 色 に 枯 れ る ユ ズ リ ハ 、 ハ ー ト型

で 真 赤 に な る 誕 の マ ル パ ノ キ ( こ の 日 は 、 脊

空に) i i l : くの山々を望んで真赤に紅楽していた )、

府 地 で も 生 え る ヤ マ モ モ 、 床 柱 に な る ナ ッ ツ

バ キ 、 ロ ー ソ ク 状 の 樹 形 に 大 き く 成 長 す る ギ

ガ ン ト ネ ズ コ 、 日 当 た り が 余 り な く て も 生 え

4  

る ブ ナ 、 防 音 術 に も な る 卜 ウ ネ ズ ミ モ チ 、 方 っていくと jt. う。

々 を 探 し 、 や っ と 宝 塚 植 物 悶 よ り 純 チ を 入 手 わ れ わ れ は 、 グ リ ー ン ア ド ベ ン チ ュ ア を 楽

さ れ た と い う 湿 地 に 強 く 紅 葉 の美 しいスイシ

ョウ、 小 学 校 や 幼 稚 悶 写 に 納 え た ら 木 訟 の 美

しいカンレンボク 、海 岸 に も 強 い ・ー ーーという

こ と は 、 ど こ へ 植 え で も 無 維 な モ ッコク

等 々 、 種 子 を 求 め て 時 き 、 ま た 小 さ な F古木よ

り二 卜数年 ーーー 兄 τｊｾ に成長した樹々ーー 一 本

一 本 心 を こ め て 育 て て こ ら れ た 先 生 の 173去に

感 心 し た 。

先 生 の 、 人 を 紹 介 す る よ う に 木 今 の お 訴 を

さ れ る の を 聞 い て 、 わ れ わ れ は 、 ハ イ キ ン グ

をしても、木の: r，liiJ なと可符わずに紫返りして

い る け れ ど も 、 木 々 の 名 liiJ や 、 そ の 性 質 を 聞

くこと 、あ るいは、知ることによ って、木々

との対 話 と い う か 、 内 然 と の 対 話 が で き て い

け る の で は な い か と 、 感 じ さ せ ら れ た 。 これ

は 、 建 物 と 庭 の 設 計 、 さ ら に 環 境 作 り に 役 立

ラクウショウの気根

ベにまんさく

， 

、， 

.  

しんだあと、夕陽を fTに し て 帰 途 に つ い た 。

(銭高級)

この企画の実施にあたり、伊佐義朗先生ならびに京都大学

演習林上賀茂獄験地のご関係のみなさまに多大のご協力を

いただきました。誌上より厚くお礼申しあげます。

日 時 昭 和51年10月16日凶

集 合 10:10 - 解 散 16:30

観察地 京都大学農学部付属演習林( 上賀茂氏験地)

諸都伊佐義朗氏 (元京都大学農学部講師、現京都市鳴託)

参加者 45名

行 程 10:30- 10:45 京福電鉄鞍馬線 「出町柳 J - rニ軒茶

屋 下 車

11 ∞→12 ∞ 京大上賀茂演習林見学

12 ∞- 13:00 昼 食 休 憩 (自由行動)

13 ∞ー14:30 生態学基礎講座「土と本 J  伊佐講師

14:30→ 15:30 デリーンアドベンチュア

15:30→ 16:30 懇Z菜、質疑応答『終了後現地解散

てんだいうや〈

グリーンアドベンチュア

京大上賀茂演習林内見学

.  
， 
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新 ｲｬ￭ ｪＭｊ，｜は、わが同で最初の県ｾ［［［，Ｎ・中央主ＱｬＷｃ Ｂ￭ ｪＭｾｾで、県全 ｊ ｊｩｪＨを供給

圏とした 、水 jlif .  i'j ' 果の生鮮食料品などを級う総合卸売『↑ l jJAで、

ある 。

ｾｪｩｬ 血は、大手 ＱＱ 予野の ｉｬｬ ｬＧｯＺ ｬＢ 心 ｬ 二位位して、これは市場供給圏内

人円のj [ 心地点にも山i り、持線道路の I}可名| 仮および同道24号線、

25号線の交点附近にあ って 、奈良 県の流通 ・輸送の械としての

条例ー をHflii! した" I ! J 血にある 。

ｽｪＧＱＡｩｾ支配［汽は、 ｊ ， ｈ ￭ＧＱｩ￭百貨の卸売場微を敷地ＰＺ Ｑ ｟ Ｇ 央 に円 ｣ ｩ 托 してその開

聞に ＧｩＱＮ ，ＧｩＧ， 人 ・ ＧｩＺＨ 参入の駐車場を設けるとともに、卸売 ｪｾｾ 仰を、工

体化して、 2 mに関係業者事務所および| 見l係業者の業務用抗耳1

ｉ 坊 を設けて用 地 の効，相手 ＱＱｭ をはかりこれらｾ .. ｾ幹方包設を， T' 心に し

て 、阿世 Ａｉｊ の 市 ｪ ｾｾ ｉ 侭付近 ｬｩ ＱＧ､ ｗｊ にｾｦＮＧ ｦ 到 来 | 湖述商品交・14i 棟 . 'i:( {':i 配

送所を設け 、反対の )j dWJ に冷蔵席 ・合Jil"f ・加工場などの施設を

配位 して 、名施設 が.f1l7i. に1I 機 的 な|苅JA1'i' を祈 し、効，併の良い

別j きが行われるように 、 とくに 印j 線 の幣EV . を行ない 、市場機能

のI:rJ汁} 化 がはかれるように ，Hi面 している 。

卸売場似は、m途 上大空 間 を必要とするので大スパンの欽"J "ラ

ーメン椛迭とし 、151 ＱＭＮ がＡｬ ｕ ｉｈ 易 でｦＡｾ ・ｼ 在荷量が大きいので振動を

考慮して、たわみを抑えるために給付犬の合成梁としている 。

位は、方向性のない断面 ｴＧ｝Ｚｮｾ をもち、大きな荷重をｦｊ Ｚｬ￬ 告 ＱＱ の応

力伝達ができる鋳鋼符を採用 している 。また 、桁行方向 が約270m

と長い建物j なので、断面設計に| 探しではとくに熱応力について

考慮している 。

各似 Ｑｭ の設ｦｊ ｬ￭ｩ 配的 ・ は、共同織を設け Ａｬ ，ｾ 土のために沈下対策と、

約 型の蒋易化 およひ' 将来の設備変更. に 対 処 しやすくしている 。

また、電力関係の円事" 円動作成および多くのテナン卜の屯気 ・

ノ ｫ 道使用 ｩｩｴ の Ｈ Ｍ ｉＱｩｽｊ 検針料 て を計算 ・ 請求 ｊ 問 ｩ 収 ｉ ｉ ｾ 作成 などをｔｲｉ ￆ

械 の集 '- 1: 0符理 に合め 、維持作型l ! の 1'"i力化 ・経済化を日| って いる 。

市助は、生鮮食料品 をI[X級 うので:.i ii i1i i! さをもたせるために 、全

体 を"1系統でまとめているが、今後、使用されるにあたり 、到j

総指示などのサイ ンのアクセント色と 、周辺に納附され る総と

ともに 、 より ー府 ( 1色系がひきたつことになるであろう 。

(1川村 ｴｾＺ＠ /  "  建設，i ! 大阪本社)

ｬ ランプウェイ ド より ｾｉｉＮＯｕｾｉｾ ＮｉＡをみる

Ｒ 剖ト ＭＯｕｾｈ ｬｉＱＨ市阿，ＨＡￍＩ

Ｓ 卸ＮＯｾｪＭｊ，ｾ似 Ｒ f背111 1:，v. if!!IJ よりみる

4  Ｎｾｉ ト Ｇｊ ｴＺ品 川地 Ｈ ， ｈ￻ Ａￍ Ｉ
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奈 良 県 中 央 卸 売 市 場

設 計 日建 設 計

施 工 奥 村 組

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

4荷i室長見+莫

施 設 内 容

159，130m'  

37，180m'  

47，938m'  

卸 売 場 棟 S 造 2 F

管 理 棟 R C 造 3 F

関 連 商 品 売 渇 棟 R  C  造 2 F  

冷 蔵 庫 棟 R C  造 3 F

そ の イ也 R C . S造 1 F  

p  C 杭 打 経3 5 0 - 4 5 0 %

供 給 対 象 人 口 約80万 人

延 30，562m'  

延 2，476m'

E正 7，207m'

2正 3，917m.・

2正 3，776m'

長さ13- 25m

1 日 取 級 量 管 果 667 ト ン 水 産 182 トン

駐 車 台 数 約2 ，200台 ( 63，OOOm')

コニ 期 昭 和49年 11月 ~ 昭 和 52年 3 月

写真 1-. : 卸光場 より7i ' fi P.械 をみる

F: 卸売均より冷厳/i ll ・;(T/ij(加I ｛ￌ ｾｬ をみる



日本建築協会法規委員会

ｴｴｍ ＾ｪどの ｊ 止 ｦｬｾＧ ，ｾ を ｴ ， Ｇｪ 寺ちしております 。
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開 発 指 導 要 綱 等 の一覧表( その3 最終回 )

rli 町 村 名

ｾｾ＠ 綱 γ. ￰ Ｇｴ ｈｲｾ ｦ ， ｉ ｊ＠ r! 通 ITJ 範 同

(jlt ・11"車r，)

狭 山 町 狭山町宅地等ｉｩ ｈ 発行為 に ｉｾｊ する Ｑ ＺＱｾｴ［Ｈ
500m' 以|

( 占jS，li ，iI1，lI j，:!l! ) 要綱

47 .  8  .  1  151 ;).1 1: 

※  

河 内 長 野 市

j n打̂Il 正' (-，Ii 宅地造成 '1' :I!1J:1抑要綱 46 .  4  .  1  1  .000m' ).1 卜

( 自ill ，li ，i li ，li1派)

千 早 赤 阪 村 T" ，I 赤阪村fl:宅J也jillix Ｇ ｊ ｉ ＺｬＡＱ Ｚ［［ｉｾ ｉ＼ｊ す
45. 4  .  I  

5  .000m' ).1 1  

Uii也 li 2 81出)
るＮ ｈ］ ｈ 草ｾ綱 ※  

堺 市

500m' ).1 1  

JWrli 宅地開発J R持要綱 49. 4  .  1  101 ;).1 1:  

Ｈ Ｑｩ ｾＱＢ ＱｈｩＱ ［ ， ｴ［Ａ“出 Ｉ
※  

高 石 市

300m' ｾＱ＠ 1  

， ＺＺｩ イ ｪｲｬｩ ｉｩ ｉｊｪｧ Ｑ＾ＮＧｾＧｾ綱 49.  9 .  1  2  1; ).1 1  

Ｈ 自 ｾ ｓ ， ｬｩ ， ￬ ｾｉ ， ｬｩｬ ，ＺＡｬＡＩ＠
※  

泉 大 津 市

500，rI ｾＱ＠ 1:  

( 伺Sdi ，il i1il i.:車)

ｽ￭ｾ＠ Ｉ引 ｉｴｲｬｩｬｾｊ ｪｾ ｊＺＱ［ ， Ｇ引書 綱 50.  4  .  1  5  1; ).1 1  

※  

忠 岡 町

300m' ).1 1  

(il! 築 深)

忠間関｛宅地 Ｑ 問先 Ａｩ］ に ｉｾｉ する ｬ￱ ｾ 吊 ＧＦＱ 綱 48.  8 .  1  2  I ・).1 1'.

※  

和 泉 市 500m' ).1 J・

( 1111 "t 深)

利 ｽ￭ｾ rI ｪ 屯地ｉｩ ｉｊｪ￪ ｊＺＱ抑Ｇｾｾ制 ｬ 49. 4  .  1  

※  

岸 和 田 市 印刷 ｬ 川 市 の ｉｩｬｊ ｪｗ Ｇｾ Ｑ 不 に ｼ則 するＮ ｴＺＱ ［ＯＱＮ
500，，1  ).1 1  

Ｈ 自 ｾｓ ､ｩ ， ￬ ｾ ｬｬｬ￯ ｬ ，Ｚ出Ｉ 要綱

49. 1 1. 1  3  I  ;).1 1  

※  

貝 塚 市

ｉｉ 塚市 ｩ 昨 ｈｾ ｊＺＱ ＼ 必要綱 49. 8 .  1  

500m' 以 l

( 自i1S di ，i l1li1j深) ※  

熊 取 町

500，，1  ).1ト

熊取町 ｬ ｩ ｬｊ ｪ ｴｪｬｗ［ＡＧｾ 綱 49.  4  .  1  101 ;).1 J  

( t，j Sdi ，tl1li1j深)
※  

500，，1  U  1  
泉 佐 野 市

ｽｪｾ＠ ｦ Ｎ宇野 ｲｬ ｩＯ問 先 Ｑｦｩｪ Ｎｴｾ製鋼 '13. 6.  1  5  1; ).1 J:  

Ｈ 自 ｾ ｓ ， ｬｩ ， ￬ ｉＱ ｉｊｪｪ ，ＺＡｬＡＩ
※  

泉 南 市
500m' U  J  

Ｈ 自 ｾ ｓ ， ｬｩ ， ｴ ｬ￯ ， ｬ￭ｬ ，Ｚ ＡｬＡ Ｉ
ｪ￭ｾｬＪｪ ｲｬｩｬ 品 ｈｎ ｬＱ持法 網 44. 4  .  1  51 ; U J  

※  

阪 南 町

1  .000m' ).1 J  

( ill ｉｾ ＡｊＺ＠ ，; 県)

阪市町I i lJ j Nl 1; : 甲斐綱 48. 7  .  1  201 ［ｾＱ＠ J:  

※  

岬 町

岬阿fIi I111Hl 1略法制 46.10.  1  

500m' U 卜

Ui DHs ，ilt ，: 県)
※  

大 阪 市 ｊＮＺＮ 阪 ｲｬｩ 大 胤 伎 ｩｬｬ 築物の也， ￬ｾ ， ｦ ｬ Ｇｬｬ Ｂｪ の ・ ＱＱ
49. 5  .  1  

} ; 数 100} ;J:l J  

(il! 築/"j 指導課) liiJtJ品誠に1.11' ξ JlXi&j j，i自ri ※  

大阪府下の池田市、 箕面 市、豊中市、吹 田 市、茨木 市、

高槻市、f頁津市 、島 本 町、枚 方 市、寝屋川 市、お よ び

能勢町の宅地開発要綱は 2 月号に、 3 月号では、交野

市 、四条畷市、大 東 市、門真市、東大阪市、八 尾 市、

柏原市、松原市、藤井寺市、羽曳野市、美原町、太 子

町、河 南 町、富田林市を紹介した 。引き続き以下の市

町村を紹介し 、この稿のしめくくりと したい。

Ｈ 大阪府建築郎挫築 ｬｦｩ ｾ ｱ， .{県 西尾宗晴)

凡伊l ※ ・ ))1/ に規定がある ・υ 公縫負111を要する 昭和51ｾｉＧ， ＱＱＱ＠ J末現 tE誹lべ

宅 地 続 悦 公図、緑地、広J品

公益胞，tli の

Ｈｩ，ｾ＠ i': 

$'-1 111 

あ 1Hi f U時' ，'ilTIJ 血域

抗 2 1;Of l:l. '; '，早川地域

3，OOOm' 以上

100m' 

3  I マーセノ卜

【〉

その他のI也J，j(

70，，1  

中，: 百九可挫築物、 ヲ ｊＧ ， ￬￭ｲ 公 ｊｾｊ 。

150，rI 3  .000m' U  1:， 
(  1  

日ＡＡＨＡ、 Ｑ 官披防ｾ［Ｚ 。

※  3  I 守一七ント 河内長野市中， ＺＧＺｪｾ ｙ￭主 ｉｉ 築物に ｬ 世 ｬ す る 桁

導要綱あり 。

200m' 
r  

あ 1N! fl:l."' .'/.I lfl 也峨 3  .000m'  U  1:  

150m' 3  ｉｾ 一セント
，、

土器 rti 臼! ' ( ! 令指獄事綱あり 。

その他のJ也峨 70m' ※  

ｾｬｬｯｦｩｦｕＧ ，Ｇ平 ｉｉｊｉ 也ＱＦ
200m'  

3 際または 10m以上。

ｾＲＱ ， ｮｦｕ Ｂ ＧＮ Ｇ ｪＮＱｦｉ Ｑ 也 ｉ 点 3. 000m' ).1 J'. 

120m'  3 ハ一七ノト

11 ! ! am.¥Iiあり 。

J  

電波間 ｾ Ｇ［Ｚ ｾ 平 。
その他の地域 ※  

!万古11;t;; liirilii 道路から 1. 5m後退。

100m'  

※  

ｾ｜＠ 1  l'flfU" ，'.'i 川地域

150，rI 

ｾ｜＠ 2 Iofi ftr.'， ¥'11111也h担 3. 000m' 以 l

120，，1  3 ノマー七ント }Rki l t 市環境保 全条例あり 。

その他の地域 ※  

l00nl  

※  

120m' 

1. 0∞m' 以上 H 持または 10m以}

※  

6  Ｏｾ一七ント II! 関根準あ り。

※  電波防1r-: 卒。

It i  :¥11 120m' 500 m' - 1  .000m' 

Ｑ Ｐ ｭ 以上円ＡＧＨＨ， ｵｩ ｬｊｩ ｰ ，ｾ 将等 ｦｕｾ 同立 。
北部 90111' 5 ノマーセノト

※  ※  

ｾ｜＠ 1  H!II :I. '， '，早川 JI 也}北 500，，1- J O. OOO，rI 

150m'  3 パー七ン卜

そのｻ也の ｊ 血 ｨｾ 10. 000m' ).1 J  岸和 l口市 11 ! ! ( ! f 行部要綱あり 。

100，吋 6 ノマ一セント

※  ※  

1∞"1 

3  .000m' ).1 1". 

3 パ一七ノト

ｾ｜＠ 1  Hi f H'， Ｂｩｬ ｬｉ ｬ 也 ｊ ，ｾ 500m' - 3  .000m' 

ＱＪ ｬ ｬｾ 府￭ｬＡ築物 。

150m' 3  ｉｾ 一七ント
r! !!(W; l.¥sあり 。

その ｦ ｴＡＡの ｉ ｴＡＡ ｊ ，ｾ 3. 000，rI - 10. 000m' 

r! !'(!ft 民間意。

120m'  4 ノマ一七ン ト

1tr i止問手; :"!;: 。

※  ※  

/，可申1I 芥 liifff l I 道路 から 1. 5m後退。

500 m' - 3  .000m'  

中，Ｚ Ｇ ｾｾＧＱ ｩｬｬ 築物 。

あ I lo[lf l:l. '，' .'/ . I 日地域 3  I 守一七ント

r! !I(( 住民l司む 。

Ｑ ｴｲ ｩ ｬｊｩｾ市Ｍ［Ａ［ＺＺｹ［ ［ 。
200m' 3  .000m' - 10.  ooom'  

応古Ｑｩ ｾｬ￬￭ｲｩｬｩ￮ｩｬ￮ ｬＧｊ｜から ＱＮ Ｕ ｭ 後退。

その他のI也J占 4 ノマ一七ント

工業系地域内の11: 宅i J ! J空間辺に 5 m

120m' 10. 000m' 以上

の緑地 rli 。

6 パー七ノト

工均等ill.t 2: 同級 5 mの緑地情。

あ l 純{υ: ，1;1，引fll 也f或 500m' - 2  .000m' 11 ＡＧＨＡｊ ，ｾｬＮ｜￟ あり 。

150m' 5 ，e一七ノト H 許).1 1'. 11 ＡＧＨＨ電披附 Ｇ［ ｉ ［Ｚｾ ｦ ｕ Ｍ， Ｑ 日 ｌ ￬ｉＮ 。

その他のIt!! J，j( 2  .000m' ).1 1  1，!j古1I 等自irilii 道路か ら 1. 5m後退。

100，rI 7  - 10パー七ント 工業系地域内の住宅 ill ，tli liil 辺に 5 m

※  ※  の緑地fi F。

ｾＱＱ 何 ＱＱ ＮＺＱ ， Ｂ '.'nfl J也M

2∞m' 1  .000m' ).1 J"， ｾＧ， Ａｪ さ ＱＰｭ 口Ａ関電波附 Ｚ ［Ｇ［ＺＧＱ￬ ［ ｯ

その｛ 也 の ｉ 也 ｊ ，ｾ 3 ノマーセノト 1，1; 制ml i i r 而道路 から 1. 5m後退。

120，rI 2長 阪市町小 ｴ 見様ｉｩ ｉ￟ｴ 手術部Ｇｾ綱あ η 。

※  

165m'  3  .000m' U  J:  

i以 3 ノマーセント

3 パー七ント

也築 と社会 / 1977判 川: } 9  



〈新姐1材事(f 介 J¥! n. 2. ，)  

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 用 防 せ い 剤 『ラスナイン」

小 野 田 セ メ ン ト 株 式 会社

k 阪 支Vi ・干 53日 大 阪 di .lt ii<.悔 1H2 ( おー '1・命ピ Jレ) T E L  0 6 - :34 ) - 8 3 11  

小 野 田 建 材 株 式 会 社

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 朋 l坊 せ い 剤 『ラス ナイ ン』は、

小 野 田 セ メ ン ト の IIH発 に よ る も の で 、 そ の 防 せ い

効 果 は 、 最 近 問 題 に さ れ て い る 海 砂 を 使 用 し た コ

ン ク リ ー ト に 対 し て だ け で な く 、 コ ン ク リ ー ト の

硬 化 促 進 剤 で あ る 塩 化 カ ル シ ウ ム に 対 し て も 防 せ

い 効 果 を 発郷 する 。 防 せ い 効 果 の概 略 は 次 の と お

りでb ある 。

鉄筋は不倫悠皮 ｊｊｾ である般化 ｪ 支肢で磁われている

が、この ｊ 主 ｊｊｾ には所 々 に穴があり 、そ こが欠陥 Ｚ ｾｉ ｾ

う? となってs ; l t イオン ( F e 1 + ) が 水に? 容け出し J肉食

する 。 し か し 、 通 常 の コ ン ク リ ー ト の 中 に は 多 lLt

の 水 酸 化 カ ル シ ウ ム が 存 在 し て お り 、 そ の 日 7 1レ

カ リ 性 ( PH I 2以 上 ) に よ っ て 欠 陥 部 分 か ら の 鉄

イ オ ン 浴L' H が 防 止 さ れ て い る 。 と こ ろ が 、 庖 化 物

が コ ン ク リ ー ト 中 に 存 在 す る と 、そ の塩 紫 イ オン

( CI- )  が お 7 1レ カ リ 性 の 環境 で あ っ て も 、 安 定

的分である不価Ａｦｾ皮 ｪ 肢を石庄竣し、記長イオンを浴 ｊ 甘

さ せ 腐 食 を 進 行 さ せ る 。 l坊 せ い 剤 『ラス ナ イ ン 』

1;1: 、 塩 化 物 に よ っ て li 庄域 さ れ た 部 分 を 迷 や か に補

修 し 、 強 固 な 不 例 態 皮 ! 肢 を 形 成 さ せ る と 同H寺に、

鉄 筋 の 表 而 に イ オ ン i吸 着 し て 塩 紫 イ オ ン を 遮 l析し、

鉄 筋 の 腐 食 を 防 止 す る 。

・ 特 性

1  )  海 砂f史ITIの 鉄筋 コ ン ク リ ー ト に 対 し て 防 せ い

効 果 が大 き い 。

2)  磁 化 促 進 剤 と し て 塩 化 カ ル シ ウ ム を 使 用 し た

コンク リー ト に 対 し で も 防 せ い 効 果 が ある 。

3)  コンク リー ト の 一 般 的性 質 で あ る ワ ー カ ピ リ

テ ィ ー 凝 結11寺r: n. 空気1，1 . 件鶴強度 ー安 定 性 な

どに 対 して 、 ほとんとつ:;tグ設がない 。

4  )  ノ1< 1' t 汚濁 11); 11:. 法 に 定 め ら れ た 有 害物 が 含 ま れ

て い な い 。

5)  f也のィ良平[ 1，宵11 とのf井J 同カマて、きる 。

・ 使 用 方 法

ま ぜ 水 に 投 入 し て 使 用 す る。

・ 使 用 上の 注 意 事 項

1 )  r ラス ナ イ ン 』 をi添 加 す る こ と に よ って 、

ン ク リ ー ト の 配 合 ( 調 合 ) を 変 え る 必 要 は な い

が、 繰 り まぜノドを 『ラス ナイ ン』浪人 lli だ け ( コ

ンクリート 1 m' 当り 3 e ) 減 ず る こ と 。

2 )  r ラス ナ イ ン 』 は P H 6 以 下 で は 不 安 定 に な

るので、 問主性型 の 遅延斉IJ との l，f n J 混合の際は、

酸 性型 の も の を 先 に セ メ ン ト に 添 加l し 、 あ と で

r ラス ナ イ ン 』 を滞在力f J すること 。

3)  r ラス ナ イ ン 』 を f史 い 過 ぎ た 場 合 、 若 干 コ ン

ク リ ー ト の 硬 化 が 早 く な る が 、 そ の 他 の 物 件 に

図 1 ヤラスナイン ，の防せい効果

E 過時間( 日)

o  I  2  3  4  5  6  7  

- 6∞ト I泡化カルンウム / セメノト =1. 2%肪ぜい削タし)

表 1 ラス ナイン 』混 入海砂使用コ ンク リー トの諸物性

コ
ラ ifJ さ

コンアリ トの両日ｾ ，峰村 (11草 分 )

'" 
ナスイ 刷I

/ a M ス 明 七 '" ン 1々1 *冬

"  ). ;11 フ 'パ メ ト 七 |
' } (1)  

It f手 プふ〆 日 ν 1，1  メ比
1  f唱

ン1，1 le !，' 

ト凶
U l m' )  (mm)  I  ( m)  1 ( %)  I  ( kg /m' )  I  ( 'Yo )  

。 4 円;0 6  - ' 5 

4三 3  25 12  4  :100 月5. 0 -1 - 15 6  Ｍｾ ｾｏ＠

111 15  -1 - 00 5  - 20 

'ill 
。 1¥ - !i 5  7  - 20 

当日
， 

25 :n 4  :100 65. 0 5  - :¥5 7  - 15  

川I 15  !i - 15  6  - 010 

は Ｉ［ｴ ｾｴ ｊＡｬ な く 、強度 はいくらか ｊＨＱｉｊ ｦｊ の 傾向を 示す。

4 )  鋭 化 促 進 斉IJ 塩 化 カ J レシ ウ ム に j 小、る場 合 は 、

その添加五i 1こ応じた 『ラス ナ イ ン 』 の 浪 人 五I と

- ，ること。

5)  ｲ ラス ナイン 』 は持 ｬ 二手 ，ｾ性は ないが 、身 ｦ 本 に

付 着 し た 場 合 は 、 作業 後 おか、 落 すこと。

・ 性 能 試 験 結 果

1  )  白 帆 'ill 侮 :' I H立および促進試験によるJ l :1J せ い 効

県 判 定 試 験 結 果 を 図 ー 1 、 2 に 示 す 。

2 )  IIIHi 1: を{ 世 111 した コ ノクリ ー 卜lニr ラ ス ナ イ ン 』

をi;s}J 1I し た 場 介 の J 川中ryi'l を表 ー 1 1ニd 、す

図 - 2 ラスナイン混入鉄筋コンクリー トの防せい効果
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コンク リー ト 1 m' 当り 3 e  (iJl:!，t で"3 . 4 k g ) を車京り ｩｉ ］Ｎ ｬ 八 ｅ 叩 ｬ ヴ ｦ ノ ノル ＨＮｾｉ Ｏｉ怯筋の ｦ Ｍｴ ｮｾｾＺｊ 引よ ￸ 19mm)(. 欄間' / 1
建 材 委 員 / 堀 内 成 樹 (( 附 削 州1 U MiI :filf'先司王)

〈新 総 例 制 介 No . 2 4 )  

左 官 用 壁 装 材 『シンコータイルック A ・B j]

(株)新 興 建 材 工 業 所

本 社 〒 :>50 k 阪市内| メ 1判明m日; 曲 6 - 1 9  T E L  0 6 - ，，3 8 - 2 9 51  

ｾＮＨ＠ !;( 日 ｾＱ［ｬｲ 干 ｾＳＹ 崎ＱＧＮＱ日行 ｦｬｑ ､ｩｬ 己 ケ崎 可思 符 Ｙ ，， Ｒ ｔｅｉ ｟ｏ Ｇ Ｑ Ｘ Ｗ ＭＹＸＭｾＲ ，， Ｕ＠

合 成樹 脂系 墜 塗 装 材 は 、 名種 の も の が 市 販 さ れ て

い る が 、 そ の 大 部 分 は l次付 施工 で あ り ト ッ プ コ ー

トを必要とし、施 工に ｾ つては 縫生に相当のＧｩＧｉｊ日

を裂し、また、 専 門職 の 手 に よ る こ と な ど 下 l院に

識でもが! i ' 1 ! i 工できない不便さがあった 。

ここに、(側新 興 建 材 仁 業 所 よ り 発 売 さ れ た 『シン

コータイル' / '7 A J は 、 l二 記 の 不 便 さ を 解 消 し た

左 ｛Ｇｉ 仁 τ ｬ ｾ の分 ｮ で世みの塗面を得られるユニーク

な ぜm塗 料 で あ る 。

また、 r シ ン コ ー タ イ ル y ク 8 J は、ま盟主主りでゾ

ラ コ ー ト の よ う な 多 彩 色 線 機 が 得 ら れ る 砂 己 主 状 の

落 ち 将 い た 塗 装 材 で あ る 。 以 下 、 こ の 2 仮につき

j 見日月 1 る。

『タイ J レック A J

- 特 長

1 )  r タイ ル ック A J は、 10 0 %ア ク リ ル ベ ー ス

を巨成分としたノ ｫ 系の ｾｩ ￬Ａ 性塗料で 、 耐候性、耐

ノ ｬ く性、両 Ｎｴ ｊ，｟ｾ性などアクリ ｊ レ系溶 剤型 塗料に匹敵

す る tti mカずある 。

2)  将 通 の ア ク リ ル 系 エ マ ル ジ ョ ン 塗料 は 、 そ の

ｦＧ ｬＧ ｾ 長率 ｬ ま Ｐ Ｅ であるのに較べ、この『タイ ｪ レ ｹ

ク A J は 、 そ のやt iJ 長格が5 0 0 %も あ り 、 従 っ て

FJ 也の (11裂 に も 良 く 追 従 す る た め 、 表 而 に ク ラ

y クを ' t . じることなくi I If 述 の 耐 候 性 、 耐 汚 染 性

にすぐれ、 外 日 産 を い つ ま で も 美 し く 似 つ こ と が

10  ¥n犯とH 会 1 19i i WI ｊｪｾ［Ｇ＠

でb きる 。

3 )  また、 3 0 0 - 4 0 0 ミクロン ( 0 . 3 - 0 . 4 mm) の j平

JJ 史11: トlずであるため 、 ソ フ ト な 気 品 が あ り }j ¥fr T

ノ Ｇｪ ｩｬ ， によっては Ｔ 可 ｈｚ Ｎ ｲ［長が ｮｾ せる 。

4  )  胞 工 |こで、は 、 1 回 塗 で2 0 0 ミクロン ( 0 . 2 mm)t:J

ｬ ての ｊｊｾ ｊｉｬＭが ｦ 斗られ 、 冬ｈｦ ｊ でも流れを ＧＱ ミじること

な く 安 定 し た JJ 則 立 を 得 る こ と が で き る 。

5)  炎 ｬ 伺光 ｩｬｾ が俊れているため、 ト ッ プ コ ー ト が

不必' 8 ' である 。

6)  主主袋はローラ ワンタ y チf t  1二げを原J l I J とし

ており、 ｬ 次付施じに伴う大がかりな袋 Ｇ ｉ ｾ は 不 安

で あ る 。 勿論、 I次付nt厄工もできる 。

7)  以 t の よ う な 待 長 を も っ た め 、 小 規 伎 な 建 物 、

狭い ｉｌｩ 所での利 ｲｬ ｬ 、 また、古い外 ｾｬ［ｲ のｦｬｽＧ�Ｇにと

応! 日範 囲 の 大 変 多 い 左 官 川 塗 料 と し て 好 評 を ひ

て い る 。

.  下 地

セ メ ン ト 系 の 下I也で あ れ ば 何 で も 良 い 。 また、 l次

付 タイ J レ、 l吹付リ y ン 面 の よ う な も の で も 光 分 威

力を与を告Fす る 。

.  塗 装

l京日IJ として、 2 て干呈l地i工 と し、 必 ず 下 塗 り ( プラ

イ マ ー 処J
1
1ll 5 0 - 20 0 g / ぱ 、 乾 燥11キ1/¥12 0- 30 分 ) を

したヒに ｼ 四塗り ＸＰＰＭ ＱＰ ＰＰｧＯ ｭ Ｇ 、 Ｇ［ｩ ｚ 幼 ｩ ， ｬ ｬ ｾ ￬ Ｇ 1: 11 211与nn

3 0 分 - 3 11、千Il rl で あ る 。

.  荷 姿

セ y ト 内 容

タ イ ル J ク 1¥ 1仰IJ 18(' 吊 ( 16kK 人 }

タ イ ル ， ク ン ラ ー 6 P : r d3 k区人 )

タ イ ル J ク A ｦＭ］Ｎｴ￭ｾ＠ 6  ( ! 吊 ( 4 k 康人 }

タ イ ル ノ ク ソ ー ラ 1  (J :ri (  1  ｫｾ 人 ｽ

『 タ イ ｪ レ ッ ク ｂ ｾ

• 1寺長

1)  銭 塗 り ワ ン タ y チ1- 1: 1-. げ で 、 多 彩 色 模 憾 の 仕

l二げができる 。

2)  抜43性、耐ノjく性、耐 7 1レカ リド1 : に仮れ、あら

ゆる f j 也 に 施 て で き る 。

3)  作 業 性 が 非 常 に 良 く 、 祝 日1 を そ の ま ま 塗 り つ

け る 仁 J上とした 。

4 )  ノ'J< .J{，樹 1mを平 IJIII して 作 ら れ てあり 、 臭気 が 少

なく 、 火気に対する注，むも不要である 。

圃 下 地

セ メ ン ト 系 下 地 、 ス レ ー ト 耐 本 合 板 と し 、 古 い F

J 也 、 弱 い 下J也、混 った Fj 也は不可。

園 塗 装

容 器16 k g 、 ま た は 4 k g より取り rHし、 そ の ま ま 銀

塗りとするノlくは不必 。 ソ フ ト タ y チ で仕 上 げ る こ

と。 乾 燥 が 早 い の で 仕 上げ な が ら 塗 り 逃 げ す る こ

と。 塗!写は 、 1 mm程 度 で 1 kg で 1 m' を 標 準 と す

る。

建 材 委 員 / 北 島 全 (1仰 k 也，O，l I 取締削
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設 計 東 海 設 計
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a  市 ｉ ｘＱ［｜ ｉ Ａ ［ ｾ T的見 rli 本. r 3  11 1101吊J也

ｾ＠ 7守 423m'

c. 5.  112m' 
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和 歌 山 地 方 合 同 庁 舎

設 計 近 畿 地 方 建 設 局 営 繕 部

施 工 : 浅 川 組、 小 池 組 ， J V  

a.  ｾｬ 歌山市 三 市 ｲ 2  - 2  

b. 1. 884. ( 同町f

c .  801. 69m' 

d. ｾＮ＠ 702.  25m' 

c .  R C、 7 F .  B  1  

f. II{{ 布150年 3 JI - /l ({仰 5 111三1011
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設 計 : 富 松 建 築 設 計 事 務 所

施 工 浅 川 組

a. ＱＱＱ 守 ｘ ｬ ｬｬ､ｈ 己ｾ JI :  .'_f!Ui.兵849- I  

- 2 、 8 5 5 - 7  

1. 754.  72m'  

ＷｾＮ＠ 106m'  

3 .  360.  ｾ Ｑ Ｔ ｭＧ＠

R C .  5  F 、1 ' 1
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1247 兼 松 江 商 名 古 屋 支 社 ビ ル

設 計 : 東 海 設 計

施 工 ，育水建 設、大 成 建 設、佐 藤

工 業、日産 建 設 ，J V

R 方 li1 市 中 lズ 栄 2r l 1907l f i J 也

1. 628.  28m' 

Ｑ ＮＴＱＴＮｾＳ ｭＧ＠

15. 079.  :14 m' 

S R C . S .  - :lIl R C . B I . I I F . P:l  
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設 計 佐 藤 武 夫 段 計 事 務 所

施 工 大 成 建 設 備 浜 支 l苫

a .  ｾＱＱｾ Ｇｦ川山 ［Ｂｨｇ ドｴＺｬｬＱＱＧ ｩ ｬｕ酬 ｮＺ ，城 ＡｈＧ

i: J.，:!li 6 - 4  

<1 .5 2 9  . 6: {m'  

488. 9t l m'  

I. OOO. Gl m'  

I1C .  2  F  
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設計 : 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

施 工 . 清 水 建 設 北 陸 支 庖
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読者の頁

ぼ く ら は 、 そ う し た 考 え の も と に 、 そ れ が 行

わ れ や す い よ う な 施 設 を 考 え ま し た 。 ぼ く ら

の 絡 設 は 、 主 と し て 、 浴 場 、 ホ ー ル 、喫 茶 レ

ス ト ラ ン 、 プ ラ ザ か ら 成 り ま す。

ぐ浴 場 〉 明 る く 、 広 く 、 や わ ら か な 曲 線 で

ここに “ ふろや" があって. . ... .  

内 部 を 仕 上 げ ま す 。 主 浴 槽 、 高IJ 浴 槽 を は じ め 、

電 気 風 呂 、 超 音 波 風 呂 、 気 泡A 呂 、 露 天 風 呂 、

お と し よ り の 方 に も 入 り や す い J昆 泉 型 の 浴 槽
一 一 西 郷 コ ミ カ 温 泉 計 画 に あ た っ て 一 一

今、 lま く ら は 、 公 衆 浴 場 を 計 画 、 建 設 し て い

ま す 。 メ ン バ ー は 5 名。 皆 20才 台 の 若 者 で す 。

公 衆 浴 場 は 、 今 や 、 斜 陽 産 業 の 最 た る も の と

して 、 レ ッ テ ル を は ら れ 、 衝 に お け る 役 割 も 、

相 対 的 に 低 下 し て し ま っ て い ま す 。 ぼくらは、

そ の 公 衆 浴 場 を 、 も う 一 度 、 街 の 中 に 生 き る 、

新 し い 時 代 の 、 新 し い “ ふ ろ や " と し て 、 復

i ' t E させていきたいと考えています 。

公 衆 浴 場 の 衰 退 は 著 し く 、 現 実 に 、 大 阪 府 下

に お い て も 、 最 盛 期 ( 昭和 44年 頃 ) に 比 較 し

て、 Il. ぽ 200車 干 あ ま り も が 転 廃 業 を 余 儀 な く

さ れ て い ま す 。 そ の 理 由 と し て は 、 個 別 に は

い ろ い ろ あ る と 思 わ れ ま す が 、 総 じ て 、 家 庭

内 の 自 家 風 呂 の 普 及 に と も な う 入 浴 客 の 減 少

と 、 各 種 の 経 費 の 上 昇 に よ る 、 不 採 算 性 が あ

げ ら れ ま す 。 そ し て 、 そ う し た 潮 流 の 中 で 、

経 営 者 自 身 が 、 後 継 者 の 問 題 も 含 め て 、 や る

気 を な く し て い っ て い る と い う の が 、 大 勢 で

は な か ろ う か と 思 い ま 寸 。 こ れ ら の 傾 向 は 、

今 後 も 続 く も の と 予 想 さ れ 、 ま さ に 公 衆 浴 場

は 、 八 方 ふ さ が り の 様 相 を 呈 し て い ま す 。

し か し な が ら 、 lま く ら は 、 そ う し た 中 に あ り

な が ら も 、 も う 一 度 、 積 極 的 に 、 公 衆 浴 場 を

見 直 す こ と か ら 始 め ま し た 。 そ し て 、 公 衆 浴

場 そ の も の が 、 充 分 に 存立 し 得 、 ま た 、 そ の

存 在 の 何liil直 も あ る と い う 確 信 に 至 っ た 訳 で す 。

と も す れ ば 、 個 々 の 生 活 が 、 分 化 ・ 分 断 さ れ

が ち な 世 の 中 に あ っ て 、 そ し て 、 個 々 の 利 便

を 追 求 す る あ ま り に 、 人 と 人 と の つ な が り も

湾 れ て ゆ く よ う な 街 に あ っ て 、 ぼ く ら は 、 街

[こ f主 む 人 た ち の 、 く ら し と f建 康 、 い こ い と 文

化 の 、 ふ れ 合 い の 場 を 考 え ま し た 。 そして、

“ ふ ろ や " こ そ が 、 そ れ を 充 分 に 果 た し 得 る

条 件 を も っ て い る と 考 え ま し た 。

も 作 り ま す 。 更 に 、 二 階 に 、 サ ウ ナ と サ ウ ナ

株 式 会 社 コ ミ カ プ ラ ン 紺 谷 英 二 ロ ピ 、 水 風 呂 を 作 り ま す 。

そ れ は 、 ま ず 第 一 に 、 “ ふ ろ や " は 衡 の 中 に 公 衆 浴 場 で す か ら 、 入 浴 料 金 は 、 一 般 の 公 衆

あ っ て 、 街 と 密 着 し た 、 密 着 せ ざ る を 得 な い 浴 場 と 変 わ り あ り ま せ ん 。 そ して 、 そ こ で 女

施 設 で あ る と い う こ と で す 。 毎 日 の く ら し の 性 の た め の 健 康 と 美 容 の グ J レ プ 活 動 や 、 子

中 で 、 健 康 と 美 容 と に 、 大 き く 関 与 し て い る 供 の お 世 話 を さ せ て も ら う 「 ベ ピ ー タ イ ム 」 、

以 」 二 、 必 要 不 可 欠 な 施 設 で あ る と い う こ と で お と し よ り の 方 に 、 と り わ け ゆ っ く り 利 用 し

す 。 て も ら え る 「 お と し よ り デ ー J も 考 え て い ま

第二に、 “ ふろ" は、 「くつろぎ、の場」とし す 。 土 隈 日 や 日 限 臼 に は 朝 風 呂 も 開 き ま す 。

で あ る と い う こ と で す 。 毎 日 の 生 活 の 中 で の 〈ホ ー ル〉 ま わ り に テ ラ ス 、 公 園 に 面 し て

緊張を、 “ ふ ろ " に 入 る こ と に よ っ て や わ ら ガ ラ ス 張 り 、 高 い ド ー ム 天 井 の 明 る い ホ ー ル

げ 、 ほ ん と う に 、 の ん び り と し た 11寺を f呆 つ 場 を 作 り ま す 。 ふ ろ あ が り の 休 憩 に 、 ま た 、 通

で あ る と い え ま す 。 り や 公 園 か ら で も 自 由 に 入 れ る 、 50 人 く ら い

第 三 l二、 “ ふ ろ や " は 、 街 の さ ま ざ ま な 人 た の 小 さ な ホ - ) レ で す 。 街 の い ろ ん な 集 ま り に

ち が、 階 層 も 、 職 業 も 、 世 代 も 、 思 想 、 も 巽 な 使 っ て も ら い ま す 。 街 の ギ ャ ラ リ ー と し て 、

る け れ ど も 、 同 じ よ う に 集 ま り 、 同 じ よ う に い ろ ん な 展 示 も し た り 、 街 の 寄 席 と し て 、 落

利 用 す る 施 設 で あ る と い う こ と で す 。 諸や漫才、 H央 l函 や 演 劇 に 使 っ て も ら い ま す 。

ぼ く ら は 、 ま さ に “ ふ ろ や " こ そ は 、 I也 域 の そ の た め の 、 い ろ ん な 設 備 も 軍 基 え ま し た 。

コ ミ ュ ニ テ ィ の 場 と し て の 条 件 を 、 そ の 存 在 〈喫 茶 レ ス トラ ン〉 楽 し い 諮 ら い と 食 事 の

に 、 必 然 的 に 内 包 し て い る と 考 え ま す 。 そ し 場 に 、 公 衆 浴 場 と 抱 き 合 わ せ で す か ら 、 明 る

で 今 や 、 そ れ を 前 面 に 押 し 出 し て 、 運 営 を 行 く 、 楽 し く 、 そ し て 、 お い し 《 、 安 く し ま す 。

う こ と が 、 新 し い 時 代 に お け る “ ふ ろ や" 白 〈プ ラ ザ〉 ー 臼一 万 人 が 通 行 す る 商 庖 街 に

身 の 存 在 の 理 由 と 、 自 家 風 呂 の 普 及 も 越 え た 向 か つ て 、 買 い 物 の 行 き 帰 り 、 ひ と 休 み の 、 ち

と こ ろ で 、 “ ふ ろ " と 街 の 発 展 に つ な が る 、 11能 ょ っ と し た 広 場 を 作 り ま す 。 雨 に ぬ れ な い 自

ー の 道 で は な か ろ う か と 考 え る に 至 り ま し た 。 転 車 鐙 場 や 、 街 の お 地 蔵 僚 も ま つ り た い と 思

い ま す 。

ぼ く ら は 、 多 く の こ と を 考 え 、 多 く の こ と を

語 り 合 い 、 多 く の こ と を 教 え て も ら い な が ら 、

と に か く や っ て み よ う と 、 出 発 し ま し た 。 と

は い っ て も 、 平 均 年 令 二 十 つ 才。 こ れ か ら も 、

ど ん ど ん 学 び な が ら 〈“ ふろや" の復権〉 を 考

え て い き た い と 思 い ま す 。

大 阪 府 下 で も 、 2. 000軒 あ ま り の “ ふ ろ や" が

あ り ま す。 そ れ ぞ れ に 、 街 と と も に 、 楽 し く 発

展 し て い く な ら 、 そ れ は と っ て も す ば ら し い

こ と で は な い で し ょ う か 。
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『地下街研究会』

一 許 す な / 防 災無 視の 無 秩 序 開 発 ー

万 国 博 が;右手H月 け し て nnも な い 1970年 4 月 、 天

六 の 地 下 鉄 工 事 現 場 で 大 カ 、 ス 爆 発 事 故 が 起 こ

り 、 安 易 な 地 下 空 間 1m発 に 重 大 な 聖 書 告 を 与 え

た こ と を 、 い ま で も 生 々 し く ご 記 憶 の 方 は 多

い で し ょ う 。 私 た ち は 、 こ れ 以 上 の 大 災 害 が

発 生 す る 可 能 性 が あ る の が 、 地 下 街 で は な か

ろ う か と い う 問 題 意 識 か ら 、 1971年 1 月 、 科

学 者 ・建 築 技 術 者 ・ 地 下 街 労 働 者 か ら な る 「 地

下 街 研 究 会 」 を 発 足 さ せ ま し た 。

早 速 、 既 設 の 地 下 街 に つ い て 、 い ろ い ろ な 角

度 か ら 調 査 を 行 っ た 結 果 、 災 害 、 環 境 衛 生 、

労 働 安 全 な ど に l渇 して 、 た い へ ん な 問 題 が 潜

在 し て い る こ と が わ か り ま し た 。 私 た ち は 、

1971 年 9 円 、 調 査 報 告 を 「 地 下 街 問 j越 と 対 策 J

と い う レ ポ ー ト に ま と め る と と も に 、 既 設 の

地 下 街 の 改 善 を 促 し、 大 阪 駅 前 で 新 た に す す

み 出 そ う と し て い た ダ イ ヤ モ ン ド 地 下 街 計 画

の 中 止 を 大 阪 市 に 要 請 寸 る 運 動 を 展 開 し ま し

1 2  

た 。 自賛 す る よ う で す が 、 こ の レ ポ ー ト は 、

当 時、 地 下 街 を あ た か も 未 来 社 会 の 都市 空 間

の 先 取 り で あ る か の ご と く ほ め そ や し て い た

俗 論 を 、 科 学 的 に 打 ち 砕 く 役 : 寄 り を 果 し た と 思

い ま す。

1972年 5 月 、 大 阪 で 、 ま た ま た 大 災 害 が 担 こ

り ま し た 。 千 日 デ パ トピ J レ の 火 災 で 157 名

の 死 者 が で ま し た 。 こ れ が 雑 居 ピ J レ の 火 災 で

あ っ た こ と か ら 、 私 た ち は 、 地 下 街 を 償 倒 し

の 雑 居 ピ J レ で あ る こ と を 指 摘 し 、 地 下 街 火 災

の 恐 ろ し さ を 訴 え 、 火 災 対 策 を 提 起 し ま し た 。

こ の 痛 ま し い 出 来 事 が き っ か け と な り 、 地 下

街 の 防 災 対 策 が よ う や く す す み だ し ま し た 。

地 下 街 の 新設 に つ い て き び し い 規 制 方 針 が打

ち 出 さ れ ま し た が 、 そ の た め 、 大 阪 駅 前 の ダ

イ ヤ モ ン ド 地 下 街 計 画 も お 斑 入 り と な り ま し た 。

無 平 均 芋 な 地 下 街 づ く り は 、 全 国 的 に 姿 を ひ そ

め ま し た が 、 最 近 、 こ れ に か わ っ て 活 発 に な

り つ つ あ る の が 、 超 高 層 ビ J レ づ く り で す 。 私

た ち は 、 こ れ は 、 地 下 に l旬 か つ て の 開 発 が や り

に く く な っ て き た た め 、 こ れ に か わ っ て あ ら

わ れ て き た 幸 斤 た な 動 き だ と 考 え て い ま す 。 償

倒 し の 危 険 空 間 が 、 縦 に 起 こ さ れ た 形 で 、 超

高 層 ビ J レは、 地 下 街 と 同 質 の 災害 危 険 性 を も

っ て い る と 提 起 し て い ま す 。 私 た ち は 、 昨 年

6 月 、 超 高 層 ビ J レ づ く り を 中 心 に 、 大 阪 駅 前

で 新 た に 抑j き出 し た 再 開 発 を テ ー マ に シ ン ポ

ジ ウ ム を 行 い 、 「 大 都 市 タ ー ミ ナ J レ と 再 開 発

問 題 」 と い う レ ポ ー ト に ま と め ま し た 。 都 心

タ ミ ナ ル に お い て 、 深 層 化 や 高 層 化 が 、 向

般 か く も 活 発 に す す む の か 、 そ こ に ど ん な 問

題 が あ る か 、 こ れ を ど う や っ て 、 市 民 に と っ

て 利 用 し や す い 似 とi直 な タ ー ミ ナ ル に っ く り か

え て い け る か 、 な ど の 点 に つ い て 問 足lit是 起 を

行 い ま し た 。

現 在 も 、 引 き 続 き こ の テ ー マ に 取 り キ 且 ん で い

ま す 。 会 員 は 30 名 く ら い で 、 2 カ 月 に 1 @] く

らいの吉11で 例 会 を 開 い て い ま す 。 1 回 で も 出

席 さ れ た 方 は 、 そ の 日 寺 点 で 会 員 と な れ 、 次 巨l

か ら 案 内 状 を 出 す と い う オ ー プ ン な 運 営 に し

て い ま す 。 ま た 、 た ん な る 研 究 で な く 、 都 心

を 市 民 に と り 戻 す 運 動 と 位 置 づ け て 活 動 し て

い ま す 。 フ レ y シ ュ ・ マ ン の 参 加 を 期 待 し ま

す 。 文 貸 住 田 昌二



建 築 と 社 会

ユ

ニュ ーλ 原稿をお送りください。

- 今 回 は 都 合 に よ り 「樹 の 路」シ リ ー ズ は 休 み ま す。

第 2  回 田 五 十 ) ¥ 
E醤動

F 司t

建 築 家 放 吉 田 五 十 八 氏 生 前 の 希 望 に よ り 、 未 亡 人

吉 田 初 枝 氏 が 相 続 財 産 の一 部 を 寄 贈 、 こ れ を 基 金

に わ が 国 の 建 築 美 術 振 興 に 寄 与 せ ん と し て 設 立 さ

れ た 。 選 考 は 迂 沼!B起( 1 . 怠閣その他の工作物を含む)

② 建 築 意 匠 上 と く に こ れ と 関 連 の あ る 絵 画 ・ 彫 刻

お よ び 内 外 装 飾 の 工 芸 な ど (1昭 和51年 9 月 30 円ま

で に 完 成 し た も の で 、 過 去 3 年 ぐ ら い を 含 む ) の

作 品 を 対 息 と し 、 辛 子 名 建 築 家 、 評 論 家 、 美 術 愛 好

家 な ど に よ り 推 薦 さ れ た 候 補 作 品 よ り 選 考 委 員 会

で 決 定 さ れ た も の。 選 考 委 只 は 次 の 符 氏。 岩 田 藤

七 / 大 江 宏 / 滞 回 政 成 / 杉 山 寧 / 谷 口 吉 郎 / 東 山

魁 夷 / 吉 村}r瓜三 / 脇田平日

.  建 築 の 部

秋 山 さ ん の 家 ( 東 京 館 大 田 区 久 ケ 原 4 - 15 - 20 )  

設 計 者 清 家 清 氏 ( 東京工 業 大 学 教 授 )

〈表 彰 理 由〉 秋 山 さ ん の 家 は 、 単 純 な 平 面 、 合

理 的 な 設 備 、 ill り 抜 か れ た 材 料 な ど 、 す べ て に

波 っ て 完 成 さ れ た 建 築 で あ り 、 住 み 心 地 よ い 品

格 あ る 住 宅 で あ る 。

秋 山 邸 撮 影 秋 山 実

第 23回 大 阪 府 建 築 コ ン ク ー ル 発 表

昭 和51年 度 の 大 阪 府 建 築 コ ン ク ー ル ( 大 阪 府 ・大

阪 府 建 築 士 会 共 催 ) は 、 第 1 Ｚｾｲｬ＠ ( 住宅団地 、 共 同

住宅Ｉ特澄該当なし、入選 Ｒ 点、佳作 Ｒ 点、寄ｾ 2  

部 ( 一 戸建 専 用 住 宅 ) 待 選 、 入 選 お よ び 佳 作 と も

Z京 当 な し と 決 定 し た 。

な お 、 入 選 、 佳 作 作 品 は 次 の と お り 。

〈入 i墾〉

.  大 林 フ ロ ー ラ 堺 設 計 者 / 鶴 田 昭一 ( 大 林 組)

大林 フ ローラ 甥

- 建 築 関 連 美 術 の 部

新 宿 三 井 ビ ル 広 場 の 造 形 ( ｊ，｛，｛Ｉ江市 Ｑｾ ｬ｛ ｦｩ￭ ｲ ， Ｈ［， ｜ｲｊｬｩｲｬ 心 Ｉ

投 J十者 曾固ま量亮氏 (11 本ク ラフ トデザイ ン協 会)

〈表 彰 理 由 〉 立 体 的精 成 の 広 場 、 造 形 感 覚 あ ふ

れ る 滝 、 彫刻 的 な モ ニ ュ メ ン ト 、 そ れ ら に 味 わ

い 深 い 焼 物 を 用 い 、 超 高層 ピ J レの育iJ の 単 な る 広

助 と し て で は な く 、 積 筏 的 に 人 間 味 鐙 か な 空 間

と し て 剣 道 し て い る 。

・特 別 賞 (主E築 界 に 対 す る 永 年 の 功 績 )

建 築 写 真 家 多 比 良 敏 雄 氏

〈表 彰E型由〉 氏 は 、 日 本 の 建 築 写 其 界 の 草 分 け

と し て 、 建 築 写n と い う 一 分 野 を 確 立 し 、 そ の

業 縦 は 、 日 本 の 建 築 界 に 多 大 の 貢 献 を し た 。

な お 、 表 彰 式 は 、 故 吉 田 五十 八 氏 の 四 回 忌 に あ た

る 3 月 24 目 、 東 京 会 館 ( 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 )

で 行 わ れ た 。 高 崎 誠一 郎 理事 長 の 挨 拶 、 谷 口 吉 郎 、

t磐 田 政 府 両 氏 の 審 査 報 告 に つ づ い で 、 i I・1家i l ' 1氏、

T雪 国 縫 売 氏 、 多 比 良 敏 総 氏 に 賞 状 と 副 賞 が 送 ら れ

ー

~。

，膏 家 浦 氏 大 正 8 年 . 京 都

市' 1: . れ 。 東 京 美 術学校、 東 京

工 業 大 学 卒。 海 軍 技 術 大 li. 打、

復 口 、 叙 劃正 七 位。 芸術選奨、

円 本 建 築 学 会賞、 日 本 建 築 学

会 刷 会 及。 現 r- E は東京工業大

ＧＧＨ］ 教段、 ｉＢｮ ｩｾ 士 。 東京都大

l羽IRr E f主。

曾 国 雄 亮 氏 昭 和 6 年 、 東

京 市 生 れ。千 葉 大 卒。 ポスト

ン 奨 術 館 附 属 奨 術 学 校 購師 、

イタ リア 国 際 陶 芸 コ ン ペ 金賞 、

大 阪 伊 奈 ピ J レにてサイン ・デ

ザ イ ン 金賞 、 73年 度 日 本 イ ン

テリア ・テ'→F イ ナ - t，品会賞 。

日 本 デ ザ イ ナ ー ・クラフト 7

ン 協 会 型 車 長。 呪 在 は 日 本 ク

ラ フ ト デ ザ イ ン 協 会 盟事 長。

東 京 初 渋 谷 区 有f主。

多 比 良 敏 雄 氏 明 治44年、長

崎 県 生 れ。大 牟 田 市 立 高 小 卒。

「土井写真館」に入門、 r 大 阪 ユ

ニ パ ー ス 写其 工 芸 所J に移り、

建 築 写 真 を 始 め る 。 独 立 して

「同 政写 真 工 芸 所 J /111. 1宜、戦11寺

f本rJj lJ に 従 い 松 下 飛 行 機 入 社。

「事比良フオート J ｉｉｾ＠ 段 、 関 西

の 建 築 写 真 を一 手 に引受ける 。

古建築、庭関、茶室等の 、シリー

撮 影 山 田 倫 ニ ズ を 述 載。大阪市桐島区i ' E 1 . 主。

施 工 者 / 大 林 組 建 築 主 / 大林 不 動 産

• J豊 中 盤 松 園 ハ イ ツ 設 計 者 / 花 房 文 一 郎 ( 竹

中 工 務 庖 ) 施 工 者 / 竹 中 工 務1苫 建 築 主 / 日

銀 不 動 産

〈佳，1'乍〉

・ 箕 面 リ リ ー ヴ ィ レ ッ ジ 設 計 者 / 遠 藤剛 生

( 遠藤剛 生 m築 設 計 事 務 所 ) 施 工 者 / 総 村 組

建 築 主 / 瓜 栄 興 産

・ 阪 急 南 茨木 駅 前 ハ イ タ ウ ン 総 合 計 画 設 計 者

/ 花 房 文一 郎 ( 竹 中 工 務 庖 ) 施 工 者 / 竹 中 工

務 庖 建 築 主 / 阪 急 電 鉄

豊 中 豊 松 園 ハ イ ツ

建 築 士 事 務 所 実 態 調 査

建 設 省住 宅局 建 築 指 場 諜 は 、 「建 築 士 事 務 所実 態

制 査 」 を 実 施 す る こ と に な っ た 。 こ の 削 査 は 、 昨

年 度 の 「 建 築 士 実 態 調 査 J r建 築 技 術 技 術 者 実態

知] 笠 J Iニヲ |き 続 き 、 建 築 士 事 務 所 の 実 態 を 明 ら か

に し 、 建 築士 事 務 所 制 度 の 倹 討 の た め の 基 礎 資 料

を 監 備 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

実 施 主 体 は 、 建 設 省 、 全 国 各 都 道 府 県 、 日 本 建 築

γ ー会、 日 本主I ! 築家協会などの. l / ' i機 関 、卜tj( 本に よ っ て

m成 す る 「 建 築 士 事 務 所 調 査 委 員 会J で 、 事 務 局

は 日 本 建 築 士 会 述 合 会 に 設置 さ れ る 。

な お 、 調 査 方 法 は 抽 出 調 査 と し 、 調 査 表 ( 往 復 は

が き ) を も っ て 行 い 、 4 月 初 め に 発 送 さ れ 、 同 月 末

に 回 収 さ れ る 。 最 終 的 な 報 告 符 の 配 布 は 8 月 に な

る ｦｾ ［ｦ ｩ 望てもある 。

園 田 園 図

r 2 級 建 築 士 へ の 道 建 築 法 規 の 基 礎 知 厳J

著 者 山 田 fr事

定 価 1，6 00円

発 行 昭 和52年 2 月 15 日

発 行 所 学 芸出 版 社

「住 ま い の 知 恵 住 宅 設 計 の 基 礎」

著 者 三 川 祭主主

定 価 1 ，800円

発 行 昭 和52年 3 月 20 日

発 行 所 学 芸出 版 社

「配 筋 院 本」

著 者 井 上 博 、 」 ヒ 小 尚 宏 共 . ; ; ; :

定 価 3，200円

発 行 昭和 52年 2 月 1 日

発 行所 建 築 技 術 13  



高 石 市 庁 舎

日空

- 米 国 ジ ョ ン ス ・ マ ン ヴ ヰル 社 技 術 提 携

東興アスフアルト工業株式会社

大阪営業所 ⑤ 550 大阪市西 区西本町 1 - 5 - 9  (産双ビル)

官 0 6 (5 4 1 )  7 5 8 3 - 4  

本社 ・工場 ⑤ 210 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5  

官 0 4 4 (28) 4 5 3 4  (1-t )  

本社営業部 ⑤ 105 東京都港区新橋 5丁目 8 番 9号 (東興ビル )

告 03(432)2151 府 ) 直通 (436)4531- 2  
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建

築

の

眼

湯 川 利 和

奈 良 女 子 大学 教 綬

家 政 学部住 居 学科

大 西 国 太 郎

京 都市都 市計 画 局 風 致 諜 主 総

お お よ き み お

大 生 仁 雄

鹿 島 建 設 大 阪 支 庖建 築 部次 長

山 口 安 男

日建設計業 務 部長

* 1 月勾ーから 6 月号まで上宮e 4 氏 が 担 当

ラ ド バ ー ン ・ ア イ デ ア の落 し穴

( 1  Ａｦ ｑ ｊ 阜の惑が叫ばれで久しし、 。 そしで大きい住宅地を計 ｉ ｗ ｉ する人たちは、 最 近ではだれでもが「歩車分 ｦ ｾ ｦｅ を 徹

底 し て 、 I I動 車 か ら 解 放 さ れ た 人 間 的 な 町 づくり」を旗印にしている。しかし、そこに訴し穴がないのだろうか。

昼のつぎには夜がくる、という ｬｩ ｩＮ純ｾ Ｇ ｊ ｾ 実をその計画者たちは忘れていないだろうか。車から 解放 され た プ ロ ム

ナ ー ド や オ ー プ ン ス ペ ー ス に も 倣 が く る 。 そ こ を 老 人 が 歩 く 、 火 性 が 歩 く 、 子 ど も が 歩 く 。 そ し て か れら を強 盗

が製い、説，i泌 が 製 い 、 よ く て 恐 怖 感 が 襲 う 。

実 際 、 そ の よ う に 設 計 さ れ た 1. 500戸の公開高屑同地では、犯罪の恐怖 を感じたことのある 104 人の 主制 の うち 、

1  :'11] 強 が 駅 か ら 同地 入 11 までの倣辺を 怖 い と し て い る が 、 実 に 4 Ｇ ， Ｇｉ Ｇｊ ｾｾ は 同地内 の歩 路 を 歩 くときに 胸騒 ぎを お ぼ

えると答えている ( 6 '，'11 ] 弱はエレベーターの 中 で) 。 門宅 に 近 づ け ば か え っ て 不 安 の つ の る 111丁、 S arety があ って

もS ecuri ty の な い IlI f 、それは IIIJ の1<; に (iIfi す る の だ ろ う か。

アメリカでは 、 コンペの入賞作にもとづいて、 1955年に建設された2 ‘ 764戸 の 日 府 団地 プルー イ y 卜・ア イ ゴ ウ

は、そのような「専からの解放」もひとつの有力な原因になって ｲｾｾ￮ ｾ、犯罪率に苦しんだすえ 、 彼本 的 に改 造す る

べく、 1973年 に 住 宅 公 社 fl .f十の 手 で 燥 破 さ れ る に い た っ て い る 。 ( U)

景観 の 画一 化 と 町 へ の 愛着

-11.' 1' 、 111除、 山陽プJI而によく，1) ，¥J 1I : 旅行に ，' / 1，かけた 11:判明があ った。 161鉄 沿 線 の い く つ か の町 を訪ね歩いて 、 ふ と

ある III Tの 街 角 や 駅 前 広 場 に 伝 ち 11: ま った ーl瞬 、 現 在 ( 1分 が ど こ の IlI f に い る の か 、 わ か ら な く な っ て 戸 惑 っ た こ と

が い ｉ 皮かあった 。 それほどそ っ くりの駅前胤公や ｍ 々［�ｬｻ ｈｾ と呼ばれる 同 じパターンのやすっぽい 闘 病 街 ｬ こ ｬ 七 ｉ く わ

した 。 また 、 ピルが雑然とｾち、 ｬ ｊｩＮぶ Ｑ EI 道 沿 い の j瓜対からも、その地 ) j の M・色 を 感 じ と る こ と は で き な かっ た。 立

派 な ビ ル の 建 つ 郎 心 街 も 、 人 間 や '11の い れ も の と い う よ う な 無 表情 な 公 飢 を 呈 し て い た。 ま だ 特色 が 残 っ て い る

とされている山陰、 山陽 の 1111 に し て こ の 有 械 で あ る 。

このような無表情な Illil . 化した J t 飢が、全同の何I ，行をお、. t $ い尽してしまわ、うとしている 。 しかし 、 人 々は、 そ

れによって ( 1分 迷 の 住 む III T を、地域を愛ーする手掛りまでも失ないつつあることに 、 全 く 気付 いてはいなし 、。 多 く

の土 ＱＳ 合、物的な地域というものは、 Ｑ Ｑ に見える ｬ［ｾ Ｇ ｗｬ という媒体によって 、 そこに ｦ ｬＮ む人達の 心 につながつで い く 。

その媒体が待色を失な ったとき、その似体としての効力r - I身も弱まらざるを得なし、 。 人 々 は と こ に 住 も う が同 じ

ということになり、地域への愛ィ守は急速に失なわれていく 。 わ れ わ れ は 、 非 常 に 重 大 な こ と を 見逃 し て い る の で

は な か ろ う か。 ( 0 )

11 資 源 有 限 時 代 と 建 築 工 事 N

第 八 十通常国会で、相川車Jr 下l 利1(;J: !j 包i攻 } j j  l'  /liy ，Ht の' -1-' で i 1t il f，iイT限 と い う 変化 の 111H t J の到 来を改めて 説 い て い

る。 日本はその ii 'i 'i 'l エ ネ ル ギ ー の 約7 5 %を石川 I( こ刷 っており、その 99 . 7 %を海外 から 輸 入 し で い る 実情 である 。

しかし長期 的にみて、石 iill が村泌に向か って い る こ と は 常 識 に な っており 、エ ネ ル ギ ー の 専門 家 た ち が、将 来 の 石

川 ｬ 不足ｉＱ ｾ ｊ Ｇ 代をしきりに符仇し始めている 。 この対策のため、太陽熱手 ｉ ｊ 川 や級制Ａ合装置による新エネルギーの実 用

化に 向 か つて絶ゆまざる研究が続けられており、) t J l i . ¥' が寄. せられている 。

11  t夜、その環境にある建築料にと っても、 i1il f，i 有 限H手代という実感は 111'- 今一段と 身 近 か な も の に な っ て き て い

る 。 石川 ｬ を泌とした述築関係材料も級世 Ａｬ は非常に多岐にわた っ て広 ｌ 、 。 この有限資源に 対 して 、 これに 代 る ｉ ｾ 者材

料の( l }f 究もスター卜しなければならぬ日、千代に入 っている 。 また、主1 ¥築の E 要資 材 の一 つにコンクリー 卜がある。

似 後30年 の 建 築 発j必のなかで、これほど大勢の人が( i Jf究 し 手 に ふ れ た 材 料 も な い が 、 そのコンク リートを構 成 し

て い る 名 材料 も無限資材でなく 、 イi l浪H、千代 の な 識 に 変 化 し て い る 。 天然の 川 砂 利 も今や岩石を破 伸 した もの に変

わりつつあり、 川 砂も ＧｲＱ ， Ｑｾ に対しで供給が大変 閃 ｉ￟ｦｉｾになりつつあり ， ;IIJ I  I付 近 の 海砂 に近 い も の が 多 く な っ て き て

いる 。 その応分の合平i I，t に つ い て 行 政 指 導 機 関 も 重 視 す る 処 と な り 、 そ の 品 質 管理 にきびしい 数 値 要求 を 示 し て

いる 。 こ う し た 有|浪 資 似 に 対 し て 、 供 給 事 情 を 卜分に調査して適切な 品 質 管 理 と 予 算 管 理 を 行 わ な く て は な らな

いHキ代 に到来している 。 行 政 機 関 は そ の 11J3抗告: 埋に指導要綱案を示し 、 関係 諸 問体 にその意 見の 聴 取 を 行 っ た が 、

ｩｬｬ 築生成にと っ ては、ｦｬＺ川 ｲＮ＿Ｈ Ｑ 句見地でＱｴｩ以イ ｉ 限という ｾＧｨ 守 を 卜 分にふまえて 、 その適応実施をはかつてほしい

ものである 。 まだまだ 、 資 制 を 大 切 に す る 研 究 は 果 し な い も の が あ る 。 ( O k )

「監 理」に つ い て

￭ｬｻ［ｾｦ Ｇ ｉｬ ｊ という言必を ｦＱＧ りだした人は、業 ｉｉ ， ｾＧらしく鋭がよくて 、 同 Ｑｉ Ｎ Ｇｩ にすきのない人であっ た だろうと 考 える

ことがある 。 ｾｾ Ｚ ｦＧｬｬ ・ ｬ 流行と Ａ 日 ｬ じく、取り締まり支内じする広であるが、それ れ Ａ在般 的 で、なく 作 ｈｈ と 同 じＧ浮きであ り

ながら 、 目立とつけて ド に ｬ 日Ｂむ ｍｾ じをどことなく表現している 。 Ｇ ｗ ｊｦ、主主築家 ＨｊＡｉ ｊ から 呪均 に派 遣 される 盟 主 理者は、 設

，i'Iの illll 事業幼とて 'F の 進 捗 lこl' ドう J

ごく聞かな ;tll 分 の み に 限 ら れ て い る 。

ｾｮＧｬｬ は、生 ｎＨＱｾＺｦ Ａｬｉ とすれば ｬ リ ｬ らかに胞 ｌＱ 刊 ｜ｉｊ の ｉ Ｑ フ ｮ であるから ｉｬＺ｝ ［ｭはないとして 、 検査 ・ 獄ＧＱＧ千という 仕事 はど

うな ってしま ったのであろう 。 特 に こ の 10作 11:] の多忙な辿設業界のなかで、建築家は1 " ' 1ら検 査 . ｾｬ 計千という 仕事

を欣ｾしたのではないかと Ａι われる 社会 ・ 経済 ｉ ｾ のしくみの Ｑ ＭＮ で、建築家ＨｊＡｉ ｊ では検査 ・ 監ＧｬＧｲＭできないのであ れ

ば、 それに代る l'和川"吋，[ らカか、の機柿を J拠込雪案毛しなけれぱ〈な=ら〈なよカか、 つたのでで‘ はないか。 あるいは A. I . Af制Ji削削H川l

t住]':努築E詰家えご，はう焚と.ιキ約句の Ｍ拘向般生引 ｾＨｉＯ μ的ｦＧＮい内ＧＮ守、 Ｎｊ 作 ｊｉｈ 明 ｈ (仏A d min川n刊、1 1旧5l r喝a剖tl旧on吋) はするが、 工7京!ドI を目慌在計げl' ‘HβS u叩1吋巾pe rv i5C) するものではないこと 、 をうた

うべきではなか ったか

ｲＧＮＱ 正 ｦｬ ｬ ｬｊ という、まことにうまい ｊ 焦があるために、ｾｾ［ ・ ｦｬｈ ・ 取付の大切な ￬Ｑ Ｑ ＾ 分がオブラートに包まれて 、無 ｉ 味無

ｾとなり、建築 ｩ ては依然として、 ｩｩｬｬ 築家に頼めばきっちり 問 先行してくれると 思 い 、 建築家はまた 取ＧＯＧｦ ｬ ての ｩ ＡＺｻ 任 を

ｬ 唆 ｬ 床以粉 ｬ にしたままであり、仰て Ｎｦ￭ ーも作 ｦ ｬ ｬｬ という重要な ｉ Ｑ τ ｊｾ を忘れている 、 と 忠 われてならなし 、 。 Ｈ ｹ Ｉ
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コンクリー卜の品質管理の最近の話題

岸 谷 孝 一

1. コ ン ク リ ー 卜 工 事 の 現 状 と 反 省

最近、設計事務所の所長あたりから、コンクリート構造物はほんとに信頼できるものなのかという不

安感におそわれる、という話をよく聞く 。 そして 、その例として戦前の鉄筋コンクリート建物が健全な

のに、数年前のものはコンクリー卜表面が風化した岩石のように、脆くまた弱くな って補修に追われて

いるという 。古くから信頼されてきたコンクリートも、ここへきて;急に信用を務とす羽 FI にな ったのは

いろいろ理由もあるだろうが、われわれは現状を直視し、問題点を抽出して '1'.急に対策を立てて実行し

なければ、単一にコンクリートにとどまらず、建築界全体が信頼を失うことになりかねない 。

そもそも、鉄筋コンクリート構造が大きく世に 出 る契機とな ったのは、よく知られているように 1906

年に起きたサンフランシスコの大震火災を調査して 、 わが国のような I由民間においては耐火的な鉄筋コ

ンクリー卜造が、今後の都市建設に最適であるとの提案があ ったからである 。 そして鉄筋コンクリート

の耐久性の調査 ・実峨が明治時代の末! t I 1から行われ、また構造工学の研究 ・コンクリー卜の調合法や施

工法の研究が大正末期から昭和初期j にかけて円本建築学会の則準ゃれ: 棟 ii?に結実して、いわゆる 1M夜 ・

l耐火 ・耐久を兼ねそなえた鉄筋コンクリート柿造がJ許及するようにな ったのである 。 その当H寺から昭和1

30年代半ばまで、コンクリート工事は現場制りであり、現均における住築校術おが白らの手で、コンク

リートの材料の選定 ・調合の決定 ・繰りまぜ) 逗搬 ・打込み ・締問め ・養生 ・品質管理のすべてを行う

ことが当然であ った。鉄筋コンクリート造の建築工事では 、 コンクリー卜の施工がも っとも重要な工ね

であり、そのため、現場の監理者も技術者もコンクリー卜についての知識を豊富に持 っており、しかも

それは体験を伴うものであ った。 そうでなければ、現場貝は勤まらなか ったのである 。

昭和24年に製造が始ま ったレデーミクストコンクリー卜は、 Hn和30年代に入 ってからは! 日度経済成長

に伴うコンクリート工事立の I智大と相ま って、建築工事への利用が急速に 1'，百まり、とくに40年代に入 っ

てからは建築コンクリート工事のほとんどがレデーミクストコンクリートによるようにな っている 。現

在、全国にレデーミクス卜コンクリート工均は4000工場あり、そのうち、約2000が J I S 表示許可工場で

あるといわれている 。 このように現花では、コンクリートは現場で製造するものではなく、工島j から購

入するのが常識になっている 。

現場内でのコンクリートの運搬 ・ 打込み作業は 、 艇体コンクリー卜の品ＱＧ｛ Ｑ 二大きな ［ｪｩｾｾｾｾ を持 っ ている

が、昭和40年頃までは、タワーで持ち I-.It' ，カートで運び、入手で型わくに務とし込み、突き障やパイ

プレーターで締め固めるのが持通のやりブi であ った。大勢の作業以が集中的に作業するので、必然的に

人員配置や 作 業管理もしっかりやらねばならず、強力な統括者も必要であ っ た 。 しかしながら 、 工ＭＴ Ｍ ｾ :I(  

が増大し 、工期短縮の要求が強いことからみて、こういう作業体制はすでに限界であると考えられてい

た。 こういう状勢のとき、 トラ ックにマウン卜された機動的なコンクリートホンフが山脱したため、数

年を経ずして、いわゆるポンプ打ちがほとんどの建築現均で使われることにな ったわけである 。 当時、

ポンプによる無理な圧送 ・打込みによ ってコンクリー卜の品Tf が加われるおそれがあるということがず

い分いわれたが、従来の方法にくらべて無埋がきき、終段に省、力化と工事のスヒードア ッフが可能なた

め、 コンクリートの品質の問題などは 、 どこかにけし飛んでしまうようなことにな った。

ポンプを使 っても 、必ずしもコンクリートの訂J T がだめになるわけではないが、問題はコンクリー卜

の品質を左右するこれら 一連の作業が刻均の建築技術者の手からす っかり離れてしま ったことである 。

こうして現在では 、工事監理者や胞工仔 llTI Ｎｦ￭にコンクリー卜の知識がほとんどなくても 、 生コン工ＮｪＭｊ，ｾ

や圧送業者に注文さえすれば¥躯体コンクリートは、少なくとも次つぎと打ち 卜ー がっていくような状況



にな っている 。 つまり、コンクリートの知識はなくとも現場員は勤まるようにな ったのである 。 その結

果、管理不在のままコンクリート工事が行われるようになり 、品 質の悪い鉄筋コンクリー卜建物を多く

生み出すことにな った。 こうして具体的なさまざまな欠陥が見出されるようにな って、今、大 きな反省

をわれわれ建築技術者に迫 っているといえよう 。

2  . 品質管理をめぐる問題点

昭和50年夏にいわゆる欠陥生コン事件がマスコミを騒がせて以来、コンクリートの品質管理について

は各方面で議論され、新 Il[] .  ｾￊｾ 志等にもこの問題に関する記事や論説が非常に多くな っ ている 。 簡単に

まとめると以下のような諸点が指摘されている 。

( 1)  コンクリー卜工事の分業化

上に述べたように、材料の選定から打込み ・養生にいたるまでの 一連の作業が生コン ・ポンプ ・施工

業者に分業化したのにかかわらず、その分担作業の区分 ・責任の限界 ・費用の分担などが不明確で、あり、

そのためそれぞれが無責任に 、白 分の分担だと思うところだけをすませればいいとか 、他に押 しつけよ

うとする傾向がでてくる 。 また 、分業化の結果、全体を通じて管理するコンクリート技術者が不在とな

り、管理なしの工事が行われるようにな った。

日本建築学会の材料施工委員会第一分科会が昨年秋に行 ったコンクリー卜の品質信頼性 lこ閲するアン

ケートの結果によると、コンクリートの品質信頼性が低下してきたのは 、生 コンーカー卜打ち 時代では

なく 、生 コンーポン プ打ちにな ってからだという意 見の方がはるかに多い 。

また 、 レデーミクストコンクリートの責任限界点とされている荷却し地点におけるコンクリー卜の検

査については、施工業者は大半が自らや っていると答えているのに対して 、生コン業者' は大半が自分達

がや っていると答えている 。 これなどは責任分tl l _ があいまいにな っていることを示す一例であろう 。

(2)  品質管理をやる意欲を起こさせる体制がないこと

1-- 記のアンケートでは、ほとんど 100 % の同答が、コンクリー卜構造物を作 る上で、IRIft 管理はきわめ

て重要だと答えている 。 にもかかわらず実態 は管理不在に近いのは、なぜかということをよく考えてみ

る必要があろう 。技術者がいなくて品質管理が不可能だというのは、むしろ 、表面に表れた現象であり 、

その底にはコストをかけて品質管:J里を十分にや っても得にならないということがあるのではないだろう

か。 たしかに、これまでは生コンにしても、でき |てが った建物にしても、十分に品質管瑚がされている

かどうかということはほとんど評価されず、品目は不問に付して価格だけが問題にされるという傾向が

あったことは育めなし、 。生コンクリー卜や石更化 コンクリートの 品目 ・性能は、ただ見ただけではなかな

か判断できず、試験も 一般に手 間や111: 間がかかるので、これを評価して 価絡に折り込 むというのはなか

なか困維である 。 しかし、現実にはいいもの悪いものの差は歴然とあるのであ って、いいものの方がも

うかるという形にしていかなければならないであろう 。逆に、品Tt 管理を十分にやらないとひどい損害

をこうむるというのでもよし、 。 いずれにしても、このような動機づけがは っきりした形で存在していな

いというのは問題点の 一 つであり、 ｊ 忠貨が良貨を ， ｾ ｉ ｾ 逐する状況を招くもとである 。

(3)  品質検査システムが不備であること

品目険査のシステムは、険査方法・試験方法などの技術的なものと、試験 ・検査を実行する組織 ・体

11;11 . 人からなる 。

技術の面でいえば、 一つは、コンクリートの試験はやさしいようであるが、かなりの熟練と労力を要

すること、その鳴で簡単に判定のできる試験方法が少ないこと、強度などは相当時間をかけないと結果

がわからないことなどがある 。 また、レデーミケストコンクリートの強度判定 は、合絡判定係数によ っ

て行うことにな っているが、検査対象ロ ッ トは増やしていくことができるので、 NI 百|までは合絡しなく

ても N+ 11111 までみれば作燃するということがあり伺る、というような非常に 判定 のしにくい方法にな

っていることも 一つの問題であろう 。 レデーミクストコンクリー卜が一つの商品として売口されるので

17  
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あれば、やはり 、検査対象ロットが確定 していて 、合終、不合絡 がはっきりしている方がよい。

組 織 ・体制の面は、現場にコ ンクリート技術者A がいないという点に問題が帰去する 。 レデーミクスト

コンクリー卜の受け入れ検査( 荷却し検査) にしても、実行するのがレデーミクストコンクリートf ! ! IJ で

あっては実際上検査にはならなし、 。供試休のすりかえなどという、検代でいえば、まったく初歩的なミス

を誘発する原因も、もとはといえば受け入れ{ H ! J に検査組織がないことに起| 天| しているといえよう 。 コン

クリート到 JIl l工場やプレハブ工湯では、試験室があり明日j の険査以がいてコンクリー卜の品目作用をや

る体制がないと J I S 工場とか、住宅公|す|の認定工均として認めてもらえなし、 。工事現場もいうなれば、

建物を作る移動工場のようなもので、コンクリー卜の試験設備くらいは、本来持 っていなければ‘ ならな

いのである 。現状は、コンクリート技術おもいないし、スランプコーンすらないところが多いのではな

いだろうか。

現場がこういう組織 ・体制を持ち得ないなら、アメリカやヨーロ ッパなどで行われているという第 三

者検査機関のような制度を設けることが必要とな ってくるだろう 。

(4)  コンクリート技術者の不足、コンクリートに関する知識の不足

構造物に打込まれたコンクリートの品Tt は、材料の選定から 、調介 ・糾りまぜ ・運 搬 ・打込み ・締問

め ・養生 ・型わくの取外し、打 |てり状態の検査など一連の作業の結果きま ってくるもので、全工程を注

意深く符理し、調布l をとらなければよいコンクリートは得られなし、 。 ところが、現在のコンクリート工

事は、生コン業身、J 1 . 送業行、打設業拘などによ ってこの 一連の作業が分'，ii 1 J して行われ、施工業- I l が直

接行う持11分はきわめて少なくな っている 。 このように作業が分市IJ されている場合には、最も重安なこと

は、全体を統指する指揮す; であり、この役;ii lJ は現状ではどうみても施工業有が受け持たなければ‘ ならな

い。 ところが、施工業者側にコンクリー卜のことが何でもよくわかる技術- / i ' がいないのであるから、い

わばtfT搾{ 者のいないオーケストラのようなものである 。

コンクリート技術がわかる J支術拘について、建設計建築研究所の |三村克郎氏は、施工業者 ・設計 市J75

所 ・官公 J ｩ ｾ の技術 Ｎｦ￮では、 ＴＰ 才以上なら大体話は通じるが、 ＲＰ ＭＳＰ Ｍｲ ￮ ム＿ではだめである、土木と建築で

比較すると建築技術行の方が劣る、生コン ・セメント ・人工畦11t 骨材 ・混手11斉IJ メーカーの技術行はコン

クリー卜の知識が豊富である、とい っている 。 しかし、生コンや材料メーカーの校術者の知識はコンク

リートそのものまでに留ま っており、桝造体の JjillfTや安全性 ・|耐久'/"J: に関連することにまでは及[ ぎない

場合が多し、 。 このために本来の建築技術j . f i にコンクリートの知識が要求されるのである 。

コンクリー卜の知識のバロメーターに、コンクリー卜伎+ ，U f:技 t の資十れがあるが、現布、技士は

約 l 万人、主任技士は約 1，100 人と のことである。しかし 、そ の下数以上が生コンメーカーに属してお、

り、施工業省 ・設計事務所 ・官公f{ ' 1 f - の現場に関係する技術- / i ' はきわめて少なし、。 これらの技術おは、

本来 、 E任J支士科度のレベルであることが品質のよいコンクリー卜梢造物を作る上で望ましし、。

(5)  契約のあり方

わが国は、契約の考え方がきわめてあいまいな国であるとよくいわれるが、建設業における契約や柏

算はいわゆるどんぶり勘定的なものの代表例のようにいわれている 。

生コンの売: r7契約についても、必度 ・スランフ・粗' 丹材のht 大、J- 法 ・数量だけで契約されることが多

く、契約時に配合計画書が提出されることもなく、各現場の施工条件やコンクリー卜の単一価に ［［￭ｾ 粋をお

よ( J . ' す種々 の要閃が考I，Wされることも少なし、 。 その他の契約内界も不明確な点が多く、 トラブルの原閃

になっているときく 。試 験 ・検査の' [ '( 問、契約内存の変更の手続きな どlリl確にな っていないと 品Tt 向 上

の意欲も損われることになろう 。

また、圧送業Ｍｉｬはゼネコンの下前となるわけであるが、 ｦｩｴＭ 約 ， ｬ ｦ によるて ｔ ｊＱ ｾｊ Ｇ ￍ f ! 契約をすることはきわ

めて少ない 。 ポンプ「干 ー 送の杭 ｘＧｽｾ は、 η Ｚ ー送 ｬｬｴ によ っ てのみ行われるので、ＩＡｩｦ［ ｬｬｾ な圧送をし、Ａ正送速度を 卜 Ｎ

げることだけに関心を f.Fつようになる 。 コンクリートの JJITt や) ｉｾ 送の閃 ｩｬｦＨＩ 立を考底にいれたうとー約がなさ

れるような状態にすることが必要である 。



3  . 品質信頼性をとり戻すために

昨年秋、日本建築学会大会の材料施工部門研究協議会で、「コンクリートの品質信頼性をめぐる諸問題」

と題して活発な討論が行われた 。 ここで提案された り、指摘された事項は 以下のようである。

1)  コンク リート工事に携 わる施工業者 ・生コン ・圧送業者 ・設計監理者な どすべての分野の担当者

が問題点を検討し 、解決策 を工夫するなど、綿密な協力をすることが必要 で、ある 。

2)  生コン業者 ・圧送業者の品質 向上の企業努力が報われる仕組 み が必要でトある 。

3) 圧送・打設担当者の技能資格制度を設けることが望まれる 。

4)  コンクリー 卜の品質あるいは建物 としての 品質を 検査す る第三者機関が必要である 。

5) コンクリート工事に携わる者の技術 ・知識のレベルを引き上げる必要がある 。 とくに、現場のコ

ンク リート工事管理者のレベルを高め、全体を統括できる能力をつけさせる必要がある 。

6)  コンクリート工事単価 が不当に低すぎるので、これを正当なものにすべきである 。

7)  大学 ・工高等における教育 ・指導の充実、現技術者の再教育の方策を講ずる 必要がある。

8)  行政面からの指導の充実をはかる必要がある 。

その他、コンクリート自 体の問題 としては、骨材の品質確保の 問題、硬ねり コンク リー 卜への移行の

必要性、コンクリートの強度規定の明確化などが指摘された 。

これらの意見 ・提案はきわめで正当なものであり、このようなことが行われれば、コンクリートの品

質は 必ず向上するにちがいなし ミ。 問題は 、 これらの諸方策をいかにして実現させ 、また 有効に機能す る

にはどうすればよいかということである 。 また 、一面でみれば大変よいように思われることでも、いざ

実施してみると思わぬところに別のや っかいな問題を派生させることもある 。

とにかく、ここ 10年来、問題点や改善の必要性 ・その方向については、大方、結論的なものが出しつ

くされ 、各方面に共通の認識があるようであるが、一向に 実情が改まらない のはなぜかということを考

える必要があろう 。 コンク リー卜に関係する各業種が協力し合わなければな らないとか 、 コンク リー卜

の品質をよくするよう努力しなければならないとか、試験 ・検査を厳格に実行するようにしなければな

らないなど、単にモラルに訴えるような手段ではもはや、いい方向 には動かないのである 。 とい って、

規則や法律でがんじがらめに規制 しでも 、実効は期しがたいし 、知識や技術レベルを高めよといっても 、

必要のないことを 勉強す るほど、お っ くうなことはない 。

あるシステムは 、必ずある一定の方向 に自ら 動いて いく 性質を持っている 。現在のコンクリー 卜の品

質を維持するためのシステムは 、放 っておけば、コンク リート の品質が悪くなるようなシステムになっ

ているのではないだろうか。 この システムが悪い 方向にまずj いていく要因がどこにあるかを今後は見極め

て、自動的 にあるいはごく 簡単な操作 で良い方向 に向 かつて 動い ていくようなコンクリートの 品質管理

システムを 作ることが必要である 。

現在のコンクリートの製造 ・施工の システム は、はじめに述べたように過去のものの延長あるいは変

形したものというよりは 、本質的に全く異な ったものになっていると考えるべきであるのに対し 、現在

の品質管理のシステムあるいは品質保障のシステムは 、過去のものの延長であり 、 しかも本質的 には伺

ら変化 していないといえる 。 このギャッ プが最大の問題であり、新しいこれまでのものとは異な った品

質保障のシステムを勇気をもって構築することがぜひとも 必要 である 。

大阪府ではこのたび指定研修制度 を含むコンク リー ト工法に関する指導要綱を定め、実施に移そうと

している 。 これは 、一つの新しい試みであり、その成果が多いに注目されている 。
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コンクリートの品質管理のあり方1 .

工事監理者の立場から

宮 秋 利 厚

ここでいう工事殿理 者とは、四会連合協定工事請負契約約款に示

す「監理技師 J ( 公共工事標準請負契約約款では「監督員」とな って

いる 。) のことである 。

1. 工 事 監 理 と 施 工 管 理

建築士法によれば、 「工事監理とは、その者の責任において、工

事を設計図，} と !! 百合し 、それが設計図舎のとお、りに実施されている

かいないかを確認することをいう」と規定されている 。 この設計図

書とは、図面および仕械警のことである 。

すなわち、工事目的物 (建物) の完成した姿を具体的に表現した

ものが岡面であり 、それを得るための方法とか図面には表現し得な

か っ た事 ｉ 頁を説明したものが仕様 ｾｊ ｾ であろう 。 そして、これら設計

図書のとおりに工事が実施きれているかいないかの確認は、通常、

「検査」という行為によ ってなされる 。検査を行うための資料のーっ

として「試忠実」がある 。

一方、施工管理という語が用いられるが、これは、注文者の指示

(設計同書) のとおりに 、工事目 的物を完成することを約した工事

請負契約に基づいて、工事を実施してゆくために、向らの責任にお

いて、工事を管轄( 権限をも って 支配すること ) ・統制し、作業員

を指棒し、全般を総括 ・処理 してゆくことである 。請負人である純

工者は当然、設計図書に示されたとおりの工事目的物を完成させる

義務がある 。 その義務の遂行のために施工管理が行われ、そしてこ

の中には、もちろん施工者は、自ら行 った工事が設計図詐に示され

たとおりに出来 上がっているか育かのチェ y クが含まれることはい

うまでもない。 これらのチ ェックが (1 主検査という名で呼ばれてい

る。

請負の本Tt は完成にある 。 そして、また、工事請負は一つの商行

為である 。設計図書のとおりに工事 1-1的物を完成させる義務が第一

義ではあるが、その保有する技術 ・人員 ・機械工具 ・組織力などを

有効に駆使 して、かつ 、適正なる 利潤を追求確保してゆくための施

王者の主体性、くだいて言えば 、 設計阿 ｦ ｬ Ｍ ｾ のとおりのものを完成さ

せるやり方は 、本来、施工者のテリトリーに属するものであり、腕

の兄せどころなのでもある 。

工事監E望者が、この施工管理の傾岐にどこまで閑り合ってゆくの

か、その区分 - 境界に明確な 一線をヲ |いて示すことは現状では困総

である 。

工事I監理者の業務の 中には 、 「士法でいう工事監理」のほかに 、

工事指導とか、 関連工事との調まをなどの業務が}J fI わって 、場合によ

っては、施工者の符it或であるはずの工事方法 ・手段などへの介入が

行われることもあり得るであろう 。

しかし、前述したとおり、工事請負というものの本質から考えて、

施王者は注文者に対してその指示 (設計閃- ; t ; ' ) のとおりのものの完
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成を約したのであるから、いかなる場合といえども、特別の指示の

ない限り 、設計図汗に示されたとおり工事を実施してゆくべく内主

的に工事の施工を行い 、完成l I :fはもちろん、途中の段階における必

要時には、注文者 ( その 代理有である工事院理者) に、設計図，: = の

とおりに工事が実施されていることの確認を求めるのが本筋である 。

そのためには、その以前に、れらの限で正確な工事を実施している

ことのチ ェックが済ま されていて、内信を持 って 、工事が設計阿古

のとおりに 出来上 がって いるから確認して1 ' 1 : いたいとの態 度で望ま

なければ意味がない 。

間違 っても 、施工荷は、工事盟主国者の指図のとおり工事を進めて

ゆくための、材料 ・機械工兵 ・労力および技術の提供者に終わって

しまうことのないようにすべきである 。工事監理者は、決して、工

事進行のための総指揮官ではないのである 。

工事監理者は、胞工 :fi の行 った工事が設計閃; 与のとおりに実施さ

れているかいないかを、注文者の代理として確認する義務と責任が

あり 、 また注文者と施工者の fl l1 に立 って適切な助言を行う役 Il もあ

るが、だからと 言って 、胞T . ( r は、このような確認の業務は全く工

事院狸者の仕事であるとして、設計図書との照合 ・確認( 検査) の

業務を行う工事監理者と、 ドIJi 業布 ・材料業者または労務者との中

間に介花する商社的媒介者であ っては困るのである 。

2. コ ン ク リ ー 卜 工 事

建築物を構成する材料・工湯製品またはそれらの複合組み合わせ

による部材は多種多機にわたるが、とくにコンクリートは、他と巽

なって、以下に示すような特殊 '1" 1' がある 。 すなわち、

(イ) 生コンクリートは注文に より生派される 。 (製品の見本品によ

りメーカーや品種を定め、大公生r主された既製品を購入するという

材料ではない )

(ロ吋) 納入された: 製E製i品 ( 生コンクリ一卜川) は、 f保呆存 . f保呆可伏s: .  f他也への4

l汀川f日l なな:とどお不可能でで. ある 。

か守 良T抗tの恕製i品 (j:生e コンクリ一卜 ) といえども 、半; 製製品でで、あり、そ

のJ品h

される 。

(ニ) 所要の品n .  i'Hi Eは、 ・定! 日II/ il (型わく存f f 'um間とか2811 )  を

総なければ確認できなし、 。 またこれらの -持11 (防ボド1: ・l耐久1'4' . ひ

びわれ許存続など) は、さらに長年 n を経過しなければ判明しない 。

(ホ) 不合絡 ・不適合の陽介、その材料や施 ←E は、取り付え ・やり直

しなどの後戻りができ雌ぃ 。

(吋 材 料 - 施工などの不予際が、 コンク リー卜のみならず、 l!l l速す

る他の合絡材料 ・製品 ・胞工まで取り返しのつかない廃品にしてし

まう 。

などである 。 したが っ て 、設 ｉｾ ｉ 同 Ｑ＿ によって、完成結果や ｦｦ ｬ ｬ 材の

/;，'1 i 't . 性能のみを指示して 、 そのとおり工事を進めて l' t えばよろし

いとする方法は危険である 。

3  . コン クリ ー 卜 工事 の 工 事 監 理

前述したような特殊性を有するコ ンクリー 卜という製品ならびに

施 工の工 事監理は、 ー ＱＱ に 「設計図 ｾ ｩ Ｚ とＡ照合し、そのとおりに工事

が 'fi;}j 包されているか汗かを確認する」と言 っても 、他の工事のよう

にその雌認は簡単ではない 。

このようなコンクリート工 'J( については、{ 也の製品やb包工であれ

ば、当然施工者の傾城に合まれると考えられる製造過粍や施工方法

の Ｈ Ｑ 主管理の内にまで、工事 ｲ ， ｾｩｩｦ 恒おが介入することになる部分もあ

り得るのは止むを得ないのである 。 すなわち、転ばぬ先の杖として、



工事に先立つであらかじめ、製法 ・工法 ・過程などを定めておいて、

それぞれの段階において、この定めのとおりに工事が行われている

ならば、指定の品質 ・性能のコンクリートが出来 1: がりつつあると

見倣すという方法が採られるのである 。

したがって、他の材料 ・施工であれば完成または部分完成の H寺点

において、工事監理者が行えばよい「設計図書との照合・確認」の

業務も、コンクリート工事では、もちろん行われるが、完成時点で

の合計の判定は回目 ｦｾ なものがあり、かつ、仮に ・ 不合格と判明しでも

後戻りができない点もあ って、前述したような進捗段階 ・中間過程

において、製造方法 ・施工手段なとぜの決定に参画することをも って、

工事監理すなわち雌認業務の一部としている 。

この「とくに、あらかどめ定めた製法 ・工法 ・手段」とし ては、

つぎのものが考えられる 。

(イ) 設計図書 ( :ヒとして仕様書) に指示しであるもの

(ロ) 工事監理者の指示によるもの

(ニ) 工事院理者と施工者が協議して定めるもの

り施工者がその責任において立案し、これを工事院理者が承認す

るもの

(ボ) 胞工者がその責任において 立案し、これを工事政E望者に報告す

るもの

などであるが、いずれも工事に先立つで定められなければならな

い。 そして ーI} 、これらの方法が定められ、工事が進行すれば、施

工省はこの定められた方法のとおりに工事が行われていることの実

証と して、硲認または立ち合いを求めるか、あるいは報告を行わな

ければ. ならなし、。施工者の施工管理の飢域であるとして、ここで発

生した不適合の既成事実をもとに、その許符 ・補正修正の指示のみ

を求めるということがあ っては、コンクリートの工事監理にはなり

鋭いのである 。

このように、他の工事ならば、工事監理者がここまで口出しをす

まいと考えられる領域すなわち施工管思のテリトリーに合まるべき、

一次材料の検査とか、製品( 生コンクリート) の製法、施工法にま

で立ち入ることも止むを得まいとは 、前述したようなコンクリート

工事の特殊性からも 、ほとんどの設計監理に携わ っている人々が考

えているし、また施工者サイドとしても後戻りの困雌な工事だけに

この方法も 止むなしと認めているようである 。

完成時のコンクリートの品 t'( . 性能の明確な指示とその隙認は、

設計者 ・工事監理者として当然のことであるが、前述したようにそ

の進捗の途中の段階で、どの程度介入してゆくかは、ケースパイケ

ースで、ここで明確に示すことは困仰である 。

要は 、正しいコンクリート工事を施工して l'i えばよいのであるが、

工事院理者としての信条 ・力針もあれば¥施工者に対する信頼度、

下請業者 ・材料業者などを指定することにもとづく信用の程度など

によ って、いわゆる工事監E望者の具体的内容は脊干異な ってくる 。

しかし、前述したようなコンクリート工事の特殊性にもとづいて、

コンクリート工事の工事監理は 、f也の工事に比べてはるかに数多く

の途中の段階における確認業務 (検査 ・立合 L 、) が必要であろうし、

また「あらかじめ定めた方法」のとお、り工事を実施せしめるた めの

院付も必 ｉｾ なのである 。

4. コ ン ク リ ー ト 工 事 の 工 事 監 理 の 実 務

通常 、 コンクリー卜工事の工事院理における実務上の要点を列記

してみると、大田島、以下に示すごときものが考えられる 。ただし、

これらはごく 一般的な R C 柿造物の常引. 監理を主にしたも ので、工

事の規模 ・グレード 、施工者 ( F詰 ・製造業者を合めで ) へのf訂i(j

J支などにより、さらに重点的に追加、または省略されることもあり

得る 。

イ. 一次材料

a) セメント ・骨材 ・ぷ一一一ー試験成績の報告をうける 。

b)混和材1斗一一一 指示または承認

c) 軽量骨材一一一一指示または承認

d) 鉄i i j j -一一試験成結の報告をうける 。

口. 生コンクリートの製造

a) 工湯の選定一一一承認

b) 工場の品目管四一一一試験成績または品質管理記録の報告をうける o

c ) ためし繰り 一一一施工者の検査に立ち合う( スラン プ ・単位容積

重:l J : . fモ紡強度 ・その他) 。

､ Ｉ 調合計画，ｾ 一一一 承認

ハ . 工事施工計画書

a) 工事施工計画芹一一一 承 認

b) コンクリー卜図一一一 承 認

c) 鉄筋 ・型わく工作図一一一一提出を求める、または承認

d) 打設計画手?一 一世出を求める、または承認 (打設または仮設機器) 。

二. フレ ッシュ コンクリート

a) 荷卸地点の検査一一一 施王者の検査報告をうける 。検査には随時

，'r. ち合う 。

b)打込個所の検査一 一一施工者の検査に立ち合う 。目視検査を行う 。

c) 圧縮強度試験一一 試験成*j'i の報告をうける 。試験に随時立ち合う 。

d) 試験検査用器具一 一一承認

ホ. 型わく、およひ配筋

a) 配筋ー一一一検査

b) ガス圧f安一一一 施工者の検査に立ち合う 。

c) 型わく ・安保工一一 一施工者の検査報告をうける 。検査には随時

立ち合う 。

d) 型わく ( 支保工) 取り除し一一一一承認

ヘ. コンクリー卜打込み・養生

a) 試し送り 一一ー一施工者の織査に立ち合う 。

b) 打込時の11討、十一一一施工者の自主管理を尊重するが、要所は点検

を行い、適切な工事指導を行う 。

c) 養生一 一一施工者の自 E管理を尊重するが、要所は点険を行う 。

d) 打設報告1
l
r- - - ーその都度提出を求める 。

卜. 型わく取り除し直後の施工検査

a) 施工検査一一一一 目視検査を行う 。時にはシ ュ ミ y 卜ハンマーなど

併用

b) コアーボーリング一一一一採取個所は指示し、試験結果の報告をう

ける 。

チ. 設計図書に記載なき場合の措置

a) 工事上必要な仮設問 n昔11の補弦F 一一一指示

b) 規定範囲外の材料の使用一一一 協議決定または指示

c) 材料検査の一部省略 (抜取率) 一一一一指示または協議決定

d) 不 合 側11分の補正一一一協議決定または指示

などが、コン クリート工事の工事政E望者の具体的実務の要点、と考

えられるが、前にも述べたように、工事の規模 ・グレード、施工者

( 下請業者 ・材料業高を含めて) に対する信頼度などにより、さらに

突 っ込んだ指示を行うこともあれば、これらの一部を省略すること

もあり得る 。

これらの、検査・立合い ・承認 ・協議 ・報告などの具体的な方法

は、設計図芹ＨＱ Ｑ 係 ｔ ｟ｉＢｾ Ｉ にで示されているのが持通である 。

(みやあ き とし あっ KKl l kl !.i lt ，汁Zi fE役)
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コンクリートの品質管理のあり方2.

施工者の立場から

三 浦 康 夫

1  . はじめに

わが国に生コン工場が誕生して以来約30年が経過し、現在では、

工事現場で使用されるコンクリー卜は、特殊な場合を除いて、その

ほとんどが生コン工場に依存しているとい っても過言ではない。本

来、生コン工場が発足した fT索には工事現場でコンクリートを製造

するよりも 、J日，' l ' t の良いコンクリー卜が入手できることがその日的

であったはずである 。 しかるに、 - 111"- 年発生した欠陥生コンクリー

ト問題を契機にして、生コンクリートの品質管理は建設業界に一大

旋風をまき起こす結果とな った。

コンクリートの湯合は、 一般の工場で生隠される製品と異な って、

待殊性があり、品質管理の手法を実際に適庁l して効果をあけ、る k に

困難な問題が非常に多い。 というのは、各種素材純度の問題をはじ

め、混合言IJ 合、運搬、打込み、締め同めおよび長生の問題、さらに型

わく工事や鉄筋工事との関連等、非常に多くの要因がコンクリート

の品質を管理する上に直接または間接的に関係してくるからである 。

そこで、このように抜雑なコンクリー卜に対して、いかにすれば

良いコンクリートが胤工できるか、ここでは胞工将の立場から宥干、

気付 いた点を述べることとする 。

2. 骨 材 管 理

コンクリートの品質は骨材の品ni こよ ってさまざまな彩科を受け

る。一般にコンクリート中の' 丹十オの内める芹1J 合は 60- 8 0 %程度で、

不活性材料とはいえ、コンクリートのワーカビリチー、強度、耐久

性、水密性などの諸性質におよ ｬ ます ［［ｩｾｾ 呼は非常に大きい 。

以前は良 i 't な河川 j宅fi 材が供給されていたため 、土木学会や建築

学会等で規定されている標準粒皮の純| 苅内におさま っていたが、近

年、建設工司事EのI増自大とともに河川1淫主，p円i

{砂沙に {依次存せさるを i得尋ない現状を考えると、什材の品質管fqi を生コン

工場まかせでなく、施工者として、も っと加傾的に行う必要がある

ように忠われる 。少なくとも、その円に打設するコンクリー卜につ

いては、骨材の粒度分布、実績来、表面; ) ，i J : 程度は卜分に抱握する

ようにしたいものである 。 できれば生コンの出荷伝票にそれらの数

値を記入させるぐらいにしたいものである 。

3. 製 造 管 理

22 也策 と社会 / ゆ77{f.4 '1 ;} 

要求される品質のコンクリートを提供するためには、生コン工場

における製造管理は重要で、ある 。生コン工場における各種の管理は

J  1  S  A5308 ( レデーミクストコンクリート) および通産省( 工業技

術院) の「レデーミクストコンクリート務査事項」などに基づいて

行われている 。

現在ではプラント設備も機械化 が進み 、ほとんどが自動計量にな

っているため、比較的精度は良いようであるが、繰り返し使用して

いると精度が落ちでくる 。定期的 に検査はされているが、H寺には再

調整をしなければならない場合もあるため、できるだけ生コン工場

へ出向いて計公務精度の確認をしたいものである 。

なお、そのプラン卜における時間当たりの 出荷能力、 ミキサーの

練りまぜ時間およびオペレーターの経験年数等についても施工者と

して把握しておくことも重要なことであろう 。

4. 運 搬 お よ び 打 込 み 管 理

いかに良い材料を用い 、良い調合のコンクリートが入荷しでも、

最終段階の現場での運搬および打込み管理が不十分では 、建物全体

のコンクリー卜は良質なものとはならない。

最近ではコンクリー卜打設が、現場純工の合理化 などの強い要請

にともな って、ほとんどがポンプ工法になっており、圧送性を重ん

じるあまり H寺には ;J ，i J : とモルタル分の多いコンクリート、いわゆる

タ十ケ占シとしていることが多いのは非常に残念なことである。し

かし、これは一方的に施工者だけの問題ではなく 、設計者にもよく

検討してもらわねばならない問題を含んでいる 。 というのは経済設

計に走るあまり、施工誤差に対する余裕が少ない場合とか 、壁J写が

若手くて鉄筋が過密配筋されている場合等、コンクリートの軟繰りも

やむを得ないものも多々見受けられるからである 。

このように、施工者だけで解決できない問題もあるが、一般的 に

はまだまだそれ以前の 問題が多いように思われる。たとえば施工計

画が十分されておらず、単にコンクリートの打設量のみを把握する

だけで打設に当たっての細々とした注意事項について作業者に徹底

されてなかったり、施工の省力化に重点がおかれるあまり、コンク

リート打設時の作業員が不足し、ことに締め固めが不十分となるば

かりか鉄筋の正しい位置保持がされない場合もある 。 とくに本来締

め固め器具であるはず、のパイプレーターがコンクリー卜の償流し用

として使用されている場合等はコンクリートの品質を管理する上で



表 - 1 コ ン ク リ ー 卜 打 設人 員 配 置 の 目 安 (例 )

手E 月IJ 戦 干唱 人 数 ｦｩｾ＠ 考

総 m 拘[

述給、， ｬｾｪｩ 生 コ ン 業 者 と の 述 給 、

乱世 Q  
お よ び 受 入 れ 検 査 品 質 お よ び 運 搬 符E型

打 ｊｾ＠ {系

打 投 作 業 管f型

( ポ ン プ l 台 あ た り )

コ ン ク リ ー ト ポ ン プ 係 ] - 2  

ポ ンプ業 者

ホ ー ス 筒 先 係 2  

7  オ ア 7  ン

{乍 業 L::I 段 取 り 、 し り ぐ わ

機

7- 8  振動機 3 台 以 1:

( ポ ン プ l 台 あ た り ) J援 1fqJ  

な 勺 し 1- 2  

日 ｰ き、または外 ｭｾ 振動機 3- 4  

交通整理および伝祭皇室埋

(i主〕 上表人民のほか各駿傾の軒11昨工を立 ち合わせ るこ と。 また、必要に応 じ型わ 〈、欽

筋のチ エ， ?  f#. を配置し、設計条件を満足する状態で コン 7 リート が打，:li できるか

どうか険討すること 。

きわめて好 ましくない状況である 。少なくともコンクリートを打設

するに際しでは表 - 1 に示すような、コンクリート打設人員配置計

画くらいは最低限定めておきたいものである 。

5. 養 生 管 理

コンクリートの養生がし、かに大切であるかは、現場技術者はすべ

て周知しているはずである 。 しかるに、工期や政用の関係で十分な

長生がなされていないのが現状であるように忠われる 。市品質なも

のを得るには、それなりの時間と費用が必要なのは当然のことで、

この点に関しでは施主をはじめ設計者の理解なくしては、施工者だ

けでは解決で‘ きる問題ではないと思われる 。

とはいうものの、現状の施工では施王者が必ずしも自らできる範

囲内で十分な養生を施工していると筆者は考えているわけではない。

養生作業を実施する段階では 、作業記録を作成して作業の経過がの

ちにな っても明らかになるようにしておくとともに 、毎日の気象条

件を観測してその記録一覧表程度は作成したいものである 。 そのほ

か、 コンクリー卜打設翌日は墨出 し作業以外の作業は行わないよう

にするとか 、{ 共試体の採取本数を I目して常に強度試験の結果を把慢

しながら後続作業を行 っていくよう心がけたいものである 。

6. 強 度 管 理

コンクリートの強度といえば、 一般に圧縮強度を連想するのであ

るが、コンクリート 強度には、 引張り 、曲 げ、せん断、付者などの

各種強度がある 。圧縮強度は 、その測定方法が簡単であることと、

各種強度ならびに弾性係数などの変形特{ 生などとも? 官接な関係があ

表 - 2 コ ンク リ ー 卜 の 管 理 記 録 表 (例 )

打段 舗合 打設 打 殺 ポンプ 圧 送
同却 し地点 打 設 地 点 圧 縮 強 度

打股時間 機 種
X ラ 空>1 1 - 也容 ス ラ 空罰 皿也容

同却 し地点 打 段 地 点

るため重視されているのである 。

コンクリートの強度に関係する要閃は数多くあるが、それらを大

別すると、およそつぎのようになる 。

1)  調合 : ノドセメント比、セメン卜使用1止など

2)  施工: 運搬、締め固め 、温度、湿度など

3)  使用材料- セメント 、骨材、 IJ，、混和材など

4)  試験方法 ・供試体の形状 ・寸法、，1改荷速度な ど

これらの中で、純工者として注意しなければならないのは 1) - 3)

rfi であろう 。

従来は圧縮強度試験は標準養生Ht 試体により行われてきた 。 とこ

ろが、最近にな って、生コン業者との問の責任分界を明確にするこ

と、梢造f本強度を正しく推定すること等の理由で現場水中養生供試

体で試験するように移行しつつある 。 コ ンクリートの圧縮強度にお

よぽす長生混度の53科は非常に大きいことは理解できるが、試験に

供する {共試体の養生条件を 一本化することはできないものだろうか。

貨任分界を明椛にすることが、かえ って問題を抜綿にしているよう

に忠われる 。 さらに、現状のコ ンクリー卜の品質の級が多いことも、

コンクリー卜の強度管理をより複雑化する傾向にある 。一つの構造

物で、数種世Ｈｪの強度を使い分け る ことは非常に悶ｩＱ Ｑｾ な問題である 。

経済性を追求する結果が現状のようなコン クリートの品質の級を多

分知化することにな っ ているのであろうが、分 ｾｮ が多いことは別に

して、実際の椛造物で採用される コ ンクリート強度については、多

くても 2 種類 くらいにできないものだろうか。 そうすれば、コ ンク

リー卜の品氏管理に統計的な技法を用いても、 データ数も多くなり、

車計ｾとしてもよりｻ 言 ｊｬｩ ｦｩ できるようになるものと忠われる 。

いずれにしても、コンクリートの品質変動は避けられない問題で

あることを考えると、できるだけ経理した形で資料を絵理したいも

のである 。表一 2 に、コンクリートの管理記録表の一例を示す。

おわりに

施工おの立均から、コンクリー卜の品質管埋について思い付くま

ま述べてきたが、コンクリー卜は他の製品と異なり半製品の状態で

判定を行わなければならない点で、 品t ' t 管理」二、数多くの 問題を合

んでいることは確かである 。 しかしながら、品目作瑚の原点にもど

り、それぞれの段階で個々の管理を卜分に行 っておれば、その結采

l正当然良い結果が得られることはいうまでもないであろう 。

単なる検査のための検査にならないよう、何のために検査してい

るのか、その日的を 卜 分把握して検査に Ｑｾ［Ｑｾ めば、それなりの好結果

が期待できることを現場施工技術者として常に銘記したいものであ

る。 ( み うら やす お KK大体制1工務部)

叫 令
型 わ く の 存 置 矧 聞 の 決 定

甜日 ぜき 値(はり、柱、担) ぜき板{スラブ下』リ下) 宜保工(スフ ブ下) 宣憧工 山下山 備 考

4(7m量2・置)  

月日 番号 場所 護者名 (1( 1' 1' 置l 揖者名

シプ 量 情 . . ンプ .  ，.... 
強度平均 判定強度平均 判定

民韓日 民 腫 日強雇脱型日ＺＱ ｾ ｬｴｴ 験 日強 度脱型 目白 書 院 脇 田強 度 胆型日目君臨型自 Ｑ Ｑ Ｒ( 国) I (鴨 ) 1( l m) (，・) ) (曳) )(lm' )

3  F  

9 ∞ー

20. '  
..， 

20. 0 4.'  

2n27m S  3  

局主

1月 18 冊。
12. 00 

賞る cxコ組
P C 12- 1  .，01 切 01 ，，01 .， 01 .， 01 

2月18まで

" ∞~ 
5 インチ

OCI I "  
273 

0 '  
，.， 0 '  

1月泊目 1月F日

日

1月自白 8 8  P月12日

15' 

1月 14自 14自 t 月" 臼

'" 

1月" 日 20図 32図

1， ｾ＠ 00 20. 0 

‘ 2  

19.5 4.0 

ト一一

ト一一

ト一一

にト一一

ト一一

「一一 トー

トーー

一
ト一一

ト一一

ト一一

ト一一

ト一一
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ンクリ一卜の品質管理のあり方3.

生コンメーカーの立場からみた問題点

関 口 賢 二

1  . まえがき

わが国で初めて生コン工場が誕生したのは 11i'1和24年であり、以来

28年を経過し、今日では全国で生コン工場は約4. 000工場に逮し、年

産 1 f.il!. m' 、年商 l 兆円に達する陀業に発展し ている。 昭 和28年には

J I S  A 日08 ( レデーミクスト コンクリート) が制定され 、昭和140年

9 月に J I S 表示許可制度が施行され、現在では全国で約2 ‘ 500ほどの

J I  S 表示許可工場がある 。 しかし現状は昭和48年末の石油ショ y ク

以降総需要抑制の影響による不況の洗礼を 受け、加えて生コン企業

本来の体質と、需要をめぐ る諸条件には多くの矛前と難問があり 、

これらの問題の解決に苦庖し ているのが生コン業界の実態 である 。

以上の観点にもとづき、生 コンメーカー技術者の立場から現状に

おける品質管理面に関する問題点をとりあげ、今後、工事監理者な

らびに施王者の方々のご理解をたまわり、生コン業界の健全な発展

を望むものである 。

1 - 1  生コ ンの需要

最 近 3 ヵ年間における生コンクリー卜の出荷推移を地区別、部門

別にみると、 表 1 - 1 の通りである 。昭 和48年以降現在に至るまで

大きな変動もなく、依然として需要の回復は、はかばかしくない状

勢である 。

1  - 2  生コンの供給

昭 和5叩O年度通 j産老統計による大l阪坂府下の生コン I

でで、ある 。 これに対する生コ ン工土場易数は 127 でで、、 1 工 場 当たり 44 .400

d 、月間 3. 700 m' となる 。 一方ミキサ一容量のみから換算した月 1m

生産能力の平均は、大略、 14 .750ばである 。 したが って生コンの供

給能力は現在充分であると言える 。

因みに大阪府下 127 工場中、 J I S 表示許可工均は 76工 場 で6 0 %、

その生産能力合計は 153 万m' で全体の8 1 %を内めている。 表 1 - 2

は大阪府下生コン工場の生沌能力を示したものである 。

2 ，骨材に関 しで

もともと生コン原価の中の原料費は 8 0 %をI与め、付加価値のきわ

表ト1 生コン出荷高推移表

めて少ない商品であるだけに企業の合理化によ って原倒を切りつめ

ることはまことに困鋭である 。 それだけに原料面において大きな比

重を ，J ; める骨材の入手と価格に対しては慎重となる 。

コンク リー卜の品質は骨・材の品質に よってさまざまな影響をうけ

る。し かし骨材の品質険査項目は多種にわた っており 、 また相当な

手ｲＺ ｾｬ もかかるもので検査同数にも制約をうける 。 したが っ て良質で、

かっ品質変動ができるだけ少ない路地の骨材を選ぶ必要がある 。

しかし骨材の産出に閲しでは、治山、治水事業の進展に伴ぃ河川

村7t からの砂利、砂の流下が妨げられ河川産の骨材が不足するとと

もに、河川の維持管理の卜ゐ、ら採取に対する規制出強化され、河川

F斥Aの干刊i

|医乏のI湯易合は最大 の{供共給 j減係でで、あつた f徳忠島県において 数年前 より県外 搬

「出臼禁止を打ち出しているため、阪神、阪南地区の海岸沿いの生コン

工場はほとんど砕石、海砂の使用を余儀なくされている現状である 。

したがって、今後海砂の使用祉は急激に増加する情勢になりつつ

あり 、全国的に 見て近畿以西における 使用率が最も高い ようである 。

海砂を使用する場合、とくに問題となるのが、海砂に含有する塩

分がコンクリート中の鉄筋の腐食を遂行させ、かぶりコンクリート

の破壊をまねくことである 。 海砂は、海Ａ忘砂、海 ｩｾＨ 沙、河口砂に分

けられる 。現: tEもっとも多く 供給されているのは海JiS: 6少で、ある 。海

{ 沙の1昆分合有1if は海 ;Jc の ;Jc切り程度や、里子的み Wj 問、里子積み期間中

の降雨i止などによって大幅に 相違す る。海から採取した骨材中の塩

分は海水にあ ったものである 。海水中には 1 .8 %の CI が含まれる 。

これは NaCI で約 3 %に相当し、海( 沙が{ 反に 1 0 %の表面 ;Jc をも って

いるとすると' 円・材 1.1- 1 の塩分は 0. 3 % となり、これがほぼ最大値と推

定される 。( これは単位セメン卜泣 300 kQの持通配合では、塩化カル

シウムをセメン卜 fEに対しておよそ l. 1 %使用 した場合に 相 当する)

しかし塩分の合有 ilI が多いと有許な場合が多いため、その対策を

" 持じなけれ( 工ならなし、 。 すなわち J A S S - 5 では、 7;り円コンクリー卜

(  U級 、 1lI 級干i 村を JII いる場合) ( 正、中111付・材の庖分合 11 : 止は !i :少の絶

乾重 fIt に対して NaCI として 0 . 1% 以 下 、 高 級 コ ン ク リ ー ト ( 1 級'円・

表ト2 大阪府下生コン工場の生産能力

?手 I也 1 - 6 月間i 7  - 12rJ JtJJ 
tlj持t  

作11 r'j ))IJ ill 築

能、 Ｑ｜Ｑ 出、陣 ｾ［ｬｬｬｭ バ ｩ l ¥¥ l  

'主 1'[ ￭ｩｾ＠ jJ 

l 工J品吋

rz 
( m'  )  ( m' )  (m'  )  

日IJ ｾＩｉｪ＠ 比 土 木 ill 築 r' c  ｾｬ 信 氏，抗

てJlatx たり能力

( m'  11  j )  
( ば/ 11 )

11(1 

全 国 66. 444 .105 66. 782. 148 133. 226. 253 
100 %  53 %  47 %  34 %  66 叫

49 

近 畿 12. 994. 606 11. 366. 895 24. 361. 501  18  50 50 35 65 

年IJ! 

大 阪 4. 447. 602 3.481. 484 7. 929 .086 6  37 63 33 67 

94. 600 3.940 

6. 000未満 241 1  )  

(  3. 600)  (  3. 600)  

6 .000n 1・~ 124 .400 6.910  

10. 00001討I埼

18131  

(  23 .800)  (  7. 930)  

nr{ 

全 国 53. 546. 267 58. 427. 754 111. 974. 021 100 56 44 37 63 

50 

近 綴 10. 043.226 9.180 .299  19. 223. 525 17 52 48 39 61 

年

度

大 阪 3. 196. 638 2. 444 . 193 ＵＮｾＴＰ Ｎ ＸＳ Ｑ＠ 5  39 61 41 59 

285 .600 12. 420 

10. 000- 15. 000 23001 

(  129. 600)  (12. 960)  

744. 000 18.150 

15.000- 20 .000 411411 

( 744. 000)  ( 18.150) 

Ur{ 

全 問 54 . 880. 984 100 56 44 33 67 

51  

近 縫 9. 495. 609 16 53 47 36 64 

度

大 阪 3. 045. 736 5  42 58 37 63 

624. 400 29. 700 

20. 000以 | 211211  

( 624. 400)  (29. 700)  

1. 873. 000 14. 750 
必n谷、

1271761  

(1 .525. 400)  (20 .070)  

注Ｉ通 ｬｬｦ 統， ￬ｴ による 。 近畿は大阪述 ｪｾｮｊ ， ｾｪｾｾ 内 。 大阪は大阪Ａ何人 i i:l 11，;n物価 .lttt 会51/3資料。I lI i J I S P 品。
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材を ITI いる均合) は、 0.0 2 %以下と制定しているので、これらの規

定地をこえる均合は鉄筋のド:)j 鈷卜. 有効なつぎのような f昔前を減ずる

ようノjミしている 。

① 水 セメント 比 を小さくし、人，念に施工して? を;' k なコンクリートを

つくる 。

②かぶり l半さを I刊すと 問1I ;'f に、 所 定 の仰行中I'j ) 立を保つ。

③良質な | 坊錆剤 を使用す る。

@)' IE鉛メ y キ欽i i J j を使mする 。

① 水街性の高い表l而fl: ｉ ｾ げを宛す 。

なお、 ｊ 也 ｦｾｾ によ っ て Ｐ Ｎ Ｑ Ｅ以 下 とすることが岡 ｾ ｦｦ ｾ でやむを得ない

場 合は特記により、少なくとも |て記① 、② 、③ をfj t- mした f合同 を講

ずるとともに 、』包工に 関す る打 線の級を Ijl 干，nに準ずるものとすべ

であるとしている 。

ゾj 、生 コン工場 における海妙、塩分対 策 としては、つぎのような

ことが考えられる 。

①ノk洗 いによる JI以lA

② 長 JYI 間野積みによる JI 記邸

① 他純' 1' ) . 材 ( 川砂・ 1IIIi少) の j起用

しかしながら 収 状の生コン工助 においてはつぎのような制約をう

け、 それぞれの方法についても V1121の実胞は非常に岡総である 。

① の ｪｊ［ ｾ 合について、

ｩ Ｉ 工ｪＭ ｬｾｪ の敷 地而柏 に余裕がなく 、 ｉ ｊ＾ＺＺ i先日生 (ii ii ができない 。

ii ) ノ'J<i 先設備が可能であ っても、 IJ<i先いに袋す るノ'J< Ｑ｛Ｈ の縦 ｦｾ がで

きない 。

iii ) 水 洗設備 、IJ < ｉｬｴ 確保 が可能で、あ っ ても 、 ｩ えい ｊｩｾ 水の排ノドが公

千，: 胤市11てもできない。

② の場合について 、

ｩ Ｉ て ｉ 易型 ｴｴ 也而 ｷ に余絡がなく 、 長 ｈｉｉｉＯＺｭ 悩 みする ＮｴｊＮＯｾ 所 がな ｌ 、。

ii ) 長期間肝紅iみが可能であ っても、そのnJlj//J '1' に降雨の有無に

よ っ ては ｊｉ 必 Ａｊｾ｜ の Ｔ 在来下 ＱＺ は乏しい 。

① の Ｎｴ ｊｾＩ 合について、

ｩ Ｉ 川 ｩ 沙は絶対 ｬ 止の不足と、 Ｇ ｰｾＮ 材足場、ｊＡ Ｇ［ＺＧｩ 桜タ ン クなどの川 ｩｩｬ が

ないため困郊である 。

ii )  1I1砂 も泣的に限度があり、泥分の f('I fJ II 、J hl 距離;jf 搬、工場の

設備面 ( 川砂 と同係) などで同級である 。

しかしこの 問題に関 しては、 現有: 生コンメーカーはもちろんのこ

と、'，'1"材%di もよ正剣 に(Iij 向 きの姿勢で対 処方法を 検 汀 '1] である 。

鉄筋の Ｑ ｣ｍ ｉ こ［ ［ｾ ｾ干＿をおよ ｬ ます閃 ← 利主、単にコンクリー卜 ＧＱ Ｇ の ｅ ｂ 副ヒ

物 の はだけではなく 、 コンクリートの JJI Tf 、』包工の良行、鉄筋のか

ぶり 、桃造物のおかれる環境条件、その他広範| 洞にわた っている 。

したが って個キの椛造物については、これらの凶子を毎lむするとと

もに 、柿造物の:f Hri と重要度 、設計胞て 1-- の条件、庖化物その他に

対応 して行う設 計陶工 1-. のfffpt 、今も合めて検討し、塩化物の許符

限度を総合的に判断して決定することが必安であろう 。

ＱＱＱ 砂 は ｾｊｴ 剖 ｓＯｦｬ の ｍ Ｎ 陽、川辺地灰 で， Ｇｩｕ ｉＧ ， し 、内陸生 コ ン工 ｪ Ｍｊ［Ｉ のある

;jt 郎、枚方、 1: 百槻、公良地| 又で使用されている 。 ilt 分の混入i J が多

いと 'j1.f  V. 11<  i J がf何し、プラスチ γ ククラ ッキングを先生しやすく 、

強度 1'- も不 利である 。 IIJli 少保取には表土を除去ーするための投資がか

かるとともに、表 t がjLt 人しないような fif; 丙を講 じながら、ノ' l <i 先い

を充分に行うためのfifpt が必裂である 。 JJIAkは11以fl l' 地 下; z の海岸沿い

と1=. コン工均ま で搬入するには、斥 ，'-p，Ｚ｟ｬ ｴ 、 ｪ 辺搬 ｉ Ｍ ｾ 、 ｗｦｩｴ 行面などに ｐ ｉ 巡 ｩ

カ
f

ある 。

3 ，契 約 に関 して

従来、生コンの売買契約は、単に、スランプ、強度、数立のみで

行う ｩｬｾ 慣があるが、実際に生コンが納入されるときには 、 これに技

術 1'-の 要素が})II わるためにトラブルの 先生することが多い 。 とくに

生コンの場合は他 の J 1  S 製品 と巽な った意味での面倒な事情を抱え

ている 。 たとえば、

① すべて受注生，［ｾであり、品種が多くなりやすく 、調合 設計の方法

によ っては淵合が無数にできる 。

② 製造されてからｉＡ ｉｾ 入省に届けられるまでの時間がきわめて短く、

また時間内 の変Tf も微妙である 。

① 購入省に屈けられてからのf晶、方によ って変質の度合が異なる 。

④ 製品検査の lli 終結果は、購入者に同けられてから 28日後に判明す

る。

これらの ｾ ｲｱ ，Ｇ ｩ は 購 入 行ー とのトラブルの原因となるし 、相 互信頼の

基本原J ! l J
を著し く問符する結果となるため、生コンの契約H寺におい

てこれらについての戎任限界を 明確に しておくことが重要である 。

この点に ｼ渇 して全生工組述は「コンクリー卜の ｾ ｊＷ Ｑ に 関す る協定

:J;. J r 生コンクリー卜の 品 1'[ 作用に閲す る協 定 ;1?」等の案を 示してい

る。

生コン工場 は、購入 省から任された調合や管辺を 一応統計的な資

料 をもととして実施しているが 、生コン工均のレベルもかなり広範

問にわた っているため、これらを充分に実絡している 工場もあれ ば 、

実』包していない工. l " J ，) もあるようである 。 したが って購入者としても

おのおのの生コン工場の技術 レベルを IIIi もって調査し、把探しであ、

くことが良 L 叶持造牧l をつくるために必袋なことである 。

契約; ¥) ，¥1合 を変更しなければならない 事 態 が 発生した場 合 は 、 速 や

かにI ! 俳人有に報; 片 し↑
h!"i

./ii することにな っている 。 これは使用 材 料の

品Tt が変化する. rMft を hJIII して規定されている項目ではあるが、 一

般には、コンクリートのポン プによるn=. 送の場合などがあげられる 。

たとえば、 l主送YHiEが'i"f しく: tll ぃポンプを 使用する場合や、予想以

上 に述 ｎｬｩｬｾ 佐ｉｬＺＺ送をする Ｎｴ ｾＩ ｦ￬ などである 。 このような均合には改めて

J>I . 状に合 った調介に変えなくてはならない 。 これらはすべて契約調

合の変更ということになる 。 今までの例 を見 ると契約調 合の変更は

すぐ令銭問題と |則係するので、購入 行の方もできるだけ面倒をさけ

て通る風潮 Ａ があり 、 これがコンク リ ートの ＱｾＱＷＱＱＧｲ 低下の原因ともな っ

ていたようである 。 したが って今後は品目第一 に考えて必要事 項の

変更については 、I! 注入手Tも生コンメーカーも iiiJ 向 きに 努力 していく

ことが 必ｾ である 。

4 ，暑 中コ ンクリ ート に 関 して

ＮｲｩＢｾ＠ ，コンクリートの制合を行う場合、 一般的には月平均気温が25

℃をこえる頃から巧ほするのが望ましいのであるが 、こ れまでの経

験ではその JU料が大きく現れる時期 としては 、 コンクリートの練り

卜. がり fi lll 度 が約28. C をこえる頃からで、l見l同地区では大体 6 月下旬

から 9 11 r. 1Jj までが対象HHI / 刊となり、この期間 に打ち込まれるコン

クリートの品 ｔ｛ に対して最も大きく［ｾｾ科する点は、およそつぎの 通

りである 。

① 日僚 とする スラン フを得るための J単佼水hl がf(11J nす る。

② Hギ間経過に よ るスランフの低ドが大きくなる 。

① 傑準長生 (20てを 3. C/J<1ド) による強度が、実TT的推定強度に比べ

て比較的 小 さくなる 。

そのｻ 也、施 ｔｉ 而 においては 、 急 ｩ ｾＩｫ ［ｊＺ IJ<分の蒸発およびコンクリー

トの i tn';速 度 が '，' くなることによ ってコールドショイン卜やひびわ

2 5  



れの先生、強度低下など純キな IUJ 題 を生じやすい。

よし 体的 には、コンクリート況t 度 が32' C前後の場合、単位ノJ<:bk が6

- 8k)j 1m'  J-('j}j ll し、運搬 Hキ問 の経過 が30- 60分でスランプ低下は 2 -

3  cmで、 この場合の補正 は、約6kQ1m' のノ'J<:l 11に相当する 。 また強度

に!日! しでは 、20土 3 'c の温度で成型された供試体と比較すると約10

- 20kQ Icnf 小 さい 値を 示す 。 さらに標準長生を行 うまでの n数 が長

くなるほど、 その低下半は大 きいと言われている 。

J AS S - 5 ではこの 問題 についてかなり詳しく 触れ ているが、 その

'1' で ii! 日l コンクリー 卜の材令28 日強度試験結果に 対 して約1/0.95 を

乗じて兄姉けの小さくでた強度を大きくなるような補正方法を促案

している 。

JI S  A  5308には持中 コンクリートについての修正方法など具体的

に不されていないので、 ;ヰ '1'11;干の強度の保証が危まれることがある 。

したが っ て 、 これらの ［ｪｦｾ 特に対しては調合をつぎのように修正する

必要を恒じる 。

① 単位 ノ'J，:，tは約13kQ1m' 多くする 。

② 七メント 1止はコンクリート 強度 で15kQ/ cnf 大きくなるようにする 。

① 制 ＧＡＧￌ 材 は多くな っ た単位 ｉｊ＼ｾ 止とセメント祉の絶対脊杭分約 ＶＰ Ｍ ＷＰ

kQ I凶f 少なくなる 。

以 |てのように持中コンクリー卜を仰卸し J也点でJ I S A  5308の制定

にある締本で保証するためには 、非常に富配合にする必要があり、

これがまた凝結、ひびわれ、その他いろいろな問題を提起する原岡

ともなるので、今後この 問題 については 関係 ) j 而 においても充分な

険討が必袋であろう 。

5. 結び

liij 述 以外 の 問題点 について要約すると 、つぎのようなことである 。

① コ ンク リー卜 nHI 材の品 'l'( が低 下していることは 市実である 。

とくに制11';'1 材 においては 、il 副i少のHJ; 分除去 、IJI(i少の ilt 分除去乍現状

では11'( ちに解決で きない 川区j である 。坐 コ ンメーカーとしては什 材

業 ｴｲＮ と川氏契約を ＱＱＱＱ 確にする必要があるが、ｊＵｉＮｻ ｅ の ｾ ｲｬ Ｎ 材業ＱＧＱ は ＧＱＧ IJ、

ないしは本来111企業 が多く 、己主 持に、 'i た っては 、問、学会、さらには

七メントメーカ一等の 指導な らびに 1)} U力が必 要 と身えられる 。

②b包[ 1 ' 1 は設 ，ntr. に対 し、生コンメーカーは施工 行に刈して、 iE

しいことが言えないような強婦の 卜. ド閲{ 係系がコンクリ一卜の J品1

Ｚ必匹くしていないだろうか 。 このためには、契ー約にｾ ， ｴ づく権利、 ｊ 宝務

をlりW(I( に し、 ドからの技術的改; 年案がフィードパ y クされるように

する必要がある 。

① 台 ｊ ｩ Ｇ 、公問、 設計事務所などは独 ￎ ｉ の コ ンクリート ｉ ｊＺ峨 ［ｉｾ をも

っている 。 11: 峨 ;1:=が間違 っているもの 、現実的でないものも多く、や

やこしいことになる 。 コンクリートは全失やセメントと 同 じように，J ，t

fi;'t (I"J かつ原材料的なものであるから単純化することか噌ましい 。

④ 生コ ンの納入は仰卸し 地 点での品質で判定さ れる 。受け入れ検

査はntli 工行がやる べ きものであるが、これを生コンメーカーにサー

ビスとして 代行させているので兵の検査にはな っていない 。生コ ン

メーカーは変ーボされればポン プの筒先で供試{ 本をとり、さらにそれ

らを 引. l JA/J<rl' 、空 中益生および傑準長生で試験している 。契約内科

にも I)!; J係することであるが、必ずしも生コンメーカーだけで数多く

やることが良いこととは 言 えない 。

⑤ 設，i / 技術は IｾＺ＠ J 度化したが、劇場の技術が追随しないことが多く

みられる 。 J AS S ＭＵ は工Ｍｴ ｊｾＨ 士 般の標準を示しているが、これを即併

できない人には fl l I 併させ るための努 力が必要 であると，也、われる 。 し

かし ー) j でも っとやさしいテキス 卜を作 って汗及させ ることも必要

で・はなかろうか。(せきぐ ち けんじ 大阪兵出生 コンク リ ー ト工業組合技術委 ｉｈ ｾ Ｉ
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大阪府の行政指導の方向

大阪府のコンクリート工法に関する指導要綱( 案)

について

大 橋 孝 則

1  . まえがき

(1)  コンクリー卜工事における 事故

かなり旧 聞に属するが、JI({ 手11501
ド7 川頃から! 収点、償J兵てなーで先生

したいわゆる欠陥コンクリート問WI ム ー般紙も大々的に取り 1'. げ

るところとなり、加えて、国会においても 1'[ 問が行われるなど、 IIt

問の耳目を飽かすに足る事件で‘ あ ったと 言える。今 11 、コンクリー

ト工事はあらゆる建築物の建設に内たり、必安不可欠のものである

が、この・ 需拡1礎的 な素材であるコンクリー卜に強度不足という欠

陥が以呈されたのであるから無JIHもなし、 。 しかも、問題化して取り

壊されることとな った建築物がし、ずれも、わが国でも- 流の設，jl 事

務所の設計除用により、またー流の胞工業. f I の施工になるものであ

ったため、建築界の内外に与えたシ ョ y クは花み 大低のものではな

く、ここにおいて建築界は総倣悔を迫られたとも 言えるわけである

そのため、建設 ｴ￬ においても ・ ｊ ｾ 態を重視し、工事発 ￤￵ Ｎｦｬ の、 ＧｲＩＮ 易とし

てH円相150年 8 月 7 日付で、大臣官房技術参事行名により「コンクリ

ート工 事の適正化に関する指導について」の通達が地 ) j 建設局長乍

あてに発せられ 、その内平等は受注業 1i からl ! 待人先の生コン主上M?' ，を

事 liiI に報 ;与させ 、生コンの検f fは受注 ;ruJ が直持行うよう J行持し、

生コンの11 : 紡強度試験は 材令 7 I1 のものについても行い 、強l支 u正

義がある場合は当該生コンの使川を 11" 11 : させるち: を .nチとするもの

であ っ た 。 また、建築行政の立ＮｴＡｾｾからはＱｉ Ｈｻｦ ｉｬ ＵＰ 年 Ｘ 月 Ｑ Ｕ 日付で、 ｦ i: 

宅局主 ｾ 築指導深長名で、同じく「コンクリート工事の適正化に問す

る桁持について」の通達が各市11道府県勺あてに犯せられ、その内芥

の ｨ なものは 、 建築来準法第 Ｑ Ｒ 条ＺＮＮｾ［ 3  ｳ Ｈｩ の制定にｾＮｾづき建築工 Ｇ ｈ 狗

工計画 Ｚｊ ｾ の従 ｉＧ ｩ Ｇ ， を義務付ける句、の ｦ ｩｦｩｆｦ を険討すること、工事院ｊｬｉＡＮ -ii 

や施工者等に N し、 とくにコンクリートの品質符J l l ! . の強化に努める

よう 指導すること、建築Wl係諸卜tlf本に対しコンクリート T' J もの適正

化 に ｼ出 ｬ し注立を目ｾ起するよう指呼すること労ーであ っ た 。

(2)  コンクリー卜工法に関する懇談会の開催

大阪においては、 卜. 述したような欠陥コンクリー卜問題の凶布化

に先、Y って 、建築界の識 おの問から、コンクリート工事について問

題があること 、 および、それが遇発 ＨｉＯｾ なものではなく、現花のコン

クリート工法にかかわる ｈ ｉｩ造的な ＱＱＱ 閃に［Ｉ，ｾづくものではないかとい

うような 問題処起が行われ 、大阪 J(.fill 築; '';11長が? ! ? 頭取りとな って 、

「コンクリート工法に関する懇談会」がII i{ f11501
ド6 けから前後 21"1 に

わたり 開催され 、予会、 TT公li 、公[ 白J札f

ｩ辿ｾ ト 築 ｦ符 干 界の有志の ｪβｊ 々の問ででＮコンクリ一卜工苓事 ｆ判にこ斗ｼ限問主刻Ａする現状分析が

1行t われた車結占!采1某ミ 、事態 lま来観を許さないことが 1111(1 にな った。 また、

これに対処するため、もう少し、詳創11 なデーターの収集や、それに

［Ｉ，ｾづく現状分析ならびに改 ｪ 専のための対策等を検討する必要がある

として 、lH同法人日本建築総合試験所内に、 「コンク' ) ート工法調

汽委( J 会」を設け、同試験所の奥島所長を中心に運常することを決

定した 。

2  . コ ン ク リ ー ト 工 法 調 査 委 員 会 の 提 案

コンクリート工法調査委員会は、 H7i 手fl 50年 7 月 2 日に発足し、委

只 柿 Ｑ 戎は学会 、 設計 Ｑ ， ｾｩｩｊｉｉｉ 、建設業、生コンメーカ一、ポンプ陀送業

および官公庁、公卜tl、公社の各分野の委員をもって構1)比され 、下 部

組織として材料および胞工に閲する事項をj I I _ 当する Z 部会と慌E里お

よび検査に関する事s(i をfll. 叫する K :tll 会の 2 部会が設けられ、約 1

ヵ年に及ぶ長! 日lにわたり、村 }J 的にコンクリート工法の治問題を検

討した 。 その成果は「コンクリート工法調査報告; !? 」として取りまと

められ、木号においでも{ 也の執筆1 i の方々により紅i介されているの

で、本稿では詳細は ;I!IJ 愛するが、要約すると、昭和28年に生コンの

J IS  (A  5308 レデーミクストコンクリート) が制定されて以来、建

設l宅業の 1E1T1 に伴い、中コンに付する需要が年々 1::1まり 、f見: ( Eでは

ほとんどの建築仁 'F において生コンに依存している 。 また ー }j 、生

コンのポンフ! 巨送は 11({fI140{f. liijf変に建築工事への使用が li r. l始された

が、建築工事の大尉校化、てWI の短縮、労務者不足などを fT;if に、

その ｉＺＢｊ 生時件ーが注 ＱＱ され、近々 ＱＰ 年の Ｑｭ に臨問たる［Ｉ，ｾ僚を築いてし

まった。 f> l . 在ではむしろポンプ圧送によらないコンクリート工事 の

)j が珍し L 、状況である 。 しかしながら、この一 見不やかな技術の開

発の必で、 2. わきるが.j似が広がりつつあ ったことは行めなし、 。 なる

ほどコンクリート工 'Fについては、 11 木建築学会の J A S S 5があり 、

またコンクリート l五送については同じく学会のコンケリートポンプ

工法施工指針があり、 fljL 1 ，命的には万全の対策が講じられてはいるが、

現実のコンケリー卜工 ・]'>; においては 、 これらの仕様 ，' ; : や桁針は、多

くの現Ｎｴ ｾｾｾｩｩｾ 虫 ＱＱ や工Ｍ ｝ＱＺ Ｑ ，Ｚな ｦ 引 ｩ から無視されてきたのではなかろうか 。

そこに欠陥コンクリー卜工' ] 1 が政呈される嵐床があったと言えよう 。

コンクリートの品質について言えば、関岡以阿においては海砂使

用による塩分滋皮の問題があり、とくに大阪の海岸: ' f I 1に収地する生

コンてI易においては90%以 上が海砂に依存しており 、 したが って、

J AS S f ; 見定を |廻る応分を合むものが本11当数あることが判明 した 。

また、ホンプ圧送については、コンクリートに I¥¥j する知識の欠除から、

陶工性のみを追求して必要以 上に軟らかいコンクリートを使用した

り、はなはだしいものは11: 送を芥幼にするため注ノjくしているような

引ったも指摘されている またコンクリー卜の打込みは疋来、施王者

埠寮と社会 / ＱＹＷＷｾ ｦＮ＠ '1  11 };. 2 7  



(!!I ]で行われてきたものであるが、いつの 聞にか圧送業者の 仕事 にな

ってしま っているのが大勢で、これ は最初圧送業者f!!l] のサ ー ビスで

行われたものが、↑釘習化 して当たり 前 にな ってしま ったものと 思 わ

れる 。 しかも 、小人数 で重量のあるポンプ筒先を振り廻すため、 内E

筋の 占し れを招き 、 これらが積み重な って、 コンクリート 強度不足と

いう 問題 を起こしているのであり 、 その意 味 で ｾｲ ｩ Ｚｴ ｅ 化 した 事故 のみ

ではなくて 、 コンク リー ト工法の現状には椛造的 なものが伺 われる

のである 。

生コンの 製造とポンプ圧送 が一般化する以前のコンクリー卜はも

ちろん税場で調合して 打 ち込 まれたものであり 、工事監理 nも工事

胞 工 ｜ｾ ｦｩ ＧｬＧｦ ｏ も ｼ 守ら 手 を下すくらいの意気込みで従 事 したものである

が、生コンを 利用 し、ポンプで庄送し 、 さらには打込みまでもが純

工業者 の手を 離 れてしま った現在、 コンクリートの各種試験さえも

できない慌n日が用 えてきた 。

また 、生コン 製造、 コンク リー ト愉送 、ポンプ圧送 、打込みと工

科が車 ＱＱＱ 分 化 され、 Ｎｲｾ所的 にも 拡 大し、 ｈ 寺 間的 な 要 素も大きな ［［ｬｓ 特力

をもつようにな り、各種工程が多くの企業に分散されてきたため 、

工程rmm7Lの述繋 が円滑を欠く実態 も見逃せない 。 また、 fiE本至 上

主義 とい った誤 った考 え方からコンクリートを打ち込むというより

も流し込むとい った態 度も 見受けられるのであり、各工程ごとの責

任 を明般 にし 、各部門 がそれそれ1 " 1らの !': U壬を遂行することによ っ

て、出来 |・がったコンクリートの 品質の確保 を阿る 必要があろう 。

つぎにてFZの科部門 についてコンクリート工法についての知識の

欠除または不足の 問題 が指摘 される 。生コン工場 においては海砂の

使用 による塩分泌度について 安易な 取 り扱いがなされていなか った

か、大いに反 省 されるところである 。海砂しか使えないのだから庖

分を合んでも 11:ブj がないとい った認識がなか ったか、これが直ちに

欠陥につながるものではないとしても 、長期的観点から 見ればきわ

めて必ぼ すべき点であろう 。圧送においては 、間本H寺に注水するな

ど言話近l析としても 知識不足に起!大|するさまざまの nln辺が指摘 され

る。 もっとも筒 先の振 り廻しを圧送1走行 に委せることの是非もある

が、実態 がそうであるならば、やはり日送従事有 に対する 教育も 必

安 であろう 。 現場監間 以 、 工 事 慌 ｈ ｕ についても 同 級であり、 ｾ Ｇ￭ 然

学校教n その他 で腎得してしかるべきコ ンクリートの谷組試験咋: に

ついても 、 実務で等 問 視されてきた思しき悩ｾｾのため、その能力の

張失が伺われるのであり 、彼らについても再教育の必要が生 じてき

ているものと 忠 われる 。

3. 大 阪 府 の 「コ ン ク リ ー ト 工 法 に 関 す る 指導 要 綱 (案 ) J

大阪!のは、 liij 述したように 、 コンクリート仁法にl則する懇談合の

Ilf .JfWから 引 き続きコンク リー卜工法調査 委11会に 11i l必 して きた 、

ンク リート工法への取 り組 みにおいて、 I I らも 、 これに参凶し、ま

た、ある程度の成果が得られた晩には 、l仔ドの特定行政1 ' 1' とも協議

して 、fllf らかの行政指導を行うことを検討してきた 。

そのため 、欠陥 コンクリート問題が発' セした l直後の昭和501f， 8 円

以来、取り敢えず、「コア採取試験片による圧縮試験の取り被い安官ri

(1ホl胤) J により、大阪府の所柄:する 地域 内 において行政指導により

コアのrE紡試験を行 ってきた 。適 用対象 はR C造、 S R C 造で、つぎ

の科rri に該当するものとした 。

① 正 ｬＡＺ 築 ｾ，ｾ 準 法 第 Ｖ 粂第 ｬｦＮｃｬ 第 Ｑ Ｔｊ による 特殊ｾ 築 物 Ｈただし 、

延べ商干況 が 200 m' 以下のものは除く )

② 延 べ[ 町立が 500 m' を，回える建築物

③ 附数が 3 以 卜. の建築物 ( ただし 、延べ而制が 200 m' 以ドのも

のを除く )

2 8  

@  その他 とくに 指心する ill 築物

コア試験片の序ー縮試験の実施機関 は( 財)日 本建築総合試験所 とし 、

この 指導の実施期間 は判定 的 なものであるが現在 に王，] っている 。

今般 、「コンクリー卜工法調査報告; 作」がまとま った段附で、提案

された 内容につい て 卜分険討を行 った結果 、 コンク リート工法の現

状を踏まえた Ｑ Ｇ ， で 、 やはり い ｉ らかの行 政指 導を行う 必要 を ｪ ， Ｇ Ｈｪ ＡＧｩｾした

ので、大阪府下特定行政It 会滋 に提案し 、数次 に及ぶ検討を 進めて

いる 。 また 、 これが ｉ ｻ Ｎｊド の 建 築 名界 に 大 きな ［ｩｩｾｾｾｾ を 有 することに鍛

み、大阪府控築士会、大11反ill 築 |二事務所協会、大|坂建 築設 ，iI '院内 協

会 、大l坂建設業協会、 |持]v[j 生コンクリート 協会および大阪コンクリー

ト汗A 送 協同組合に 対 し、' ) f 綱原案についての説明会を 個別 に|制限 し、

これに 対する立 見 を求めてきた 。各業界 においても 事態の重 要性 に

ついては 卜分ご認識をお持ちいただき 、細部 について粁下の立 比は

あ ったものの大筋において同立を得た 。

さらに 、 コンク リート E法はひとり 大阪のみの 問題 ではなく、広

〈全国的な 問題でもあることから 、本府 としても建設朽のご 桁将を

受けるため 数次に及ぶ説明 を行 っている 。

また 、建築学会の lii j会長の情出先生が座長をつとめられる ill 築椛

造技術懇談会においても数1" 1にわたり 、説明会を行い 、間 々のご 桁

砕をいただいた 。 今後さらに 、 ｉ ｻ ｊ 下特定行政ｉｩ ｾ 会 議 で最終決定の ｼ ベ

』包行に移す予定である 。

ｾ 綱案は 別 記 の 内 寄与とな っ ているが 、こ れについて 行 下の解説を

加 えてみよう 。

第 Ｑ の目的 はコンクリー ト ポンフを 使 用してコンクリー卜て ｔ ｊ ｾ を

行う 場 合の品 7'( の確保 をlχl り、 lli 築物の構造耐 力 ! の安令性 の雌保

をr1 的 とすることをうた っているものである 。

第 2 の適用範 囲 については、コンクリートポンフを 使問 しない上初

合は対象としないこと と し、 R C造または S R C 造 で 3 附以上 または

延べ商積が 500 m' をこ えるlli 物を対象とし 、 そのほかに本会泌が必

要として認めてと くに指定するものとして 、将来における純開のfJ ，よ

大 の道を ｮ｡ ｾ 、たもので、191] としては ・定量以卜 の生コンを 使 JII する

工作物 などが考えられる 。

第 3 の工事監理及び工事施工管理 であるが、工事院刊行 わ・よびて

事施工 Ｍｨ に士、 ｉ し、ｦｉ ＧＨ ｉＨｾＺｻ＿ ， ｲｬ Ｇ ｾ ｩ ｩ ｬｬ 主 ｬ こコンクリート工 事 施工 ， Ｚ ｾ ｉ ， ｬｩｪ ， ｴＮ ｉ ￆ 特 ｾ ｉ ｽ を

従 出 させ、工事税局 における工 事院珂 または工事純工作聞 のつ定政を

行わせるために、工 Ｇ ｊｖ ， ｾｦｩ fl ll 実務 行 または工事施工併用実務- h を定め

ることがで き る行則定 し た 。 また 、 これらを定めた均令は Ｑ Ｇ ，， Ｑ ｣ Ｇ ｾｉ ｕ［ Ｇ

力に記載させることとした 。 さらに現場における工* 院内 または工

事 施工 符珂 を行う 行 に 指 定の 研 修を受ける 義 務を諜し、手 守 ｉ＾ｾｮ｜ につ

いてＧ ， Ｚｾ Ｇ ＮｉＮ ｾｅ または 古 Ｚ ［ｉ ｉＮｾＧ 巡 ＱＧ Ｇ Ｑ する人のうち 少 なくとも ｬ 人 以 上 は 研 修受

• ｾ 持者 であることを 要 求したものである 。 研修 の ｾ￱Ｇ Ｈま ｬ￬￭ｪ 紀 桜 ［ｩｦ ｂ Ａ ＿ で

も指摘 されている通り、コンク リー卜工事についての認識が抑止的

に不足していることは 事実であり 、 これを是正するために欣えて 研

修を義務付 けたものであ る。 したがって 1 級建築 上または 2 級述築

士をも対象とすること とした 。 ただし ヰは研修の免除についての胤

定であり、免除士、I象 {i ' としては、ホ ンフ工法が一般化するは Ijij にお

いて 相 当程度の コン クリート工事の経験を有する -h とい った観点か

ら線を引くことを考えている 。

第 4 のコン クリートの圧送 であるが 、10cm ( 4  11す) 以 ドの機 慌の

伎川 を祭 11こする IJJ 令を 列准したが、内等は学会の指針タs を参 考とし

たものである 。 ただし !点目，]告:陀 送 ，iI企画をたて試験圧送によ って支附

のないことが司在かめられた ｊ ｾＯｾｾ は 使 用を認めることとした 。 つぎに

ホ ンフが老朽化すると能力の低下を来たすので、{史mWllill が 5 i!'-を

こえる場合には指定の1' 1二fiEぷ験に合格したもの 以外は山川 できない



コン クリー ト工法に関する指導要綱 (案)

第 ， . 目 的

大阪If . f 卜特定行政li' 会 設

II{{ 平11 11'- n  11 

この指 導 要綱は 、 コン '1 1) ートポンプを 使rnしてコン 7 リ

ート工事 をl r う場 合において、その純 E にl則し必要企 'i' Jii を

定めることにより 、ili 築物の川 浩 耐 JJ I の安全1 ' 1の 確保 に資

することを 11 的 とする 。

第 2 . 適 用 範 囲

このJ行場要綱 は 、 大阪 l{f F においてコン 7 ' ) ートポノ 7 を

使 用してコノ 7 リート工IJl を行うぬ合で、次の各けに J主吋す

るものに適用する 。

lり) 鉄 筋 コノケ lリj 一ト造 Xlはま鉄 fni

物 てで予3)，以:.1. 1上A の 附数 をイ有Tし、又は延べ間航が500m' をこえるも

の。

2)  その f也、本会織 が特に必' 8 ，¥と認めて指定するもの。

第 3 工 事監理及び工事 施 工管理

l  工 事自 主 ｊ Ｇ ｐＮ ＭｴＮ 及び工 事 施工 ｻ￮ は、 ｉＩｾｊｉｉｊ として確認のＢＧＮＡ， ｾｉｉＮｾ

に 、 コノ Ｗ リート工 ＧＩＱ 施工，汁剤事 ｕｾ り ｾ ｾ ( 微式 1 ) をill 築下

司EにJA!J もするものとする 。

2  工 事政理者又は工事施工丹は、コノケ' ) ト工 'Jほの 取 樫

文は胞工符理について、 れ らの ｭ ｦｬ Ａｾｈｦ のもとに、工司 ｈ ｊｩＮ

J品における工事政I ' p. 又は工 'Ii胞工有用に係る実務を lr わせ

るため 、工事敗 血 実 務 .{j 又は工、Jilii由工待問実務. { j を定める

ことができる 。

3  工 'M!左辺者又は工事総 工 .{j は、工事政. f 1p. 実務 .{j 又は工 ' Ji

施工 Ｇ￭ ｾｊ 里実務 者 を定めたときは、これをコン Ｗ リート工 事

施工 ｬ 汁 同報符Ｚ Ｇ ｾ に記似するものとする 。

4  工 事現 場 で nら工事殿内を行おうとする工事取理. { j 及び

... 

工 事監J 1P' j .::t ii 岳、，Ii ，ぴに仁 ')HJi. j，品で 1' 1ら工事胞 工 符I' P. を行

おうとする工 .)t胞 て有及 び E ・)i 施 工 符 理 実 務 .(j l立、本会議

の ｊ ｒ 定する研修を受けｾければｾらな ｴ 、 。

ＱＱＱ ＱＮＮ、本会議の辺、める 行 はこの限りで ｾｬ 、 。

第 4. コンクリートの圧送

l  次の各乃の L γ 「れかに J車内する I品合は、 111干10cm以 F の

機協は 使用 しないものとする 。 111. し、 ポンプの能力 、両日17

の長さ . 1干、コノヲリートの州 首i .  /;t'， t't 刊 f岳写を 身1，& し

てＯｾ送 Ｂ十 両をたて、試験日送によ っ て支陣のないことが昨

かめられたぬ合はこの限りでない。

1) 刊 さ が20mをこえる打込み。

2) 高 さ が18mをこえる舵 I，t コン 7 リートの打込み。

3) 陥引き長さの- : T lnが 150mをこえる打込み。

4  )  スランプカ'I 8cm未満のコノ ' J 1) ートの打込み。

2  コノ 7 リートポンブは、その If /II が 5 :1. をこえ辛い JYIJ ::J

ｬ 刈に 、 本会議の 指 定する ｴｴ￭ ｩ ｾ 以験を受けるものとする 。

3.  コンクリートポノプの/1: 送 従事行は 、本会議の指定する

附修を受けるものとする 。

第 5. 試 験 及 び 報 告

l  工事 '3a埋 行及 び 工 i)i lii匝T .{j l立、コノ 7 リートの M，1 t を符

埋するため、 ｧＧｊ ヨ ｾｬ 守 欄 のＮ吠験を行うものとする 。

2  工事監f盟-t. 文は工事監 用 実 務 .{j は、日' 1M吋欄 の 試 験 に つ

いて、( 1ニ) 欄 の業務を行うものとする 。

3  工事施 工有 又は工 ')i lii画工作用実務舟 11 、別 '-'<(1;1) 側 の 業務

を行うものとする 。

引l し、工 事施 王者 がこれらの業務 の全部又は一部をf " ，t ; ' IT

事施 t 者 に行わせる場 合にあっては、工事施 [ -/'i 'は utEi 産業

務が泡正に行われることを雌認し 、 コノ 7 リート工事施 工

計画報告［ｴ ｾ に次の市 ｊ ￬ｊＨｪ を ｊ 己 載するものとする。

1)  下請工 事 施工 者 及び ｆｊｩｾ 工 事 施工実務者 。

2) ｾＧｉ ポいＩ 嗣 ｬ のうち、 ｆｊｉｾ 工事施工 ｪ ｩ［ｦ ｈ ， の ＱＱＱＮ ＺＧＱする ｊｩ ｕ I。

4  下請工事路 工 .{j 及 び F消工事施工実務 .{j については 、 第

3 の 2 及 び 4 の. ! J / . 定を時f‘mする 。

5  工耶 監J 1p' {i li 、日'IJ " ' & パ欄の試験の結果のうち、 ill 築 主τ)1

の 指示するものについては工事完 了 時 に 総出 するものとす

る。

第 6 . 検 査 ， 膏 鉦

「コノ Ｗ リート工 事 崎工， ｈＱ Ｑｉ￯ Ｑ 桜 ｾ Ｇ ｩ Ｇ Ｍ［Ｍｲ ｾ＠ J 及 び 試 験 の 結 * は 検

査 済証の交付の可? i についての判断に活用するものとする 。

第 7. 研 修 等 の 実 施 縄 関

1. ljI; 3 の 4 に定める工 ')1敗 I' P. 行えは工事政 I' P"-k fJi .{j 及 び 工

百ｊｉ 施工 Ｗ＼ ＩＨは工 事 ｴｾ 工￱ＭｊｬｰＧ実務ＮＨｪの研修、ＮｉｩｩＮぴにｴ［ｲ［ 4 の 3

に定めるコノ 7 リートポノ 7 の11: 送従軍JI 丹の研修のうk ; 純機

l閉じt 、 FJ eによる 。

l ! 1同法人 n本建築総合試験所

2.  ，;' ; 4の 2 に定めるコノデリートポノ 7 の性能 l試験の実施

機 関は 、 H Uによる 。

l!1川法人 日本主I ! 築総合試験所

3.  ))' 1; 1割引制の r111定 試 験1'1[ J は次の各行による

1)  I吋l司法人 日本 ili 築 総 合 試 験 所

2)  その他、本会議の認める機関

附 則

この fl1v; t 要綱は、 II{f 布I fド /1  11 から随行する 。

ＱＱＱＮ ＱＮＮ、 ｬｩ ｄ の Ｔ 、 ｾＴ の Ｒ 及び Ｓ については、ｬｉ ｻｦ 布 ｉ 11'-

n  111ぅ、ら胞 lr する 。

(い) (ろ) ( は) ( に)

験試名

試 験

該 当 材 料 試 験 Jii Jl 試 験 方 法

材 令

試 験 1" 1数

霊骨験

砂 11 1  Jl.¥ 分 J A S S  5T - 202 
..-/' 

工Ｇ Ｏ ｾ 1制始 ，ii J

砂、砂手1)

1/  

1 101 

121  車内 .19.! 1_t J A S S  5T- 201  
工事中

砕石 11"1/ 1 1  
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r  ノ
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JI S  - A  1116  
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ク
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ト
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ト
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試
硬化した
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一卜

181  ，::;_ 7 ，.P¥ぷ 体

j 正 縮 強 J!i

J IS  - A  1107 28rt 指示による

E罰E

コ ン ク リ ー ト 工 事 施 工 計 画 報 告書 ( 案 )

建 築 1:. 事 殿

工 | 名 紘

耶 | 所 花 地

¥J! 築 J ， 

，［ｾ＠ R  

1: '1'  席、 P，" 丹

て 'Ii .e 工 /;

工 '11 ｾ主珂実務 丹

工事監王聖者

工 事 施 工 者

ftpJi 

f U庁

ft 所

m' l f 

住所 |

ft" !i I  

1Il，1后

司l .ll，

電話

7世話

'iIl .lfo 

電，Ａｾ

;11，1[; 

⑪ 

⑪ 

工 ')ilii也工 {; 工 事監J 1p. { ;

拭 料 の J京 取 そ の 他 試験の: ; ) . l ・施 行 正は 又は

工 事総 工 管 f'.P' X f)j 行 工 事 欧 州 支 局 {;

レ予' ーミクスト

コンク' ) ート1 :

指定試験所
2品 X は

1)1.1品グ)'!'j' .f' A- ii' l .tJJ

1)  試 料 の 保JfJ( 1)  試事村草取に立会

工事施 工 丹
2) 試 料 の1: 1 定試験所 2) 試料を指定. ! J ¥: 験所

打込み1I ' l : lii/ の

へ の 搬 入 へ繊入する I品合試

コン 7 リートィ車

x は

工 事胞工' i ' i ' I盟

3) 131、141、151、161の 料 の iif 認

( ポンプ筒先)

試 験 の X S祖 3) 131、141、151、161の
:;).l f) j {;  

4) 試 験 の 結 果 の 工 ')1 試 験 の 実 施 に 立 会

J QJ:品水中3寄生を

Ｑ， Ｑｾ｛ 改 行 ｸｬ ま工 事 ｾｾｾ 4  )  試 験 結果の 幣問、

よ仕 上 励行すること

f里実務 {; への幸u待 f民;'(

指定試験所

1n，)ζ による

制 ＸＱ コ Ｗ ＨＱ ｜ｾｦ 本の ｉｉￔ 縮強度試験はＮ也築Ａ叶 ｬ Ｇ の指示のある ｉ 品合に行う 。

枕 Jよ礎 陪 - f青まで 陪~ 附まで 昨j - 附まで

tl k : l t l U  

コンクリート

ｩｾＮ Ａｴ Ｉ 正準強 ｬ￮ｴ
kg /CnI 同/ CnI kg/cnI kg /CnI kg / 凹f

杭 Jよ砲 床 は り 佳 明
コンク '1- ト

イI 担式

所書スラノプ
打政し 打政 L

ポノプ車町

c m I  l' 童
用 無 rJ1壬

吋 rrf/ H

c m αn αn 。η αn 開

ム‘ '  

打 込 箇 所

コ 打 込 年 月 日

ノ 訓 告 強 度 kg/cnI kg/凹 f kg /CnI kg/cnI kg /CnI kg /at 同/ CnI kg/cnI 

j 打 込 容 附 rrf πf rrf rrf rrf rrf 野f rrI 

l 予 定 試 験 教 1"1 /"1  1"1 1"1 
[111 l司 1"1  1111  

ト
コノクリートコア 数 本 本 本 本 本 本 1>= 本

打込
打 込 簡 所

凶.11t  打 込 年 月 r J

T. 'I' . e 工 脊 恩 1 d耳打

II( "i 以験rii 円・業務 (叩'I;/{) 1 2 3 ・4 ・5 ・6 ・7 8  
捌 合 強 度 kg/cnI kg/四f kg f，四f kg /CnI kq /四f kg /at kg /，αd 同/ CnI

ド | 下 請 工 事施 [ /; 住所 | 電話

j会社n l  l  |  ドin工'1'施工主務 行

ft 所 | 電話

Ilt 当試験rn日 業務 (日11m 1  '  2 ・3 ・4 ・5 ・6 ・7 '  8  

11 送 従 事 告 f/' ，W 1Il.日

十再造および陪歓 造 地..t rt! 附 1111 注|

l而 間 迎築 lui )1I rrf 延べ耐附 rrf 裕司自附而傾 rrf 

町t t!l. 日丹羽l 11  I1  筑 ，.マaー

f，); II I  M  下} む よ ぴ .e 工

レデーミクスト 所製造ー 会社、在仁上品名およ地び

電，Ifo

コンクリート

時間工事' " までの距離時間 km 

セメノト

品名傾日'I 別造工場

納 付 H

ｾｾ＠ J也

歓 粗 11" M 

，1/; 1也 敬 ・品火、ti .t

件

石 ｉｬｾ 地 ・数 la).: ，I'; .t 

U1tt' f t M 

材料による何分 数

iU布l材料

」 ー

打 込 容 111 町f rrf rrf rrf rrf n/ rrf rrf 

F 定 試 験 数 1';1  阿 1"1  11i 1  [I il  [111  [111 
1"1 

コノクリ トコア 数 本 本 コド 1>= 本 本 本 イド

出金 ?
関 1f t  rrf 軽』量 何 m d白h 川u  

rrf 

時 l 阿の試験につき

7  LI 本 合 計 本 28 rJ 本 合 計 l .f;: 

n  本 合 計 本 日 本 合 計 本

ポ ノ プ i l1配管 長さ 水平配管長さ| m l 垂直配管長さ m I ベノド符 | 館所

『工養生属
打 込 作業 ｴｾ

ポンプ工 lコンクリト工| 土 工 鉄 筋 工 | 左 官 1 M枠よ工 l

人 | 人 | 人 人|
人l

突 き 悶 的 機突 人 パイプレーター 陣式 台 コア式

[叫
健 生 方 法 各回l その他

主 柱 の 除 去 平JQI に除去する計画 有 無 約宵T 日 最 1-.1苛

出 11 拠出時未定的簡所は工事着手 ｩＱｾまでに ＡＱ 入すること Ｎ

出21 7 日 坦日コノタリート 110楠強度以輔、コノタリートコア IE耐強度試験は附問法人日本也事総合試験所

(，吹1H，li 雌 (1台5 nl 12511'i 地の8¥またはそ町他指定する以駿所で行ヲこと .

¥ 電 話 田- 872ー0391 ( 代占) J  

人

台|
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こととした 。 また、ポンプの圧送従事行に対しての指定の研修を受

講 することを義務付け ているが 、 これはポンプ 1 iι? につき 少な くと

も 1 人以上は研修受講 者 であることを 安求す るものである 。

第 Ｕ の試験及び報告 であるが 、 工 ￟ ｊｾｬ ｪ 乾 ｅ 望者 および工 事施 工 ＮＨＱ に 別

剥い)術! の試験を行うことを義イ先付 けた 。 またこれらの試験を下前け

に行わせる j-M介 には 、工* 胞工 .(1はそれが適正に行われることを的

認し 、 コンク リ ー 卜工事胞 工 計 ｰｬｬｪ 報作 ｾ ｬ ｾ に ｪｩｦｲ '?f. の事 項 を記入させる

こととしている 。 つぎに ｆ 前工引施 仁 ｻ￮ および 卜 Ｚ ｾｉ ｉ ￍｩ 工 ｾ ｍｪ 包 工夫 ｩ 先行

についても 研修受講災級は 当然 諜せられる 。 なお日IJ表(パ欄 の試験の

結果について、建築主事の指示するものについては「工事政II 日報告

， Ｑｾ ｊ に ｩ Ｚ￟ Ｑ 、 ｉ して従 出 させることとした 。 ｲ 建築主事の指示するもの」

という表現にしたのは、 I(f ｆ 名特定行政 ｬｩ ｾ により、事務処 ｦｬｮ ￍ￬ｬｕ ｊ ｾ

に特午があり、/ j す F一 作というわけにもいかない事情があ ったため

である 。 したが っ て、指示の内芥については特定行政ｉＧ ｊ ｾ により粁 ｆ

のネ逃が生ずるものと考えている 。 なお、コア 供試{本のfr : 縮強度試

験については 、TJ"j: 後において行うことも可能であるので、たとえば

事政 が発生したり、そのおそれがあると認める助合等に限 って指示

することになろう 。

第 6 の検査済証 については、「コンクリー卜工事施工計画報i今川」

および試験の結果は 、検査済証の交付の可汚についての判断 に 治m

する旨規定したものである 。

第 Ｗ の研修等の実施機関 であるが、工 Ｇ ｊｾ 取ｦｆ ｈ 者、 工 事 院内実務 行、

[ Tj"j:}j包工行および工事胞工作Jfll 実務. ( 1 に対するf i J f修並びにコンクリ

ートホンプの日送従事お に対する( i } f 修とも r1木建築総合試験所に 'k

施を{ ( ( 1i ( I している 。 つぎにコンクリートホンフヲの性 能試験の実施に

ついても同試験所 に依頼することにした 。 また、符師 試験のうち(ろ)

欄 の ｲ Ｍｴ行 定試験 所 」としては 、日本ｾ 築総合試験所または「その他

本会議の認める機 ｉｾｊｊ としているが 、 「その 他本 会議の認める機 ｉ ｙ［ ｊ ｊ

として認め得る機!日lが現花のところないのではないかと考えている 。

なお 、" 本住築総合試験所の処Ilrl 能力 については、 現在、同 j川5食所

の 本所 および大; A : 分室で，1J¥，!段が行われているが、近く大阪府d'jf. 11に

さらに ] 筒所の分室を設けるべく準 (Iiill llとlifJ ，、ており、サービス 1:

川:wはないものと考えている 。 なお附川 として胞行 " を入れた 。

4 . 今後の問題点

( 1) 指定研修の実施

安綱案にも示されているように、工 Ｇｊｾ 除問者、工事 Ｑ ， ＥＺｦｬｬｬ ｊ＼ＮＺ務行、

工 事 施工 .(i' および工事施工符理ったt先行花びにポンプ'J f . 送に従事する

. ( 1 のいずれに付しでも指定の研修の受講を災イ先付け、研修の実仰を

l吋r，tl 法人" * 建築総合試験所に依頼したが、同試験所はこれを' ' 1 - け

てコンクリート工法研修委以会を設け、研修の企画立案および( l I f 修

内 科、， Ｑ 持 ＨＺｬｬｩ の選定を行わせ、研修会 Ｗ 信仰に関する事務 ｲｾｊ 係は問試験

所において. j " J[ 、li することにな っている 。 研修 JCJ] 間については、工事

院! 1M{i 、 仁 ｟ ｊ ｊＱ ｉｉｾ 花開実イ封書 、 工・ ｊ ＢｪＺｉＯｴＡｩ [ おおよび工事I / t ! i 工管理実務 行に

あっては 21 1Hi J程度、 rF. 送従事行にあ っては 1 日間程度とすること

が考えられており、』包工位f FH1  Y; J係 では j式! 殺 )J 法に重点をおき 、 コン

クリート工 ・J"j: の欠陥の実例を織り込む方針で 、! 正送関係ではオへレ

ーターの ｅ 要性と欠陥コンクリー卜がどうしてできるのか 、 ｾ ， ｾｾ的

かつ実 ｩ ｪ ￭ ｊｩ Ｈ ｊＧ ，Ｉ［ｊＺ 内 容を煤り込むことが 汚 えられ、委 ｯ 会の中にＧ Ｎ Ｇｈ Ｇｊｾ

u会を設けてテキス卜の 内科 、以市. ( 1 について検討中である 。

(2)  細骨材の塩分

木! 出向を検討中の111ミ年12月、大|仮通路局は J IS 許可工場各社 に対

し、 $111竹 材の邸分についての指導通 達 を行い、 r J  IS においては仁木

学- 会、建築学会の { 上級汗 によるとな っているが、 この (J 械' r - とは解

30 

，1!e を合まない 。 ただし、指定の| 坊錆剤を使用する j-J]j 合は 0.1 % 以 下

としてよい 。」旨の兄解を示された 。 そのため、 J IS 工均の多くは、

いわゆるノーマークの生コンを 出荷す るというような事態 とな った

が、その後 、 今年の Ｒ 月 ＲＸ 日 に 、通 路局は Ａ沼通達 に伴える 通達 を ， Ｇｉ ｾ

し 、 ｊｮ ｾｽ が Ｐ Ｎ ＰＲＥ をこえ、 Ｐ ＮＱ Ｅ 以下の制骨材 を 使用す る Ｎｴ ｊ ｾ ｪｦ￬ にあ っ

ては 、鉄筋の防鈎のため、それぞれの当 事 者 が 執 るべき fl 'i fiii (例示)

をfA- 約の段降? で 吋事行間 で十分協議のうえ 、文 ?? により 収りかわ し

ておくことで使川 を認める旨の 見解 を示され 、 ・応の混 乱は 1111避 さ

れた 。

この 問題に ついて 、建 築行政の立渇からみると 、建 築［ｊ ，ｾ 準法随行

令筑 ＷＲ 条ｾｾ 1  - f ; に、「骨材 ・ノド及び混手!日当4は、鉄筋をさびさせ 、メは

コンクリートの凝結及び硬化 を妨げるような敵 、温、午I機 物 〉くは泥

1: を合まないこと 。」とあり 、 J IS に適合しないコンクリー卜を 使

! 日した均合、政令に濃度に関する数航が示されていないので、直ち

に述書ｾ［ｊ，ｾ準法令にほ触するとは考えていない 。 安 は政令の解釈であ

るので、建設省に指示を 作Jlい でいるが、建設ヂi においては建築技術

術査委L 1 会の ι11
に小 委 LJ. 会を設けて、この問題を 検討されるな向の

ようである 。

(3)  要綱施行のスケジ. ユール

要綱は現段附ではまだ案であり、今後、大阪! 府仔ド特定行政l川斤i' 会 J

におお‘ いて i紋1改t持車終冬の詰めを行 つてi決夫定することにな つている 。 一プ力y、関

係 .(1 に対し 、研修を義務付 けているので少なくとも、名手宅研修を]

1111は IlfHlli しないことには、木終的な施行は困¥1(E と思われる 。 また 、あ

る ｦ Ｇｴ ｾＱ 交の判定 ｈ ｊｬ間 を設けることも考えられるので 、 これらの条 件 を

似j 案して決定することとなろう 。

(4)  その他

以上、 コンクリート工事指導 要綱案について記述したが、 これを

施行するに当た っては 、 なお穏々の問題が生 じよう 。 この行政 桁導

はコンクリートの 品Tt 伺u呆のための最低限の 指導ではあるが、実施

について 、施i : _， 設 計舵! l 1l 、胞工 、生コン 、圧送とあらゆる関係者

のII I1併 と協力 なくしては到氏 成功 しない 。 また、生コン倒的、各担

工 ・ ｊｈ ｉ Ｈ についても 行ｼ 二 の ｦｩｬｬｩｦ 名 の ｾ ＧＺｪｬ ｬＮｾは避け られないが、合 ｈｈ 的な ｦｩｬｦｩ

f特設定についての 関係. ( 1の努 力 をお願いした い と考える 。 また、コ

ンクリート工事 路工についての符分里子のf ' H壬分十J[ の lリ|純化 なども今

後、 |県l係行間 で 卜分検討されるべきものと考えている 。

( おおはし たかの η 大阪1{.fill ?i1;:iJ lill 築指将謀長)
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現場におけるコアサンフ

リングによるコンクリート

強度試験

俣 野 善 治

コンクリー卜 桝 造 体の桝 造 安 全 性 ・耐 久N:

は 、 そ の コ ン ク リ ー ト が 所 要 の 強 度 ・l耐久 性

水? を; 性などの品質をもっ場合にのみ保証さ

れる 。

コンクリー卜の諸件: 1 ' t の中で、圧縮強度は

構 造 安 全 |てJI x : も重要で、あることと 、f也の多く

の 性 質 が こ の 強 度 に 関係づけられることから、

一 般にコンクリートの; 日1 ' t 評価の指標として

この圧縮強度が用いられる 。

既 存 の 構 造 体 な い し は 施 工 完 了 後 の 梢 造 体

のコンクリート強度を知 l る 方 法 に は 、 ① 直 接

的な方法、 ② 間接 的 な 方 法 お よ び ③ 半 ば 直 接

的 な 方 法 の 3 つがある 。

① と し て は 、 こ れ か ら述べる 柿 造 体 か ら の

コ ア サ ン プ リ ン グ に よ る 方 法 が あ り 、 ② と し

ては、反発ノ、ンマーなどによる動 的 測 定 法 や

化 学 分 析 法 が あ る 。 ま た 、 ③ と し て は 、 施 工

中 の 生 コ ン ク リ ー ト か ら 採 取 し た 標 準f共試体

の 強 度 か ら 、 精 進f本 の コ ン ク リ ー ト 強 度 を 推

定 す る 方 法 が あ る 。 最 後 の 方 法① は 、生コン

クリートの品質管理 ・検 査 に 採 用 さ れ て い る 。

これらの 3 つ の 力 法 の う ち 、 椛 造f本のコン

ク リ ー ト 強 度 を 最 も 正 怖 に 評価 し得る方法は、

言 う ま で も なく ① の 方 法、 す な わ ち 柿 造 体 か

ら の コ ア サ ン プ リ ン グ に よ る 方 法 で あ る 。 し

か し 、 こ の 方 法 は 、 部 分的 とはいえ椛造体の

コンク リートに欠如を生 じさせる J てに経1そも

12む た め 、 ま ず と 記 ② な い し ③ の 方 法 に よ っ

てこのコンクリー卜の強度を ｴｻＨ ｾ 定し、その結

果、強度 ｉｾ 疑問が生じるか不合格にな っ た場

合にはじめて、 ① の コ ア サ ン プ リングによ っ

てこの強度を直子安調べるのが普通で、ある 。

情造{ 本からのコアサ ンプ リングによる コン

ク リ ー ト 強 度 の 試 験 法 は 、 わ が 国 で は J I S A  

1107 r コ ン ク リ ー ト か ら の コ ア 及 び は り の 切

り取 η 方 法 及 び 強 度 試 験 方 法 」 に 従 っ て 実 施

されている 。

こ こ で は 、 コ ア サ ン プ リ ン グ 法 に お け る 試

料 探 取 上の 問 題 点 と 、 こ の 試料 ( コア) につ

い て 実 施 し た 強 度 試 験 の 結 果 を 評 価 す る に 当

た っ て 留 意 す べ き 点 の 2 点に 関して、 N . P e-

t er sons の示し た 指 針 を 参 考 に し な が ら 筆 者

の考えを述べる 。

。

しやすい位置から任意に切り取ったのでは、 大 き く な る よ う で あ る 。 したが って 、 際 準 供

椛 造 体 の コ ン ク リ ー ト 強 度 の 実 態 を 代 表 す る 試 体 に よ る 強 度 試 験 と コ ア サ ン プ リ ン ク に よ

ぷ料は採取で、きなし、 。 る 強 度 試 験 の 結 果 と に 間 程 度 の 信 頼 性 を 期 待

たとえば、 構 造 体 の 施 工 過 程 で、生 コ ン ク するのなら 、 前 者 に 比 べ て 後 者 は よ り 多 く の

リ ー ト の 品 質 管 理 ・ ぬ 査 の た め に 採 取 し た424 試 験 体 数 を 必 要 と す る わ け で あ る 。

準{ 共試体の強度が、興; 常に低い値とな ったよ

うな場合には、 IUJ 姐 のコンク リー 卜 が 打 ち 込

まれた区域の構 造 体 全体 の中から 、 十 分 な 数

の コ ア を 採 取 す る 必 要 が あ る し 、 火 災 な ど に

よ って 局 部 的 な 強 度 低 下 が 見 込 ま れ る よ う な

励 会 に は 、 そ の 区 域 か ら 集 中 的 に 必 要 数 の コ

ア を 採 取 す る こ と が 大 切 で あ る 。 な お 、 い ず

れの場合も 、 おのおのの区域における 個 々の

サ ン プ リ ング箇所は、統計 的 手 法 に 従 っ て ラ

ンダムに選ばれなければならない 。

コ ア の 数 は 、 条 件 の 許 す 限 り 多 い 方 が よ い 。

l サ ン プ リ ン グ 区 域 に お け る コ ア の 数 は 少 な

くとも 10個、 l 内11材当たりのコア数は少なく

とも 3 f悶カず必、安で- ある 。

またサンプリング筒l所 の 位 置 と し て は 、 そ

の 椛造 Ｑ ｾＱＱ 材 に作用する各荷重によって最も苛

酷 な 応 力 状 態 に お か れ る 位 置 を 選 ぶべ き で あ

る。 な お 、 コ ア の 切 り 取 り に 際 し で は 、 当 該

構造丹11材 の 1M力を' 1. : し く拐 わ な い よ う 、 慎 重

に 位 門 の 選 定 を す べ き で あ る 。

コ ア サ ン プ リ ングに当た って 、 コ ン ク リ ー

トの打ち込み方向と試験日寺依荷 方 陶 と が 平 行

に な っ て も 直 交 し で も 、 試 験 の 結 果 に あ ま り

去 は 生 じ な い 。

また、 コア ＱＺ Ｉｊ り ｉｾ りのｼ努に ￮Ｇ ｫ 百万も ｴＩ ｊ 陸 ｊｲ され、

コ ア に 鉄 筋 が 含 ま れ る こ と が よ く あ る 。 これ

に よ る コ ア の 圧 縮 強 度 の 低 下 が あ る の で こ れ

を 考 慮 す べ き で あ る と の 考 え 方 と 、 こ の 低 F

は ご く わ ず か で あ り し か も こ れ を 無 視 し て も

安 全fWJ の 誤苦手ーになるとの考え方がある 。 圧l村

氏の研究によると、 ブリージングの ｻ［ｩｾ 伴を受

け る 位 置 に 合 ま れ た 鉄 筋 は コ ア 強 度 を 低 下 さ

せ 、 場 合 に よ って は こ れ を 無 視 す る こ と は で

きない よ2 )  

。

コ ア サ ン プ リ ン グ に よ る 強 度 試 験 の 結 果 を

評何li す る に 当 た っては 、 最 小 限 つ ぎ の 諸 点 に

l見lする矢口; 践をも っておく必、 25がある 。

fi Y i 造物のコンクリート強度は、 -自主に標準

養 生 さ れ た 桜 滋{共試 f本より求められる強度よ

り も 低 く な る ( 表 - 1 参! !の 。

表ー 1 精造物のコ ンク リー卜強度と標準供試体の

強度との関係 (立方体強度に換算) 1)  

際準[ 共試体より求めた | コアサンプリングによる抑造

コンクリートの圧縮強度 1  f本コン 7 リートの圧縮強度

(同 IcnI ) 1  (kg I四 1)

2 0 0  I  1 9 0  

3 0 0  2 7 0  

4 0 0  3 6 0  

5 0 0  I  4 2 5  

こ の 原 因 と し て は 、 構 造 物 と 標 準 供 試 体 と

の コ ン ク リ ー ト の 終 的 ・締 め 固 め の 程 度 ・養

生 条 件 ・乾 燥 速 度 - hR度 等 々 の 差 異 が あ げ ら

れる 。

コ ア サ ン プ リ ン グ の 純 開 ・位 百 - 個数は、 一 方 、 精 造 物 に 打 ち 込 ま れ た コ ン ク リ ー 卜

部l査 の 目 的 に 応 じ て 、 統 ，-i/ 的 手 法 lこJ去づいて の 1別 立 の 迷 い に よ る 強 度 の バ ラ ツ キ は 、 原準

決 め る べ き で あ る 。適 当 な 数 の コ ア を 、 採l限 f J t ] 州本相花 1mの 治l交のバラツキよりも 一 般 に

また、 t町貨物のある区h或のコンクリート強

度 の 分 布 が 、 正 規 分 布 に な っ て い る と 仮 定 す

れ ば、 こ の 区 域 の コ ン ク リ ー 卜 の 圧 縮 強 度 の

平 均 値 F Mの 信 頼 区 間 は( 1  ) 式で与えられる 。

M - as 孟 F M主;; M + as ( 1 )  

ここに M 、 s は、それぞれコ ア試験で求め

ら れ た 強 度 の 平 均 値 お よ び 標 準 偏 差 で あ る 。

また a は 、 信 頼 係 数 P とサンプル数 η の 関 数

で、 図 - 1 から得られる 。
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図 1  a 値 - p 値幽線 (A S T M 1940)  

一例として、 P = 0 . 90、 11. = 3 あ、よび1 0の

Ｎｲ ｊｾＩ 合についで ｆｍ の信頼区間を求め てみよう 。

いま仮に π = 3 お よ び10のいずれの場合も、

M = 250kQ / crr1、 s= 25同 / crr1となったとすると、

( 1 ) 式および同一 I から、

11. = 3 の比i合、 200kQ/ crr1孟F M孟300kg / cnf  

η = 10の 場 合 235kg / crr1 三五F M三五 265kg / crr1 

となり 、 11. の老災ーによる信頼区 間の変動が日月

MI正になる 。

以 | のことを考ぽせずに、任意にサンプリ

ンクした数少ないコアについての強度試! 成の

結果得られた平均強度 ｍ を、軽々しく紋ｾ皇 ｩｪｴ

JAl本より得られたコンクリー卜 q加古Eと上と!I 攻し

て一喜一 変ーするのは、全く無意味であるだけ

でなく、 j呉った許可聞を下す可古Ei 生があるとい

う意味で危険でさえある 。
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施工材料の頁

3 4  

減水剤の現場投入工法

について

永 井 康 淑

1  . 減水剤の現場投入工法とは

lit 位ノJ( I，tの 少 な い 良 fT な 硬 繰 り コ ン ク リ ー

トを 、 現 場 打込 み に 適 し た ワ ー カ プ ル な コ ン

ク リ ー ト に 変 え て1/t ! i 工する便法である 。 この

ワ ー カ ブ ル な コ ン ク リ ー 卜 は 荷 量HしH与にi成ノJ(

i"i 'J を 出 入 撹 持 す る こ と に よ っ て 得 る の が一 般

的 であるが、Ｃｾ ｾ 合によ っ ては、生コン工 上坊 で

投入し、 {o:fAII し 直 前 に 撹 持 す る こ と も あ る 。

現 花 、 こ の コ ン ク リ ー ト に 対 す る 統一 的な H乎

び ) j は な い が 、 山 im! .[l1J ( 化) コンクリー卜、フ

ル イ ド コ ン ク リ ー ト 、 と も 11乎I : H1 . ている 。

2. その時代的背景

竹 材 'J Hi ，. の :US化 に伴う単位ーノドI，t  の I将大 によ

って コ ン ク リ ー ト の 品 t'[ か'l Jf 1ごしている、 iW

Ｏ ｾ ｾ で Ｓ 止百万Ｏ ， Ｑ が多く、また、宇 ￼ 維な凶「而をイ ｉ す

る Ｚｾｉｉ 材が多い、等があげられる 。

こ の よ う な 現 状 に 対 し 、 少 し で も 良 れ の コ

ンクリートをぬi工 し た い こ と で 従 案 さ れ た 。

し た が っ て 、 安 M lJ:，f; L月] は 'i"t1 しみ、 1ill 令なづE

ｪ 必をＡ日 ｬ す べ きであり、 ＱＱ 寺代のｾ・ Ｓ ｊ ｪ に応えるよ

うにしたい 。

良いコ ンフ リー 卜とは

まだ l占lまらない ＧｾＮ＠ f'J: I)<:! 止が少ない

コンクリート 適正なワーカピリチをイI する

プリージングが少辛い

分 ｉｾ 住しない

似 ft した コン ク 所要の強度を有する

' ) ート 耐久性がある

ホ' /f ; 1t : がある

3. この工法におけるコンクリートの基本物性

こ の 工 法 を P1H'f にi車 問 す る た め に は 鴻 本 物

性を知 l ら ね ば な ら な L、。 硬 化 し た コ ン ク リ ー

卜はノJ<f // 生 成 物 の 形 態 が 奨 な る 版 作 も あ る が 、

大 筋 で は 川辺j な い と 考 え る 。 まだ 1，';1 ま ら な い

コ ン ク リ ー ト は 、 スランプの終日キ変化が大き

く、』包てＱＧＱＺに［［ｽグ ＧｲｾＺ を与える 。 ＱＺな ｊ ， ｈ 宝物性を

つ ぎ に ぷ す が 、 滞 納lは 文 献 、 メ ー カ ー の 技 術

資料を参! ! ( l されたい 。

減 水 淘j の 添 加率 と ス ラ ン プ 添加卜' f! がtMす

と ス ラ ン プ は ほ ぼ 線 的 に I自大する 。 明 大 ，+! は

銘 柄 、 コ ン ク リ ー 卜 泌 度 、 添 加 前 の ス ラ ン プ 、

写によ っ て災なる 。 過剰な添加は分 ｬｾｦｅ を起こ

す。

ス ラ ン プ の 経 時 変 化 添 加後、 総 H、子的 にス

ラ ン プ が 減 少 す る 。 こ の 経H寺 変 化 は ス ラ ン プ

の I科大 病 ( 減 IJ( ;.桝 ) と 関 連 が あ る と 考 え る 。

し た が っ て、』包工性に配ほするならば、あま

3 4  也築 と社会 / 197昨 4 ｽｾ刀
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Ｈ練 上り直後 ｏ Ｈ 添 加直後 Ｉ ｾｾ，Ｂ ＮＮＮｮ ＧＧＧｾ ｏ＠ 90 

経過時間 ( 分)

図ー1スランプの経時変化 (減水剤の種類を変えた場合)

(布l夫、他 3 氏の文献より )

り 大 き な ス ラ ン プ階 大 は 狙 わ な い カ が 得 策 と

.l:.'フ 。

ブ リ ー ジ ン グ 通 常 の 軟 糾 り コ ン ク リ ー 卜

に比 し、 少 なくなる 。 床 ス ラ プ の お さ え H寺間

短 縮 に 有 効 だ が、夏 季 な ど お さ え の タ イ ミ ン

グに商己lをが 必 要 で あ る 。

強 度 添 加 }i If の コ ン ク リー ト と ほ ぼ 間 程 度

の 強 度 が 得 ら れ る 。 し た が っ て 、 添加 によ っ

て 減 ボ で き る 分 だ け は セ メ ン 卜 l止を i戚ずるこ

と が で き る 。 しかし、 i戚ノJ<i"i rJ をf見jJ，，}投入 す る

ことによ っ て、空気 ｩ 誌が Ａｾ 減し、強度に［形仰

を 与 え る こ と が あ る の でiセなを泌する 。

乾 燥 収 縮 添 加，iij の コ ン ク リ ー 卜 と ほ ぼ問

符 皮 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の て 法 に よ ら な

い 同一 ス ラ ン プ の コ ン ク リ ー 卜 と 比'絞 し た 場

介、 li-i.f立水ム上が減少した分だけ陀燥収i可iiiLt を

低 減 す る こ と が で き 、 そ の !lt は 10- 2 0 %程 度

で あ る ( ス ラ ン 7 .12cmの コ ン ク リ ー ト を 21cm

に し た H寺で比較) 。

4. この工法採用上の注意点

こ の 工 法 は 最 近 、 バ:: 11 されだ、したもので、

施 工 方 法 が 旅 立 さ れ て い る と は 青 い 維 い 。 し

た が っ て 、 未 経 験 の 劇場 で は 初 め よ り 大1，11こ

使 用 せ ず 、 当 初 は 試 験 的 に 少 は ず つ 使 用 す べ

きと考える 。

4. 1 施 工 計 画 一 般

① コ ン ク リ ー ト 胞 工11キの併f'll 休日jrj を明般に

し 、 コンクリー卜の川，ＱＧＨ竹 ｦＺｾ ';17 f壬1 I l 当行を配

;，'It 1- る。

② 呪 場 内 に 減 水 剤 投 入 JTI の 足 場 を 設 け 、 呼

任 の 投 入 係 を 配 置 す る 。

③ スランプの続 Ｂｾｦ 変化が大きいので、 悦 梓

後 は 敏 速 に 打 込 み が 終 了 す る よ う に ，汁画 す る o

pp節 に も よ る が、 15- 30分 以内 に 終 了 す る よ

うに計画する 。

@  経 H寺変化によ って ス ラ ン フ が 小 さ く な っ

た 場 合 の 対 処 方 法 を 明 般 に し て お ぺ 。 18cm程

度のコンクリートは締問めが日[ 能な体制にし

ておく 。

⑤ 単 位 時 間 当 た り の 打 込 み は を 少 な く 計 画

し、実仰する 。

@ 段 取 伴 え 、 そ の他 の ヰqir で 打 込 み を 中 断

する場合、減ノk 剤 の 投 入 を '1，，1二する、など連

絡 系 統 を 明 確 にする 。 ポ ン プ てJ去の jJ;j合、 中

断 時 間 が 長 び く と 、 作 内 コ ン ク リ ー ト の 終11:子

変 化 に よ っ て圧送n : . 力がJ科大し、 m本 の 事 態

もあり得る 。 対 処 で き る よ う に 計 画 し て お く 。

4  .2 減 水 剤 の 選 び 方

① J AS S5 T - 401( コ ン ク リ ー ト 用 表 面 活 性

剤 の 品 質 規 準 ) に 合 絡 し た 製 品 と す る 。

② 現 場 で 投 入 す る 減 水 剤 は A E 効 果 の な い

ものとする 。

③ 使 用 実 紛 が 多 い 、 経l待 変 化 が 少 な い 、 サ

ー ビ ス が ゆ き と ど い て い る 、 信 頼 で き るデー

ターを提供する 、 等 を 考 慮 す る 。

4. 3 調 合

① 調 合 は 、 現 場 が 使 用 す る も の と 閉 じ 材 料

を 使 用 し て 、 試 験 繰 り に よ っ て 決 定 す る 。 こ

の 場 合、施 工 性 を 考 ぼ し て 経 時 変化 を調べて

おく 。 事前に、生コン工場、混手口剤メーカー

ともよく↑ ｴ ｬ，ｾ 殺 しておく 。

① 制骨材ｾＫｾ ( s/a) は 目 線 と す る コ ン ク リー

ト の ス ラ ン プ に 相 当 し た s/ a にする 。 単 位 水

量 は ベ ー ス コ ン ク リ ー ト の 水 虫 に s/ a 増 加 に

よる 補 正 値 を加 えた盆とする 。

③ 空 気Q の 変動 に つ い て は 特 別の 注意 が 必

要 で あ る 。空 気1止 が 所 要 虫 よ り 多 く な る と 、

強 度 が 減 少 す る 。 したが っ て 単 位 セ メ ン ト 抵

は 所 要 の w/ c ( 水セメント比) より若干小さく

と っ て 決 め た ) J が 安 全 で あ る 。

4  .4 練 り 混 ぜ (現jJ，1で生コン !11によるものをさす)

① 練り混せｾＱｉ ｾｊ［ ｲＺＺ Ｑ は、通常の均合、日迷 向 転

で 1 分、 '.1.'速 で 2 分 、程 度 で あ る が、 ベース

コ ン ク リ ー 卜 の ス ラ ン プ 、 季節、 添 加」止、銘

柄 に よ っ て 者 が あ る の で事 前 に調 査 しておく

必 要 が あ る 。

② 俊 枠 時の 騒73t 対 策 ( 近 隣 対 策 ) を 検 討 し

ておく 。

③ 尚 述 向 転 に よ る 摩 粍 級 料 、 等 も 先 制 も り

に入れる 。

4. 5 場 内 運 搬 お よ び 打 込 み

① 速 や か に 打 込 み 地 点 へ 運 搬 し て 締 固 め る 。

② 人王将，，'1 コンク' ) ートをポンプ圧送する

均 合 、 も と も と 単 位 IJ<: h l の少ないコンクリー

トの |てに、続時変 化、 圧 力l吸 収 、 等 に よ っ て

ス ラ ン プ ロ ス が 併 1111す る の で 、 圧 送 併 に つ い

て 充 分 倹 討 す る 。

③ モルタル古11の 流 動 性 が 良 い の で 、 パ イ プ

レ ー タ ー を 使mす る 際 に と く に 注 意 す る 。 備

流 し は 豆 板 、 ジ ャ ン カ を っ く り や す い の で 避

ける 。

④ 締 問 め は 充 分 に 行 う 。 経 H寺変化 に よ っ て

，:r L曲Hキ よ り 硬 い コ ン ク リ ー ト を 締 問 め ね ば な

らないことがあるので、事i ' ，Ij に対策してお、く 。

⑤ 通 常 の コ ン ク リ ー ト よ り 粘 符 性 が あ り 、

ハ ン ド リ ン グ が 困 維 な の で、床スラプのヲミ端

均 ら し の 作 業 uは 多 め に 配 置 す る 。

⑥ プリー ジ ン グ が 少 な い の で、床 ス ラ プ の

コテおさえ 11キIHI は 短 縮 す る が 、 タ イ ミ ン グ が

大 切 な の で 左 官 工 は 多 め に 手 配 す る 。

4. 6 養 生

単位ノ'J< I，t  ( 余剰ノJ(l が少なく、またノJ<和反応、

［Ｔｾ が ｉｾＧｾ 1 ，. . 、ので、とくに初 期の 湿潤 長 生 は 大切

である 。 折 向 、 良 い コ ン ク リ ー ト を 打 込 む た

めの努力をしてもこれを怠ると、ノド j包に 帰 す 。

( ながい やすよし K K k林組付 I.ITI f 究所}



り、 H寺としては建物すべてが対象となることもあ 表ー 2 設備機器の耐周年数

3 3  

設備機器の更新

秦 田 良 之 ・ 大 村 進

s1 . 更新するケース

設備機探知を更新するケースは、大岡高純設備 fl1

に生じる場合と弘ｬＡ築工事に ｬ 期述して生じる ｊｊｾｾ 合に

分けられる 。

・純設備的なケース

① 機鵠配管' tri の 舟命によるもの

② 設備 内幸平のグ レードア y プによるもの

〔例) il J ，温度 ・換 気 ・! 臨妓等環波レベルのア y プ、

照度アップ 、 受ノＺｫ ｴｬｾ の改善等によるもの

③ 建 築 基 準 法 ・消 防 法 等 の 法 規 改 正 に 伴 う も の

〔例〕ス プ リンクラー ・消火栓 ・排 燦 ・火 災 報 知

設備等の改修改務、燃料の変換等によるもの

・建築工事関連のケース

①治改築工事Ｎ既設建物をＡｾ改築する場合、在来

設 備 の 扱 い 方 ( 再 使 用 . ! 曽設 ・移 設 ・更 新 等 ) が

大 き な 問 題 と な り 、 そ の 改 修 範 囲 ・方法について

は、諸々の条件を検討後決定される 。 主な条件を

下記する 。

( イ) 建築的 条 件 ! I a )! ( ' j 改築方向 ( 上方向・横方向)

Ib)地 改 築 規 模 Ic )設備 スペース ・位 置

(ロ)設備 的 条 件 ! I a)在 来 設 備 の現 状 能 力 (機 総 配 管

郊 の 摩 耗 皮 ・老 朽 皮 の 分 析 調 査 ・機 器 郊 の 能 力 調

査等より判断する 。) Ib)在 来 設 備 の 法 的 耐 用 年 数

Ic )!曽設機iti 存量 Id)イニシャルコスト le)ランニ

ングコスト

② t英機作工事 用途変更等により行われるもので、

る。 用途変更の内容によ って、 機 器 類 の 更 新I自殺、

配管釘lの改修が必要となる 。①のケースと 同様の

大規模な設備工事が関連して行われる。

③ 大規 模 修 繕 工 事 ・経 年 に よ り 建 物 損 傷 部 分 を 修

繕するもので、既設建物に大きな影粋をおよ 11す

ものとしては、屋上防水層張り符え、窓出入口の

鋼 製 建 具 の 修 繕 ま た は 取 り 符 え 、 壁 ・床・天井の

張り伴え、塗装作え、官邸泉の取り持え、給排水管

の取り持え等がある。

1-. 記ケースと設備機 絡 配 管 鎖 の 更 新 ・ 改 修 ・ 改

千l ' f - の範囲を表 ー 1 に示す。

S  2. 機器類の耐周年数

手号機器+ 郊の A 般的な耐用年数として、 表 - 2の

資料に示す。 し か し実際の耐JTI 年数は必ずしもこ

の巡りではなく、建物の11: 絡用途・地域性等によ

る絞勤時間・保守T ¥' I!P. . 品 質 材1'( ・平の相違に左右

され、耐J T l i十数をオーバーしている例もあり、ま

たl面.tlll il'. 数に f る以liij に更新されている例もある 。

機探知の老桁化にｻ半う能力低下現象が生じた ｪｪｾｾ

合 に 、 改 修 更新の選択はJ / ' f々の要素を誌に判断

されている 。

設備投資額を ｾＱ ｪＱさえる問的で、オーバーホール

による部品取り伴えなどにより機能E主将をはかる

場 合 、 改 造 '1'( が、改造後の余命に比較し、多額に

なり、また信頼性も低〈、かえ って初日になると

いうケースもある 。投 資 額 が あ る 程J支出くな った

としても、 ;lli'l 反事故| リ'i ｩｉｾを ｉＱ 的 と し た 改11萎を強い

られる ILi 合もある 。

それゆえ、更新の問題が生じた場合は、能力低

F粍 l支の調育、償却J t J j 問、 E改文h修萎 . ｾＧ改女造に ｅ要 ｩｺ 『するコ

ストk 、改h修基E改没造 I後去のf能1迄E力f低低下、信頼f性十 . 余命 縦

持守符午E均堕コスト の予?詰淑測J!即則[ I j 等を給総白合 (1伊的計内そ旬j に 検 討 し、 ケース

パイケースによる必も経済的 ・合E史的な而よりi J : i :

新についての判断を要する 。

S  3. 更新についてのケーススタディ (例)

際 機fr えのみの場合と、 I将築工事に伴う場合があ ① 検 討H制別: II?l H150
if  

表ー 1 設備機器 ・配管類の更新・改修・改善ケース

摘、¥配出骨、Et¥H'H 位、¥陣のケ¥己ー主¥再ス

設 備 建 築 建築・設備

機 I.H; 己 符 百iの投醐ンステムグレー 川 政 策 [ '1' に悦限付1 : '1' に大脱線路総[ ' ノ1、5、

小岐路* i ' I 工 '11
A子命による J 品合 ドi " -/ プによる場合 ｦ 学うｾＡ 1I- I f乎 う ぬ 合 に 伴 う 場

( 空調 換気設備)

ボ イ ラ ー
。 。 。 。 。

冷 il!i 機
。 。 。 。 。

冷
"11 

}持
。 。 。 。 。

ポ ノ フ
。 。 。 。 。

オイルタン 7
。 。 。 。 。

空 B制 機
。 。 。 。 。

送 1ft 機
。 。 。 。 。

ｮｾ＠ rr 
。 。 。 。 。 。

ザ ツ ト
。 。 。 。 。 。

(給排水衛生設備)

11ι 1  1]< 
何"

。 。 。 。 。
1..1 製 本 h'V

。 。 。 。 。
ポ ノ プ

。 。 。 。 。
持i 生 出 』 ミ

。 。 。 。 。

Iri' iJA 附
。 。 。 。 。

両日 1'f 
。 。 。 。 。 。

(電 気 設 備 )

現 10 : 機総
。 。 。 。 。

Ｑｾ＠ O'IJ: 機
。 。 。 。 。

4時 O'IJ: iI!! 
。 。 。 。 。

歓 送 機 協
。 。 。 。 。 。

屯 111(; 交 換 機
。 。 。 。 。

火 災 報 知 機
。 。 。 。 。 。

ｉｉＺｾ＠ 11月 お H 。 。 。 。 。 。
自己 TI ｾｾ＠ 線

。 。 。 。 。 。

※ とど L. ¥l ! 都品f¥l lil ，、m日' H! ヲi- U; M. ! 改" ーに作 j !l!祈 改修ー改停は除 〈 自・ 小岐修 ! i H' I' は 11 常科所て' l i hれている i:，'Mf(.) 仁'1'

機 器 品 名 A  

ボイラ一本体( 鋼符) 20 

ストーカー 15 

バーナー 15 

欣熱器 20 

配管 ( 主として鋼管) 15 

送風機( 大型) 18  

冷暖房用コイル( 銅・アルミ) 18 

空調用ユニ y ト 15  

電動機 ( AC用) 18 

"  
( DC問) 18 

ニューマチ 1 7 コントロール

鉄板ダ? 卜 15 

吹出円 ・吸込口 15 

ｦＡ ｩｾ 温材

塗装

ターボ冷凍機 13 

往復冷凍機 18  

冷却様( エパコノを含む) 15 

ポンプ鎖 17  

電気設備( 照明精兵を含む)

帯電池電源設備 6  

その他のもの 15  

H降機設備

エレベーター 15 

エスカレーター 17 

エアカーテノ ドi ' i'l' filll 持l開設備 12 

A  :  ) 、; 雌行令部21 日間定¥1 " 7 ; 耐川年位( 1 f t { 利3511' )

B  :  Cal'rier-M吋 crn- Air-Conditi oni ng 

C  :  1950 Gujdc ASHRAE.  

B  C  

15 20 

10 20 

10 20 

10 25 

15 20 

15 15  

10 20 

10 10  

15 20 

12 20 

10  20 

20 20 

20 

10 20 

2  

15 20 

10 20 

10  15  

20 

① 検 討 範 阿 : 寿 命 ・能力低ドに{ 半う: t E ; 長冷凍般の

更 新 方 法 の 検 討

③ｾ物状況

・建 物 !II({ 和37年峻工のたl ! 物を取得し、模様作

え工事を行う。

・冷 凍 機 ! No.l I吸収式冷凍機350R T
刊行手1136年製造)

No.2 
ろ〉

175R T (  

@ 検 討 案 .

A 方 式 新 設l吸収式 ( 190R T ) + :fr:来l吸収式 ( 210 R T )

B} j 式 ー新 設 タ ー ボ( 190R T ) + 花釆吸収式 ( 210 R T )

C 方 式 新 設 タ ー ボ ( 190
R T ) + 新 設 タ ー ボ ( 210R T)

D方式: 新設ター ボ ( 400RT)

・方式選定条件

11I : t E 来冷凍機の能力判定

No.1 冷 凍 機 ( 350
R T

) 6 5 %の 能 力 低 F

(210
R T

) 、 3 ｾｦ 後の能力低下 hWJ 不可

No.2 冷 凍機( 175 RT)  

新 の 必 要

12)建 物 冷 房 負 荷 400 R T  

(3 )公許に 対する配1 . &

ＱＧ ｕ￬ｾ 診断より吏

表 - 3 年間経常費累積表

C OS T  

(円)

( 太線 f軍用方式)

2 3 4  5  6  7  (年)

ー+ 年

⑤決定 Ｚ 名方式の年閉経常 ｴｾ Ｈ 表 Ｍ Ｓ Ｉ 、花釆冷凍

機 ・ ボ イ ラ ー (i lll 炎) の l耐用度 ・信組内、工事の¥111;

幼性、イニシャルコスト等のケーススタデイより、

B 方式が採用された例がある 。

( なつめだよしゆき KK久 米 述 築 附 刷 臥

お お む ら す す む 問 1'. )  

也摂と社会 / 1977年 4 nr;- 3 5  



日本建築協会
J品事11 (1) 当 nの資料および会均投訴について

( 2 )  ;1芋剥Hスケジ ュールについて

月間の動き

(3)  ｽｉｉＮ当委 ｴｾ の役 ＺＱＱ Ｑ｝、その他

住
七...... 

委 員
d2』Z  

昭和52年 2 月分

通

A. .  

"" 

戸“ 司

市 総

25日 4  11寺- 411:子、ド 於会館1 . 1 ミ会室

n' ，ll 百行 塚本会長、岩井、 ｩｬ￭ｴ 辺科 ｦ Ｇｬｩ Ｉ ｊｾ ほか Ｗ

名

J阜市 ( 1)  '1}在TJJ 1  ? " 選挙の併

(21  本 ＺｾＱＵ 所以評滋ｴＱ ＲＴ 名選挙の件

( 3 )  役員 if-;:(モ承認の{ 牛

理 事

ム

冨

16日 4  11.1' - 5 11キ20分 於 会 館 ! t 会 室

ｬｬＧ ，同 ｉｾ 1i  ，1; ｉ ｬｬ ｦＧ ｉ ＡＮＧ ｊｊ ほか ＱＰ ｊｬ ｬｬ τ ｊｾ 抜本、初里子

和歌山正日'J 支部長

。ｩｊ ￬ ｩＧｬｾ ( l )  定Hね引高只会I l fJ Hli の 件

121  117l 利 51年度 収 支 更 IE 了"J 7. 承よ也の「ド

(3)  II fl 利 52年度収支予算承認の( ' I c .

(41  注築データシート製本版発行の「ド

(5)  会 W l'l JJII のための懇談会設内の「ド

161  役 ｮ 、 ｾｕ に ｮｾ 呈する ｉ ｾ 己念仏の件

(71  Ｇ ｊ ｱＺｾｽＮ［ｪ職 ｮ 退職承認のｻ牛

(81  倒、1. 60周年記念円の祝賀会名初、の「十

(91  寄付合受符 ￎＷｦＭｺｾｾＮ のｻ午

(10l 人退会Ｍｦ￮ Ｗ ＢＢｪＮＨｾＡｊ，の件

(11) 初代 Ｇ ｊ ｾｊｩｩ

総 務 、会 計 合 同 理事 会

4 日 正午 - 111寺、ド 於 会 館 集 会 家

.' 1' .府行 (11川会，汁 f: 幹砲事ほか 3 :1' ， 

J車事 111 117l-l'rJ 51 年 度 収 支 更 l王子n の f午

12)  117l -l' 1152{ 1' .1支 収 支 [.算 編"l 之の(' t-

事 業 委 員
ム

玄

広 報 小 委 員会 A S T M研 修 会 打 合 せ

2 日 4  lI :f' f" - 611寺 1' ， 於会食i ' ( 3 附 会J高室

t'J' ，lij' }  fi ゲスト ｉｾ 山幸弘氏 Ｈ ａｓｔｍ 共Ａ日 ｬ

企業体) 、市高1I 委 u 長、 Ｑ Ｏ ， ＺＱＨ ，品怜】 ｊ ｾ

ｊ 轟 Ｇ ｊ ｾ AS T M研修会企画について

創 立 60周 年記 念 日の祝 賀 会 企 画 委員会

4 日 6 時 - 8 時 於 会 館 集 会 室

¥'l-'. ll 百1i rul n Ｇ ｊ ｊｾ 委 ｴｾ 長ほか Ｘ :1'， 

J轟 'JJ 訂IJ 、1. 60周 年 記 念 日 の 祝 f: i 会1E1，I，j につい て

広 報 小委 員 会 P R分 科 会

7 日 6 11寺、i主- 91Lj 於会館 Ｓ 附会ｊＮｬ ｈｩ ｾ

，'I'.l flt 行 ｊｊ ［ｦ ｾｬ 幹事ほか Ｒ :1' ， 

ｊ 晶 τ ｊｾ (]) 第35川股 示 写 具 に つ い て

委 員 会

8 日 5 11寺50分 - 8 11寺30分 於 会 館 集 会 室

出席 者 小 IJ 可委 ぬ 長 ほ か 12名、朝 日新 fll l社

2 名

議事( 1 ) 住宅展に I¥.!J す る 件

(2 )  住宅コン 7 - ) レ' 舟査協力の件

(3 )  住 宅 資 料 活 用 の 件

(4 )  昭和 ＵＲ 年度住宅委 ｌｾ の人選について

建 築 デ ー タ シ ー ト委 員 会

企 画 ・ 編 集 合 同 分 科 会

10日 正 午- 2 11:1" 1主 於 会館 集会 室

出席 者 11" i: ・災塚正日IJ 委 n長 、 洞 井 幹 事 Il

か 5 名

議 事 ( 1 )  建築データ シー ト 製 本 版 ( 仮 称 ) 発 行

J 十l函 について

( 2 ) そσ) ( l か

企 画 分 科 会

18日 正 午 - 2 時 於 会 館 ! t 会 室

出席 者 11'  1・委u長 、 桝 井 幹 事 ほ か 4 名

J阜市 (1 )  建 築 デ ー タ シ ー ト 製 本 版 ( 仮 祢 ) 先 行

E汁lilil について

( 2 )  そのほか

委 員 会

朝食 会

8 日 811寺、|主- 911寺、|主 於大阪グランドホテ J レ

出席1 i 78名

ll i  11 は( 附コマスタ ジアム社長伊 I1握手li$11i氏 より「芝

開ウラ Jifi J についてお・訴を伺 った。

役 員会

25日 411，1' '1主- 511キ半 於会館 3 附 会 議 室

出席1 i 塚 本 代 表 ほ か 4 名

議 事 (]) II{J 和 51年 度 収 支 見 込 報 告 の 件

(2)  昭 和52年 度 収 支 予 算 承 認 の 件

(3)  役 ｴｾ '1三数改選の件

(4 )  4  J-J 以 降の緋( : t s決 定 の 件

( 5 ) そσ) I l か

2 月 入 会 者 (敬榊高)

〔トII{本会 U 3 Hl

石国 ｬｾ 止化附 サ ンエス石f I'l同大阪本社

筒 '1' 7 ラ スチ 1 7 工 業(附

〔個人会 n 2 0名〕

員i:l 1' If 4長 f点 s i"J 合I f 盛 鹿 島 治

厳重f !明 ITl H  俊 郎 谷 栄二 寺 内 被ー

I  qll 敏夫 道 家 秀 男 1!Ij ヨ111' 1 丙野 均

浜川 IE犬 tsi 本 典 久 予 川 義 lif l て三宅 弘

本谷 婚主ま 柳生5庁太郎 1荷f . j ' U畳 波辺 滋

23 日 5 11.'f'l '- - 811キ於会館! s 会室

出 席 者 JI' 1て 点 塚 正 日 時 n長ほか 9 名 |  武庫川学院キャンパス見学会のスナ y プ

議 事 (1) No.58月・ ( 5  11発行) の 制4世予定 シートにつ

いて

( 2 )  建築データ シート製本版 (仮称、) の 発

行 J 十両について

(3 )  次 Ｚｦ Ｎ 皮の ｾｌｾ 歪 ［Ｑｾ Ｑｩに つ いで

(4 )  そのほか

建 材 委 員
ム

E

委 員 会

25日 511:f ‘!，， - 811:干 於 会 館 集 会 筆

，LI'. 席1 i 111 rn委 n 長ほか 11 :1'， 

ｊ 高 Ｇ ｊｾ (]) IWi ，守塗料に つ いて

(2)  r新 lli 材紹介コ ー ナ ー J 5  J  1以降- 1M・1世分

についで

(3 )  次年 ｬ 交の ｾｮｾｉｾ Ｑￍに つ いて

(41  その (l か

見 寸"' " 

dτ E 』

武庫川学院キャ ンパスを見る

25日 111:¥'45分 - 4 時' 1' -

参 加 者 40 :1'， 

。 下ＺＮｾ見 ｊ 戸建物

- 公江; 己念限l A 館 i

1  ，;主，;r . Ii¥也 E

・'-1
1
央体行責点 }  

1  W.lil γ[' 1' 工務 I，t;

・ 大Ｂ再ｾｾＺ '  

Ｈ Ｒ Ｉ 第 ＳＶ ＱＢＱ 以降 の写 Ａ，ｊ［Ｎ ｉｾＯｩ 三についで I  I  建 築 業 務 基 準 委 員 会

若 い 会員の集 し、小委員会 第 9 回 ( ステン ドクラ I  I  

スの世界) 分 科会 I  8 日 21昨- 411キ 於 11 本lli 築 任 会 辿 合 会

23 日 611寺、|主- 811キ'1'- 於 会 館 3 附 会 治 宝 ¥'Hl市1i 山似正次郎委 ｌｾ ほか

1' 1-' .町行 ゲスト 浅 井 修 介 氏 r.J( . . n之氏 |  治事 Ｈ ＱＩ建築設計院 ｪｬ ｖＮｾｦｊｪ ｩＮ ム Ｈ 祭 Ｉ 要綱について

( レ y ド工房) 、問中主主主ほか 2 名

36 也第 と 社会 Ｏ ＱＹＷＷ 判円ｾ ;-

(2)  建築設備技術行のすE終 11Jj 題について 竹中 工 務 Ｑ ， Ｑｾ の ＨＱ［業所会議案にて説明を ＱｉＱＱ <  



司ト

内 装 不 燃 材

宏 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 ー 1 (英和ビ ル)

;IL話 神戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大阪市北区絹笠町50{ 立ビル 5 1:皆 502号室)

屯 話 大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市持合区八11時過 1 - 5  (屯話221 2923)  

創 業 50有 余 年 、当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の 一 貫 し た作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想的 な総合防水層を完成さ

せました。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

継 目が な い / 温 度変 化による 伸 びがない/ 腐

らない/ 柔軟性に富んでいる / 耐 候 性 に 優 れ

て い る / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 ヱ 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀座8- 4- 11 電 隠03( 571) 2703 

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 2 5  9 電話0462(21)6092 

大阪出張所 大阪市都島区都島 中通り 2-3-} 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3 - 3 電話052(811)3660

九 州 出 張 所 佐 貿 県 諸 富 町 電 話0952(47)2945

豊 か な 経 験

敢 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大 阪市東区 l山l 枠 III f l - 12 日生ビル 包 ( 943 ) 6571代 表

東京・償浜 Ｎ Ｇ Ａ ｉＮｾ 岡 ・ ｭｬ ｬｬＮ ｊＮ 水 戸 ・浜 松 ・ 岡山々・ ｲ Ｂ 勺 犀 ・山山 ・ 大 ￬ ｬ ｴ ・ 京 都・ 場 ｬ ・ 神 戸 ・ 広 山市 ｩ 阿他 全国主 要都市

3 7  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

@ 郡 朝 日 三 業 社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7  ¥t1話 (434)6171( 大代)

大阪支社大阪市淀川区加山 1 -58-59  ¥t1話 ( 302) 227 1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 ';}j . 悩 間

営 業 所 盟11 路 ・函 館 ・盛岡・徽 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

給排水 ・ ＱＺｾｲ I十

H是 冷 房 ，t免 公 設 計 地 工

雲 五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 内 垣 町 一 '.12.1，fi 大阪372局 7151( 代 )

京都市東山区大和大路正而上 ｊ レ Ｑ ｬｩＺ ｉ ［ ｉｾ 京百 ｬ￭ＵＶＱ ｆｵＩ ＴＹＴＴ Ｈ 代 Ｉ

神 戸 市 生 悶 区 下 山 手 通 六 ノ - 1EJ吉村1戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社
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岡
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出
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岡

郡

大

大

札

蟻

京

社

底

所

所

禦

張

本

支

営
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空 気 調 和 設 備

各種送風機・風力輸送装置

お 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 設 計製 作

空調機若器類 ・公筈防止装置

各種プラント設備

⑪ 械式舎社，，: ' 4J P. シ

本 社 大阪市住吉区万代来 6 丁目 3 T  E  L  ( 672)  1281(大代 )

営 業 所 東京・名古屋 ・京 都 ・広 島 ・福 岡 工 場 和 泉 ・名 古屋

テレックス 本社 No. 562 - 7688 和 泉 工 場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷暖 房

・ 空気 調 和 設 備

回そのイ也管工事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ ( 111 鰍?-. . >，r: 'Jc務所)

斎 久 王 業 株 式 会 社 大 阪 支 J主

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 田J I I 電 話 06- 443  - 5041附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2旧 本 ビ ル デ ィ ン グ )

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1刊

営業所 札脱・仙 台 ・千 君 臨 名 古 屋 金 沢 ・高松 ・岡山 福岡

出 張所稲井 ・ 合Ａ倣・広 ｽ［ｬｾ . 苫 小 牧

空気曹司和量生イiiil

給 排 水 ・術生 7)<. j立

電 気 敵 1i1i l

厨 房

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 施 設

荷 役 巡 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支府民 藤 田 初 蔵

大阪市東区北浜 2丁目 2 2 番 地 1t1. ;l ，'i' 大阪 ( 202) 代 表3071

本 町 東京ー日比谷・ 二三はピル

支 J，'1  ｾ，古島、稲問、札縦、広ｽ［， ｉ ｊ 、 ＨＱＱＱ 台 、 北 陸

tB ｾｕ＠ 所 償浜、町松、静岡、 ｾＲ 日 ｬ 、 ｬ 向山‘金沢

38  

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

令 三 建 設 備 工 期 総 書 枇

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 蝋 殻 町 2 ー 22 電 話 ( 667) 3431  (大代)

支 社 名 古 屋 仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。棒式会社 空 調

司..-・

-
司-

発

東 京 本 広 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 屯 活 03- 344- 1911

大阪本底大阪市北区￭ＱＱｂ町 ＱＶ 番地Ｇ［ｴＱｾｦ［ 06- 363ー 1371

支 病 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 山 町 11 - 2 屯話052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22分 活 話0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 Ｒ 丁目 Ｔ 番 ＲＲ 号｜ｴＱ ｾ ｬ￭ ＰＹＲ Ｍ ＷＶＱ Ｍ 3795 

出 減 所 横 浜 ，ti荒 井 京 都 ・神戸・松江 ・i中純

一 一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑮ 
株会社式

ご2重同三

71く エ 業 所

本 社大阪 ､￮ 大 ｾ ［ ｴ 区南浜町 Ｓ 丁目 Ｑ Ｔ 番地

干 5 3  1  " 正 ぷ 大 阪 (372) 2  8  5  1  ( 代表 )

東京支 1.1 ｾ＠ 東京都中央区八丁場 4 丁 11 11需 7J/J 

〒 1 0 4 ( ド111千ビル )

'I [i. 11市 東 京 (551 ) 8  0  4  1  (代表)

ｈ Ｍ ｾ＠ ＱＱ ｾ 所。取 ， ｴｲ ｦＮ 馬 ・ ｾ ＧｦＺ "'1 下.1; . 君 ill

JA 似 払1 岡 松 山 高 松

遺書新日本空調株式会社

大 阪 支 活 大 阪 市 北 区 立 ' ;，'j 浜通 1 - 2  5  ( 新大ピ/ レ )

'也話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 ・ 東京支 ｊｾ Ｍ ｦ 東京都中央区日本紙本石町f4ー2( 三井第二)) IUi l)

¥t1話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ' 1L JH・広 仏 ー札 幌 ・東 海 村 ・北 陸 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 5  - 9  T  E  L  06- 4 4 1  - 5  1  7  1  

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 詰 喜 膏 浄 機 織 気 量 柱

本 社 大阪市南区瓦屋町 3 番丁 68;添J也( 才一トセンタービル2附)

郵便番号542 Ｇ￭ｬｬ ｾ 重大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 768- 5  0  3  1 得

点京営業所 東京都千代凶区九段南 2丁目 2番 5号 ( 九段ビル 8階)

郵1史番号 102 111 J 市東京 ( 03) 262- 3  2  4  1  - 4 格
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本社東京支庖 東京締結宿区西新宿2 - 6-1古田-344- 1 851( 大代) 大阪支庖 宮ll6-203-3721 (大

代) 名古車主庖 世ll52-21' -1535( 代} 九州主広 古田2-431-2147 宮張所 札幌・仙古・構，兵・広

島・神戸 出張所 。新品ー 金沢大宮 帥 同 畳回 ・ 京都 ・ 岡山 ー 松山 Ｎｾｬ 窓 ・ 鷹党島・沖 縄 ・ハ μ コク

温 ・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 古 田 町 3 0  従 紅一 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1 ( 新東京ピノレ)

f包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町T 6  0  

電 話 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

( 971 )  3  6  2  1  

一般ｾ鯛段備 ・ 恒 ｩ 息 恒湿設備・冷凍冷蔵設備

冷 却 乾 燥 設 備 ・環 境改 善 設 備 そ の他 上! e に 附

，園、一 帯 す る衛 生 、電 気 等 一 切 の工 事 の 設計 ・施工

ｉｾ イヲ写本 ｕ フヲシト繍ヨ Ｘ 将
司ヌF 取 締 役 社長 北 川 一 郎

本 社 大 阪 市 大 淀 区 中 律 本 通 1 丁 目 H 件』也 ホ ー コ ク ピ ル

干 531 11t H" 大 阪 ( 06) 372- 5171(代 袋)

支 I苫 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

干 103 mn"  東 京 ( 03 )242- 5521(代 表 )

営 割健所 前 岡 ; y ， 古 屋 広 助 札 帆 仙 台

空 気 調 和 ・衛 生 設 備 大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社

設 計 ・施工

ガス設備 ・ガ ス 住 宅 設 備 大阪ガ ス設 備 機 器 特約底

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

(旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 崎 町 3 4 - 2 l lI.話ー06- 313- 1846

Z 長 # 実 際 大阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2 11l.話 06ー 313ー 1846

z  zjE12 怒 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 氾 諮0720- 49- 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4  - 2  氾 話 06- 313- 1846

12 師饗 泌鰐 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 'i t I話0720- 49- 2128

11迂 ・冷 房 ・空 気 i};'i ｩｾ ，山立制幣袋 ＲＲ

回高

設 計 施

Ｖｾ＠ 套拘
昌 4

-← 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪 急 ピ ル 91培)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く m堕型畳コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 然 工 調 書 織 式 会 極 大 阪 安 倍

大 阪 市 凶 l>Z 初 本 田T 3 丁 目 T E し(433) 8  0  7  1  

本 社 東 京 都 中 央区 京 僑 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  5  1  

支 l吉 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

お 諮 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

⑨ 日 本 管工業株式会社

ヰヰ明 京 都 支 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 I也の 1

' ;lI話 (681) 5 1 0 1 - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 I吉 大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満 備 北 詰 )

包 括 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 支 庖 四 日 市 市 浜 田 酋 末 広 町 mお ⑮7431- 3  

滋 賀 営 換 所 大 津 市 打 出 浜 13 - 15 ; 芯話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津営業所 津市栄町 Ｒ Ｍ Ｑ ＱＱ ｾ 芯話 ＰＵＹＲ ⑧ ＳＶ 1  0  

<! ' IIm.3舎町叢房 副 事

司F電'ー....

③同掛足言語持

: J J l l J  

@平山互業株式会社

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1- 22- 7 T E L (441 )附1994 ・( 443)附0331

空気調和 ・恒 iR恒 湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設備 設 計 施 工

@ 不 ニ 熱 紅 葉1絃舎紅

本 底 大阪市南区 ｎＨｐｾ ｉｉＡ ｔ Ｒ Ｍ ＵＰ ;I! 訴 261 - 2436(t¥:) 

東 京 支 庖 東 京 都 大 田 区 商 馬 込 1 - 2 ー 1 屯 話 773- 1231間

営 業 所 銀 河E 浜 松 ・ J}( 抑 制1 Ｑ ｾ ・ ￬［Ｎ｜ 1河

空気調和設備・給排水衛生設備 ・上下水道施設

環 境 衛生施 設 ・公害防止 施 設/ 設 計 ・施工

⑫ 山田: I : 韻樟京倉紅

本社且菅工事事童部大阪市西区車町場 1 - 6 - 8 世話06(443)8161(大代表)

環境装置 4i ; t 都大阪市淀川区三津屋南 1 - 1  - 35 電話 附(308)l 491(代表)

東京支底車，; ( r . J j 江車区亀戸 1- 8 - 4 (曲目lピル} 電話 03(ω3)8421 ( 代表)

名 古 屋 宣 車 名 古 屋 市 中 区 需 2 - 16 - 13(京極ビル) 電話 052(202)∞77(代表)

出 張 所 神 戸 ・ 福 岡 . ! I : 山

3 9  



電 気 設 備 ⑤

I7Eヨ Eヨヨ A: : = ム品. ー....b.

| 場 亀 天l 保 亘L

代表ｾｬｬＮ締役 山本博三
社 大 阪 市 北 区 中 之 尚 3 - 3  朝 日 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ({.t )  

京 都 市 右 京 区 西 点 催 高 野 町 2 1  

T E  L  ，託行11 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( イセ)

r- ! 1 中 央 区 薬 院 1 ー 1 4  - 8  

ｔｅｌ 私 ｩ 院ｾ 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工

朝

電 気 ・書 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 柿 式 会 紅

ー逮

回時ζ

本

本 社 営 蝶 所

京都営割健所

英

大 阪 市 北 区 高 垣 図 丁 目 東 阪急 ピ J レ T E L 0 6- 313- I I OI

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・九 州 |

イ言原栗取締役社長

t，- .¥ 1珂福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常 務 取 締 役 支社長

大阪市東区高麗橋五丁目 二八番 地 包 括 大 阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・詳 し / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 ・出張所 全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血i，、

代 表 取 締 役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 制j '笠 町 5 0  ( 堂ビ J レ7 階)

屯 話 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区日本紙符i 崎町 3 丁目 2 番 地

屯 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相| 校 Jf，( ・ 堺 - 稲 山

社一
一
一

株 式 会 社

キ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

鴎 '

株 式

電 気 工 事i

A

Q

一

A

-

三

計

式

去

均

株

帆

棚

機

嘉

伊

電

出

媛

宝

附

気電

ｾ＠ 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 i I i 城 * 灰 liX n 三 丁 1] 五 砕 十 七 号

1官 J市 大 阪 (931) 代 ぷ 7 3 4 1 - 5

大阪1 I i 械束 l>i 成育三 fl l 1 ヒ吊: 一号 lllU; 大阪 (932)2869

奈良県御所rli 御同通360 市川御所 (2) 0122  

校方市山之 1: 凶町 l の 1 i'官Mi 枚方 (43)8659・(44)9232

神戸市立合区計来: 通六J i I;'; 1I' i五号 1l l 活字11戸 (241)5969

ム一

A

J!:::::o 

ヌL中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

神戸営業所

社

阪 市 北 区都i 笠 町 5 0  (立ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代)

東京都港区新情 2 - 1  6  ( ニュー新情ビル 71渚)

'i [ 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

1:li:話 (991 ) 5 1 3 1  (代)

堺 ・千 築 ・ 宇 都 宮

f.1  

士円

，f 

支

-k. 

熊 本
神 戸'1:¥'  :$Ni 

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 中(1 世 町 l 丁 目 1 1  0 帯 地

-;:a 新 大 阪 ( 472 ) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西ｊＮ ｩＮｬ Ｎ且凶 Ｖ 丁目 ＲＵ 砕 ＱＱ 号Ｈ 制ＩＺ ，ｾピルＩ

-;: ll 郡 東 ，;， ( 491)  1746 ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 介 区 銚 物 r . lli 田T 2  3 排 地

' I {L ， ｾ ， ｲｩ 小介 Ｈ ＵＶ Ｉ 5  6  6  5 ・5 8 1 8  

肉 ・ 下 1出 ・ 和 歌 山 ・ :r. I"'i ｢ｾ＠

電 気 工 事 設 計 施 工

干上ノド

立φ

ヰ土

A

Q

E

 

事 株 式

自R四林

エ

取 締 役 村 長

藤工太 陽

大|以 rli 柄，1:: 11メ 偏 向 7 - 22 - 8  

T E  L ( 06)  452ー 1 1  5  1  ( 代)

大 阪 rl i 此 花 1'( ，r: :l ｨ ｾ＠ 1  - 1  - 27 

T E L ( 06)  462- 1  3  0  1 ( 代)

キ土本

営 業 所

L'f :.u 'j Jk戸斤
屯力工τ r ; 本部

電 気 工 事 設 計 施 工

令富士電業株式会社

電気設備設計施工

⑤ 
高千謀亀脱株式会組

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田
取 締 役 社 長

ネ土本

凶J

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - 1  0  

1電 話 大 阪 ( 06 ) 358ー 1 1  7  1 大代表

東 京 ・ 神 戸 ・ 九 州

雄久崎取 締 役 社 長

ヰ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取 締 役 会 長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 怖 ケ 校 H汀 5

ｾＡＡＺ話 大 阪 大代表 ( 312)

東 京 ・ 名 古 ! 記 . V4 日 市 ・神 田

松 山

電気・計装・空調工事設計施工
電 気 工 事 ・ 骨 十 裟 工 事 ・ 段骨十 施 工

" Pt 7 卜薗気工: : ，J = ' ; 孟Y リ レ ク 麟 式Q MtA  社

?必ュ

1 0  

大阪市北区西坂 川町15 T E L06- 364- 3056( 代)

東京 ・神戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・ 札 脱 ・苦 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京都 ・日砂 ・三原 ・徳山 ・松 山 ・新居浜 ・福岡・沖縄

刃t本山取締役社長

本 社

支r ，! i

事業所

6 番 地

8  8  8  1  

干上本

支 庖

営業所

4 0  



r  

ｾ＠

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  '11 ) 奪窯 s 商 怠

姫 路 営 難 所 姫 路 市 北 条 口 1 2  6 帯 地( 住 友 生 命保 険 ピ ル 7 F )  

電話 姫 路 0792 ( 82)  0999 ⑮ 670  

建設省認定の防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 o  0  0  3 号

エ パ ウ オ ー ル 基材同等 o0  0  3 号

エ パ ー サ ン ド 基材同等 o0  0  4号

⑩ 

Standard 

建 材 ・ そ の 他 の 頁

ト弓 1 ・ヒューム宅

〈ン手Lーチ・ミ)i!; ーjレ

大阪市北区与力町 一 ノーO

電 話 大 阪 ( 358) 4  0  3  1  

Board &Slate 

本 社 大阪市東住吉区駒 川町 3 - 54 屯話 (06)702- 7814- 7  フ タ パ 需 3阪

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川l川川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川l川l川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11川11川111，

建 築 物 の 内 外 装 吹 付 材 ・ 塗 料 ・製 造 発 売 元

⑬明石斉化学工業株式会社

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

本 社 明 石 市 藤 江 中 谷町888番地 (078) 928-3456(代)

営業 所 東 京 ・名古屋 ・大阪- 兵庫 ・高 松 ・広 島 ・福 岡
大阪市東区日 開f.m2丁 目9 野村 ピル51，皆 電話 大阪 (202)4905

出張所 仙 台

11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川111川l川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川1川l川11川l川川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11  1  

11空能はBL認定ガ保証/

そのよに画期的に簡単な新工法と

おしゃれなデザインをヨドコウガ

加えましだ。

置問問

ヨドてすりBL
ヨｾＺＺｊＮニザト

“天1a.-l1

固

Wi Z: : :  F ー・. 本社 大阪市東区雨水町 4 丁目話番地 干541 宮 ( 0; )245ー 1111

園田・・.... 東京支社 東京都中央区 λ 丁堀 Ｔ 丁目鴻地 ｬ 号Ｈ軍 ｬ ｾ 高市ヒルｽ 〒 ＱＰＴ 官 ＨＰＳＩＵＵＱＭＱＱＷＱ

h 司匝孟- - 回・ 営 業 所 札幌( 昂1)4777 盛岡 (38)8111 仙台( お )7891 ・踊渇( 沼 )37割 千葉 (43) 田お

E・E 図l . I . f 盗週 東 京 ( 田 )1171 ，1賞品( 似1)9123 高崎(61) 1281 静岡(53) ∞19・冨 山(32)2804

-一一一一一一一一一一 名古厘{ 叩 )2421 大阪(2'5) 1201 広島( 咽 )2431 高松ら叫3611 唱岡( 閉) 回35

宮 崎(53)3161

4 1  



4 竺

Si  . "".  

つ

宅p

..-0、

Z 玄 社

電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471) 0  4  2  

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 ヱ 場

T  

ヤ

-e(.マ

ヨrd ，・

3段

rs，ZPヨ・スト- P

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

ｾ＠

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

式

印

込

問

、

仲

木

~
…
込

w
w掛

4

小

，

ウ

司

州

車

問
一也原内ロ

4
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( 旭化成ミュ- ) レコート・セット品)

- 全 固 有 名 建 材 底 へ 御 問 合 せ 下 さ い

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業 ー

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南場江通 6 丁目 39番 地

4 2  



「1進式
: 簡易間仕切Iディオ

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取{ 寸，取はず

しガ簡単なディオは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて. 剛性のあるアィオ

パネル( イソバンド36) の表面は 0 . 5 %の塩ピ鋼板で椅成され，美しい室内感覚を出しています。

C P A T 6{牛 〉

奥村重兵衛株式会社日
名 古 屋

阪 市 北 区 伊 錦 町 22 醤 胞 〒 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

京 都 港 区 新 僑4 - 2 第 29森ビル 〒 105 電 話( 03) 437- 3361( 代〉

福岡市| 導多区住吉 2 T目 16香 27号 干 812 電 話( 092) 291- 0459( 代〉

古 屋 市 西 区 俵 司 2 丁 目 守 番6 号 千 451 電 話( 052) 522 - 5436( 代〉

年中見ていただける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

A M. 1O. 00- P. M. 5 .00 

日曜 ・祝日は休館

|三|

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

中 川 淳 編 著 全 8 巻

日 鉄筋コンクリード布陣造編①

困 鉄 筋 コ ン ク リー ト情 造 編 ②

図 書同 情 造 編 ①

圏 鋼 構 造 編 ②
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J
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F
町

》

E

・

ロ

u

n

u

o

u

v

v
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￥2，5∞ ( 送料￥ 250)

￥3，∞ O(送 料 ￥ 250 )

￥3，200(送 料 ￥ 250)

実 用 コ ン ク リ ー ト

森 茂 二 郎 編

月刊建築技術

(  4 月 号〕

建設省建築研究所監修

年間購読料 ￥8，400(送料含む)

定 価 ￥700 

. 高層ビルの外装石張工事・ーー・一. . . . . . . . 目今里 隆 ほ か

. 都 市 環 境 に お け る 緑 ・ー・・ ・・・ー ーーー・・・・・・・・・内藤恒方

. 鋼管ぐいのくい頭処理の効果ー. .. . .… - 相内良ー ほか

. 住環境生産システム・ ・ -ーー ー・ー ・・・・・・・・・ ・大野勝彦

・環 境 建 築 の 思 想ー 我 有 化 の 技 術 論ー ・・・ ・・ ・・瀬尾文彰

・設 備ユ ニッ トの問題点と今後の動向ー ・・・・・・・・・須員 高

. 構造計算データシー卜・・・・・ 田・・ ・一-一 - 構建設計研究所

〔特集号 案内〕

. 軟弱地盤と建築/ 49年 6 月 ・ 特 価 ￥ 1，000

・中小規模の鉄骨建築・配筋の要点 / 51 年|月 ・特価￥ 780

・担体生産技術の向上をめざして / 51 制 月 ・特価￥ 780

. 建築と接合 / 51 年 7 月・特価￥ 1，300

. 住宅部品シ ステムの普及 / 51年 11 月・特価 1，400

尾正160 東 一 吋宿|一一 一

H 03  <363>  42 1  1附 振 替 口座 東京0- 72417番

巴 ヨ 詑 建 築 技 術

4 3  
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錆びない. ノ

われない. ノ

燃えない. ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

品 種

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( 5. P. M)  

オリエンタルスチールライト ( 5 . T . L )

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. 5. P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ、ヤンボ波 V デ ッ キ

用 途 平桓・波板・棟包・雨押類 ・谷樋・堅樋・軒樋

ホ ー ン タ イ ト (防 音 壁)

換気装置〔モニター ・ベンチレーター ・ムーパー・エキゾスター (強制))

盛 市I J I !J 9J l J 列 製 造 跡 式 会 祖

本 社

営 業 本 部

東 京 本 社 及 工 渇

大 阪 支 庖 及 工 場

九 州 支 庖 及 ヱ 場

名 古屋 支 底

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電話 大 阪 ( 412) 5131代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 包 括 北 九州 (691) 2831 代

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江町 1 の24第 2 中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781 代

現場の信頼に 応える ｾｉｾｉＢ＠
告I j 口

主党口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 周

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セ メ ン 卜 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノロ湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ト防水用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 周

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

ヲ' 1i ・墨画ート

7 1- 9 ; "  

11守- q- L.

セメンド起泡 ・軽量 ・裏込用 Z Z: : I- I-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z i'..ニ7 - 16，

一一 セメン卜 混和剤 ・助材綜合メー カー -

V Z差油脂. f t : 工事主

ｾて ｙ 東京書官品川区二葉 Ｑ Ｍ ＱＸ Ｍ Ｘ f t 東京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3 - 2 f t 0245(91) 1l 31間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 PIT 14  - 3  f t 0298  (23)  1131(内

盛岡営業所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘3- 39 ft 0196 (45)  1331聞

大 阪 大阪市東成区東中本2・17・26 ft  06 (974)  1131  



水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリのスキ間でも 、水は遠慮しません。

〈日アス 〉は、防水 工 事ひとすじに 50余 年。

この小 さなスキ間との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん 、O シグマートによ

地 区

北海道

東 北

関 東

信 越

北 陸

会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業( 株) 旭川出張所

日本防水総業( 株) 釧路出張所

日新建工( 株) 札幌出張所

大和工業( 株 ) 苫小牧出張所

日新建工(株) 仙台支庖

伊藤建材株式会社

いわき建材工業株式会社

春日工業株式会社

金岡工業株式会社

北原建材工業株式会社

木下工業株式会社

協立工業株式会社

大東スレート株式会社

東京渥育株式会社

トーフ ジ工業株式会社

日新建工株式会社

日本線合防水練式会社

野口エ材練式会社

富島田工業株式会社

富士工材株式会社

藤，1 青興業株式会社

フタパ興業( 株) 東京営業所

北条渥膏工業株式会社

マサル涯青工業株式会社

大和工業株式会社

涯青建材株式会社

有限会社神守建材社

金港涯青株式会社

不二防水工業株式会社

石田建材工業株式会社

石田建材工業( 株) 大宮支庖

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所

涯青建材( 株) 宇都宮出張所

株式会社奈良屋商庖

同和建業株式会社

同和建業( 株) 長野営業所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工業株式会社

三井工業株式会社

. 建也ぷ凶没凶省点川川川1υ計川川川1リ刊川|問仰削第仰仰24刊O

所在地

中L帆 rli

旭川市

釧路rl i

fL帆 rli

苫小牧rl i

(111台市

* 京r.! lt; ｾ ｩｊＮ＾Ｈ＠

点京r.li'!' 野区

東京都淀川区

東京都新lii!><:

* 京都渋谷区

東京都挫 UJ 区

東京郎港! メ

東京 r.! 1足立区

東京都荒川区

東京都T 代川! ><:

* 京都民川lぇ

* 京都渋谷広

東京都渋谷! ; {

東京都千代 1I1 [i{ 

東京都江 東lメー

* 京r. l lr!' 針l正

東京郎新街区

点京r.l 1江京区

* 京自11;";庶民

東京r.! 1坑川区

* 京都T 代川区

償i(i urli

様浜i山Ii J  

横浜I山Ii J  

r:' ，‘1刊J

与野! 山|打I  

宇都目rli

宇目11": ;( rli

水戸rli

新i! l rli

Ldfhli  

松本 rl i

，:.:il 珂rli

ｲ ｾＧＺｩ 岡 山

金沢市

福)!:rl i

tJI水rli

静岡山

電 話

T  E  L  ( 231)  7  5  1 1 f t  

T E L  ( 32 ) 0 0 8 "  

T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

T  E  L  ( 221)  5  0  1  5  

T E L  ( 34 ) 3 3 5 8  

T E L  ( 62 ) 4 1 0 1代

T  E  L  ( 842)  1  4  3  1代

T  E  L  (385)8153.(389)4創6

T  E  L  ( 802)  3  8  7  1  ｦｾ＠

T  E  L  ( 363) 4 3  4  1代

T  E  L  ( 462)  5  3  4  1代

T  E  L  ( 634)  0  8  2  1  f¥: 

T  E  L  (433)  1961 目 8485

T  E  L  (883)  3  1  3  1  ｦｾ＠

T  E  L  (803)  3 4 8 1  - 3  

T  E  L  ( 252)  5  9  0  3  

T  E  L  ( 803)  2  4  1  1代

T E L  ( 403) 0  1  7  1  代

T  E  L  ( 444)  3  5  3  1  ｦｾ＠

T  E  L  (263)  4  8  6 1 ft 

T  E  L  ( 634)  0  1  6 1 f t  

T  E  L  (362)5697・(369)5697

T  E  L  ( 208)  0  2  5  6 代

T  E  L  (643)  3  9  6  3  f¥: 

T  E  L  (842)  6  3  1  1代

T  E  L  (802)  4  7  5 1ft 

T  E  L  (861)  2 7 0 6 - 8  

T  E  L  ( 22 )  4  2  8  8  

T E L  ( 421) 6 5 2 1- 2  

T  E  L  (231)  4  4  6  1  

T  E  L  ( 22 )  3  3  0  1  - 3  

T E L  ( 53 )  12 2 5 - 9  

T  E  L  (35)2816.(34 )8124  

r  E  L  (22 )  9  7  3  7  

T E L  ( 41 ) 5 1 4 1代

T  E  L  ( 45 )  2  2  5 1ft 

T E L  ( 27 ) 0 2 9 8  

T  E  L  ( 58 )  3  1  8  7  

r  E  L  ( 22 )  0  9  9  9  

T E L  ( 23 ) 0 3 9 1  

T  E  L  ( 42 )  5  1  5  1  

T  E  L  ( 23 )  0775  .  0885 

T  E  L  ( 45 )  2  2  2  1代

T  E  L  ( 85 )  9  1  5  1- 2  

るウ エル ドシステム 0 特掛と絶縁防水工法 (特

許ス トライプ工 法 ) 0 メルタ ン防水工法など

の技術と 、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。 全国90 カ所にも

およ ぶ く日アス 〉ネットワークの、水もモラ

さぬた たかい ぶ りに、ぜひご注目ください。

地 区 会 社 名

東 海 三信建材工業株式会社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 畿 池田涯 青工業株式会社

株式会社神原商庖

清水興業株式会社

日新エ材株式会社

日新建エ(株) 大阪出張所

日本綜合防水 (株) 大阪支庖

フタパ興業株式会社

7 サル ;1青工業(株) 大阪営業所

" ' 7 ) レエス工業株式会社

有限会社丸藤商底

久下商庖

東洋建材株式会社

中村;1青工業株式会社

棚田建材有限会社

有限会社ミサキ商会

中 国 束中国防水工業株式会社

株式会社三洋技建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業( 株) 広島出 張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

四 国 大三工業株式会社

徳島大三工業株式会社

株式会社7 ルマス河野商庖

株式会社山本商会

大三工業(株) 高知支庖

九 州 安藤工業株式会社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事株式会社

株式会社大二商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建設工業社

所在地 電 話

盟締 rli T  E  L  ( 45 )  8  2  1  1代

名古崖 rli T  E  L  (211)  1  8  8 5 f t  

名古記 rl i T  E  L  (991)  0  1  1  1代

名古屋 rl i T  E  L  (501)  1  4  0  1代

名古屋市 T E  L  ( 761)  6  1  8  1代

名古記 rli T  E  L  (411)  6  6  2  1  

名古hlrli T E L  (721) 2 2 11 - 5  

名古説 rli T  E  L  (571)  554 1- .1  

?' ，i' i ぼrli T  E  L  (331)  1  5  3  1代

大阪 rli T E L  (699)  5 7 5 7 - 9  

守LI rli T  E  L  (909) 14お.(908) 1282 

大阪 rli T E L  (372) 0 2 5 0 - 3  

大阪市 T  E  L  (54 1)  3 7 8 5 - 6  

大阪市 T E L  (541)  16 0 7 - 自

大阪市 T F. L  (361) 0 4 7 1- 5  

吹 111 rli T  E  L  (385)  2  7  8 1 f t  

大阪市 T  E  L  (303)  0  2  4  1  f¥: 

大阪市 T E L  (458) 4 8 4 1- 3  

大阪市 T E L (351) 2 1 5 0 代

京都市 T E L  (311) 2 0 4 4 - 5  

}j( r.! l rli T E L  (361) 9  1  7  1  

ｾ Ｂ ￭［＠ rli T  E  L  (34 1) 5884 .  1223 

神戸市 T  E  L  (841)  3  5  5  1代

有l:lkl lJ rl i T E L  ( 22 ) 3  9  2  2  

岡山市 T  E  L  ( 72 )  1  2  2 1 ft 

大竹山 T  E  L  (  2  )  5  1  5  5  f¥: 

広仏 rli T  E  L  ( 83 )  3  3  6 6 f t  

広島市 T  E  L  (61  )  6 3 7  1  - 3  

広仏市 T  E  L  ( 71  )  4  6  8  7  

1・flI lrli T  E  L  ( 21)  0  7  6  0  

絵江市 T E L  ( 38 ) 1 3 2 1  

高松市 T  E  L  ( 51 )  6  8  1  1代

徳島市 T  E  L  ( 31 )  4  1  6 1ft 

今治 rli T  E  L  ( 32 )  5  0  0  0  ft 

松山rl i T  E  L  ( 31 )  6  2  6 1ft 

￯ＮＧ ｾ 知 ｬ ， Ａ ￭ T  E  L  ( 45 )  4  8  0  0  f¥: 

福岡市 T  E  L  (561)  7  0  1 2f t  

福岡山 T  E  L  (56 1)  6  2  5  0  

福岡市 T  E  L  (74 1)  6  6  6  5 代

北九州 rli T E L  (37 1)  14 6 8 - 9  

長山崎県 T E L ( 2 ) 2 2 0 0  

宮崎 市 T  E  L  ( 51 )  6  1  5  5代

延岡市 T E L  ( 3  ) 2 4 5 5 - 9  

鹿児山 市 T E  L  ( 23 )  9 3 9 5 - 6  

ｾ｛ｉｊ 縄 県 T  E  L  (09889)( 2  ) 2368 

、』圃，.， 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日新工噴喋量株式会社 内 宜宮宝 (8ω82幻) 2μ42μ4大代

関東支部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 工 業 内 包 ( 882) 2424大代

中部支部 名古屋 市千種 区千種通り 2- 19( 岐阜疋ピル ) 日新工業名古屋 出張所 内 合 ( 741 ) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2 日 新 工 業 大 阪 支 庖 内 包 ( 329) 7737 代

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州支 部 福 岡 市 博 多 区 ↑ 専多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  日新工業九州出 張 所内ｾ ( 451 ) 1095 代
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Jeヒューマン床材" シリーズ誕生O新しし

三星アコスティカJレフロアーズと名つ、けました。

T  

541 

世， Il}j ノドtl: ， ＱＨＱ州｛耐恥刷日 ｲ川ＮｊＺ柴ｾ集釘 ｬｩふｕｩ ふｕ ｬｊ品 ｉ［Ｑ

アコステイカノルレフロア一ス♂は、 L41イである胞 L システムとともに，今，J木

村によドめられているあ句ゆる条1 ' 1'を' よu;uした長尺床材て、℃

t，'，';+11の1rl スウェーテシカ‘ らやってきたアコスチフロ九 このたび，111  

九のすぐ、れた技やI: j-τ 11¥1，; ( : イヒに成功しました。これを機会にこれまで. の

「アコスチコ「ジム」を川i幻 IJ に分け，新しL 、l
'
I'i /U制 11わえて，アコスティカノレ

ヒューマンスペースを創造する

フロアーズ、と%づけました。j .¥: c.' n ヒューマン! 木村 シリーズ、の誕ノ1:て℃

この! 木村は，これまでの先泡肘のない lji. . j ( 1のベーシ、ノクタイフ。の!ふー

表
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体 育 館 用

Al C : J 日，. . 0 ヨ
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東京営業所 ・東京都千代田区岩本開J 3 11 13干 10 If i 03( 866) 6101 (代 ) 大阪営業所 ・大阪市西区京町堀 1 10 5干550合 06( 441 ) 5951 ( 代)

札慌 n OII ( 231) 8261 仙 台 n 0222( 22) 6413 宇 都 宮 古 0286( 22)8264 新沼 n 0252( 45) 0816 備 ，兵 宮 山 5( 68' ) 4835 静岡 宮 0542( 81 ) 58刊
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